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　突然名前を呼ばれ、少女は驚いて振り返った。

　ここはとある街の駅の、改札口前。待ち合わせで、一人、立っていたときだった。

　ホームに電車が着いたらしく、改札機を通って何人もの人がどっと流れ出てくる。

　小学生の少女は、呼びかけた相手の顔を見上げた。

　薄汚れた灰色のコートを着た、中肉中背の男。ニコニコ笑う顔に、うっすらと無ぶ精しよう髭ひげが伸びている。若そうなのに、いかにも冴さえない感じの男だ。

　――誰だれ？

　聞こうとしたが、声が出なかった。

「ごめん、驚かせちゃったね。あやしい人間じゃないよ。僕は探偵なんだ。私立探偵」

　男は安心させるように腰を屈めた。コートの内ポケットから、黒いぼろぼろの手帳を取り出してみせる。

　表紙に『壇だん埜の探偵事務所』と、金の文字で名入れされていた。

　――タンテイ？

　とっさに、なんのことかわからなかった。

　しばらくして、テレビのドラマやアニメで活躍する名探偵の姿が思い浮かんだ。

「事件……なの……？」

　少女はかすれる声で聞いた。テレビの中の名探偵たちは、いつも殺人事件に挑んでいた。そんな怖い事件が起きたのかしら？

　が、目の前の冴さえない探偵は、頭をポリポリかきながら照れ笑いを浮かべた。

「はは、残念ながら僕は、シャーロック・ホームズみたいな探偵じゃないんだ。あ、この頭をかくクセは、いつも『金きん田だ一いち耕こう助すけのマネ』って冷やかされるんだけどね。――知ってるかな、金田一耕助」

「いいえ……」

「とにかく、現実の探偵っていうのは、もっと地味な調査をする仕事なんだよ。対象者の素行調査とか……って言っても、難しいかな。――例えば、誰だれかのお父さんが、お母さん以外の女の人を恋人にして、浮気してないか調べたりするんだ」

　浮気、と聞いて、少女の胸の奥がチクリと痛んだ。

「両親のこと、調べてるんですか……？」

　すると探偵は真顔になって、唐突に聞いた。

「帝みかど野の熊くま五ご郎ろうという人を知っているかな」

　――どうして、熊五郎おじさんのことを……？

　少女は呆ぼう然ぜんと相手の目を見返した。

「僕はある人からの依頼で、熊五郎さんの娘を捜しているんだ。それでキミに、何か心当たりがないかなって思ってね。――今までに熊五郎さんに会ったことや、手紙を受け取ったことなどあれば、なんでもいいから教えてくれないかな」

　少女は考えるようなふりをして……首を横に振った。

「知りません。会ったこともないです」

　なんとなく、相手の探偵が信用できない気がした。自分や家族のまわりを、こそこそかぎまわっているように思えた。

「そうかぁ……。まいったな。今度こそ当たりだって思ったのに……」

　探偵はわざとらしく苦渋の表情を浮かべ、また大げさに頭をポリポリとかいた。

　そのしぐさはいかにも安っぽく、難事件を解決する名探偵とは思えない。

「どなたですか!?　娘に、何か用？」

　少女の背後から叫び声がした。

　振り返ると、一人の女性が男をにらみつけている。もう四十歳近くのはずだけど、見た目はもう少し若い。薄桃色のセーターが、ちょっと子供っぽかった。

　少女はホッと安心した。彼女が待ち合わせの相手――少女の母親だったのだ。

「いえいえ、お嬢さんに道を聞いてたんですよ」

　探偵はあわてて立ち上がり、両手を軽く振ってみせた。

「ありがとう。まっすぐ進めばいいんだね。おかげで助かったよ」

　探偵は少女に嘘うその礼を言いながら、逃げるように立ち去ってしまう。

　また電車が着いたらしく、改札口から人波が流れ出た。その中にまぎれ、冴さえない探偵の姿はすぐに見えなくなった。

「知らない人に話しかけられても、答えちゃダメよ」

　――話しかけられても答えちゃダメ、なんて……。お母さんは、話しかけてもくれない場所にいるのに……。

　少女の母は昔、家を出ていた。

　今でもたまに、こうして娘に会いに来るのだ。

「今日はね、おいし～い喫茶店に連れてってあげる。『Ｃａｆｅカフエ・ＬＹＲＩＣＡＬリリカル』っていうお店なの」

　笑顔に戻って、母は歩き出した。会うのも何ヶ月ぶりになるかわからない。

　両親が離婚して以来、少女は父の手で育てられていた。

　でもお父さんは……きっと、本当の父親じゃない。

　少女の頭に、さっきの冴えない探偵の言葉が響いた。

『帝みかど野の熊くま五ご郎ろうという人を知っているかな』

　どうしてあの探偵は、熊五郎おじさんのことを聞きに来たんだろう。

　――もしかして本当のお父さんは……熊五郎おじさんだから……。

　母について歩きながら、少女は黙って考えこんでいた。

　だったら、昔二人で遊んだ帝野将しよう悟ごは、本当の兄……。

　――彼が血のつながった、ただ一人の兄なの……？

　離ればなれになっても、ずっと想い続けていた彼。

　ひそかな想いが、心の中で急速に変化していくのを感じずにはいられなかった。

　今、帝野将悟は、初恋の相手から、血のつながった家族へと変わりつつあった。



　何年かの時が過ぎて――

　熊五郎の葬儀の日、彼女は、長いこと想い続けた将悟に会いに行った。

　そして、遠く窓の向こうにいる彼に、必死の思いで告白したのだ。

『わたくしはお兄さまと、結婚しに来たのです』

　と――。



    

  
    
      


１章　敵か？　味方か？　妹か!?



　額ひたいに重い衝撃を感じて、帝みかど野の将しよう悟ごはガバッとベッドの上に跳ね起きた。

　はぁはぁと息をしながら、大きく目を開ける。

　明るい朝の光が部屋の中に入りこんでいた。窓を通して、アパートの上の階から、朝のテレビドラマの音が流れてきている。ここは自分の部屋だ。

　背中が汗にびっしょり濡ぬれて、パジャマが貼はりついていた。

　夢を見ていたらしい。それも、嫌な夢だ。

　真まっ赤かな夕焼け空。羽のように浮かび上がる体。落下して地面に打ちつけられる額……。

　――血は出てないよな……。

　おそるおそる額に手を当てると、指先が一筋の凹凸に触れる。

　普段は前髪に隠れて見えないが、将悟の額には横に伸びる大きな傷跡が残っている。幼いころ、交通事故で頭を打ったときの傷だ。

　彼は今から十年ほど前、一人の女の子をかばって車に跳ねられたのだ。

　しかし、そのときの直接の記憶はない。事故の衝撃で記憶を失い、今も当時のことは思い出せないままだった。

「なんでまた、こんな夢を見るんだろ……。目覚め悪いぜ」

　ただの悪夢だと知ってホッとすると、また眠くなってきた。

　ふぁ～ぁ……とあくびをしながら、もう一眠りしようと、ごろんと体を横たわらせる。

　窓からの光がまぶしい。うつぶせになって、顔を枕まくらに押しつけた。

「んっ……」

　……なんか、息を止めるような音が聞こえた気がする。

　寝ぼけたまま、スリスリと柔らかい枕に顔を押しつけた。ほおや額が、ふにふにした弾力に挟まれる。

　――けど枕にしちゃ、ヘンな形だな。まん中がへこんでるような……。

「んっ……く、ん……」

　――女の子の声がしてる……？

　眠い目をこすりながら頭を上げて、ベッドを見下ろした。

　……制服姿の女の子が、あお向けに寝ていた。おなかまでタオルケットをかぶり、ほんのりと顔を赤く染めながら目を閉じ、すーすーと寝息を立てている。

「こっここっ、こっ……」

　たちまち眠気も吹っ飛んで、ニワトリみたいな声を上げながら、ガバァッとベッドの上に立ち上がった。

「心こ乃の枝えっ!?　ななな、なんで、なんで心乃枝がここに……!?」

　将しよう悟ごと一つベッドで眠っていたのは――遠い昔、彼が事故からかばった少女。そして今は彼のクラスメイトである、鶴つる眞ま心乃枝だったのだ。

　長くつややかな髪が、ベッドの向こうに大きく広がっていた。

　胸のボタンがいくつか外れ、制服のシャツの下から、白いブラがちらりと見えている。

「じ、じゃあ、さっき顔をすりすりしたのって……」

　将悟は冷や汗をかきながら、じっと心乃枝の胸を見つめた。

「う～む、実に柔らかかった……って、そうじゃなくってっ。なんでこんなところに心乃枝が寝てるんだよ!?」

　――ま、まさか俺おれ、心乃枝と一夜を……？　重大な間違いをっ!?

　冷や汗をかきながら思い出してみるけど……昨夜、将悟は一人で眠りについたはずだ。

　――って、間違いなんかあるわけないよな。

　とにかく、心乃枝を起こさないと……。

　将悟は手を伸ばし、彼女の肩を軽く揺すった。

「ほら心乃枝、朝だぞ。起きろってば」

「ん、んん～……しゃわられすふぁ？」

　むにゃむにゃと、よく聞き取れない寝言をつぶやいた。

「ほ～らっ、心乃枝っ、起きてくれってばっ」

　ペチペチと、彼女のほっぺを軽く叩たたいた。

「ふぅあんっ」

　心乃枝はうるさいハエでも追っ払うように、寝ぼけながら片手をぶんっと振る。

　眠りながら眉まゆをしかめ、いかにも迷惑そうな顔をした。

「……こうなったら意地でも起こしてやるからな」

　ちょっとムッとして、将悟は、心乃枝にかかっているタオルケットの端を持った。

　そのまま一気に引っぺがす。ぶわっと柔らかなタオルケットが舞い上がり、心乃枝の下半身が朝の澄んだ空気にさらされた。

「う……」

　一瞬、将悟はドキッと動けなくなった。

　心乃枝の制服のすそが着崩れて、開いたボタンの隙すき間まから、かわいらしいおへそが見えていた。スカートも大きくまくれあがって、太ももがむき出しになっている。

　――なんて格好してんだよっ。

　将悟は屈みこんで、心乃枝の耳元に向かって叫んだ。

「お・き・ろーっ！　見えちまうぞっ」

「ひゃふ……」

　タオルケットをはぎ取られた心こ乃の枝えは、ビクッと体を震わせて、ひざを曲げて縮こまる。

　それでも目を開けず、すぅ～……と寝息を立てていた。

「どんだけ寝起き悪いんだ……」

　将しよう悟ごはガックリとベッドに座りこんだ。

　ふと横を見ると、心乃枝の足が目に入る。

　もちもちしてて肌触りよさそうな太ももに、キュッとしまった足首……。

　――心乃枝の足……きれいだよな……。

　思わずそーっと心乃枝の太ももに右手を伸ばして……ハッと我に返った。

「な、何してんだ、俺おれ。いくらなんでも勝手に触っちゃダメだろ……」

　寝てる女の子に触るだなんて、男として許されざることだ。

　――そうだ。俺は将来の帝みかど野のグループ社長を目指してるんだ。常に紳士たらんとな。

　心の中でつぶやいて、キリッと気持ちを引き締める。

「はぅ……。しょうほさん……触っちゃ……らめれふぅ……」

　心乃枝が寝言をつぶやいた。

「いや、触ってないからさ」



    

  
    
      



    

  
    
      「おしり……触っちゃ……いやんですぅ……」

「触ってねぇ！　触ってねぇってば！　――ったく、ヘンな夢でも見てんのか？」

「れも……しょうほさんが……どうしても触りたいなら……」

「だから、触りたいなんて考えてないから！」

「ちゃんすなのに～。しょうほさん、わたしにいろいろする、ちゃんすなのに～」

「……って、心こ乃の枝え、ほんとは起きてるんじゃないか？」

　ピク、と一瞬、心乃枝の全身が固まった。

「むにゃらむにゃらですぅ……」

「なんだよ、そのわざとらしい寝言は」

「むにゃむにゃ」

　はぁ、と将しよう悟ごはため息をついた。

「おい心乃枝。起きてるんならさ、目を開けろってば」

「すやすや～」

　心乃枝は寝返りを打って、体を反対側に向けてしまった。

「……意地でも寝たふりするつもりかよ」

　あきれながら心乃枝の全身を眺めまわし……ちょこんと突き出されたおしりを見た。

　スカートに包まれた丸い形……。

　思わず、ごくりとつばきを飲みこんだ。

「わかったぜ。そんなに言うならな……」

　将悟は両手をワサワサさせながら、心乃枝のおしりに近づいた。

　――いいか、心乃枝。俺おれだって男だ。いつまでもおとなしくしてると思うなよ。

「素直に起きないのが悪いんだ。ここは俺のベッドだ。俺の領地なんだぜ。起きろって、何度も忠告したんだからな」

　へへへ……と悪魔のような笑みを浮かべ、おしりに両手を伸ばしたとき……。

　上の階から聞こえる連続ドラマのセリフが耳に入った。

『わたし、お兄さまのこと愛してます！』

　ハッ……と、将悟は全身を強こわばらせた。

　――お兄さま……？

　もし妹だったら……心乃枝が、俺の妹だったら……。

　俺は今、血のつながった妹のおしりを触ろうとしてたのか!?

「うあああああぁっ!?　俺は、どうしようもないヘンタイ野郎だったのか？　最悪最低なゲス野郎なのかぁっ!?」

　頭を振り乱し、寝ている心乃枝に向かって土下座した。

「す、すまん、心乃枝っ。決しておしりを触りたかったわけじゃなく、いや、ちょっとは触りたかったかもしれないけど、と、とにかく心こ乃の枝えを起こしてやりたくて……」

「すぴーですぅ……」

　それでも心乃枝は目を開けず、将しよう悟ごの枕まくらを抱き抱えて眠っている……ふりをしている。

　将悟は負け犬の気分でうなだれた。

「さすがだぜ、心乃枝……。お前がそこまで本気だとは思わなかった……。そんなに俺おれを、ヘンタイな人間にしたいって思ってたなんて……」

「ひゃはぁ……」

　心乃枝は目を閉じたまま、ニヤッと勝利者の笑みを浮かべた。

　――しかたねぇ、こうなったら、最後の手段だ……。

　将悟は心乃枝の耳元に顔を寄せた。すぅ～っと息を吸いこみ、口を開く。

「あっ、ベッドの横にでっかいチャバネゴキブリがっ！」

「きゃあああああああああああああっ!?」

　ガバッと跳ね起き、心乃枝は押し倒すほどの勢いで将悟に抱きついた。

「いやあっ、ご、ごき、ごきぶ……っ!?」

「はぐぅっ……こ、心乃枝、いた、痛いってば！」

「い、いや、イヤですっ！　ご、ごごご、ごき……っ!!」

「落ちつけってばっ！　ゴキブリなんていないから！」

「…………え？」

　心乃枝は抱きついていた腕をゆるめると、きょとんと見つめた。

　おそるおそるベッドのまわりを見まわして……真まっ赤かな顔で眉まゆをつり上げた。

「し、将悟さん、嘘うそだったんですね!?　わたしがゴキブリ苦手なの知って、な、なんてひどいことを……っ！」

「さんざんたぬき寝入りしといてよく言うぜ……」

「たぬき寝入りじゃないですっ。わたし、たった今目が覚めたんですからっ」

　心乃枝はほおを膨らませ、ぷいっとそっぽを向いた。

「こんなチャンスに何もしないなんて、将悟さんって草食系って人なんですか？」

「起きたら隣に寝てたとか、肉食のライオンだってビックリだろ……」

　朝っぱらから、ドッと疲れた気分の将悟である。

「――まぁとにかく、俺は着替えるからな」

　将悟はフラフラと力なくベッドから出て、クローゼットの中の制服を持った。

　心乃枝がいるから部屋で着替えるわけにもいかず、風ふ呂ろ場ばの脱衣所に向かう。

「ったく、俺を犯罪者同然の野郎にしたいんだか……」

　ぶつくさ文句を言いながら、ガラッと脱衣所のカーテンを開いた。

「…………えっ？」

　と、声がした。

　将しよう悟ごの声じゃない。女の子の声だ。

　目の前に、半裸の女の子がいた。体の半分くらいまでスクール水着を着て、平らな胸がむき出しになっている。大きく目を見開きながら、将悟を見つめ返していた。

「み……雅みやび……？」

　なぜか脱衣所に、やはりクラスメイトである、神かん凪なぎ雅がいたのだ。

　しばらくの間、二人とも呆ぼう然ぜんと見つめあっていて……

「な、ななななな、な、なっ!?」

　雅は酸欠の金魚みたいに口をパクパクさせ、かぁーっと顔を真まっ赤かに染めた。

　かけてあったバスタオルをひったくって、体を隠す。

「なっ!?　な、なぁーんでここにいんのよ、将悟っ!?」

「それはこっちのセリフだっ！　雅こそなんでいるんだよっ!?」

「いい、いいから、早くで、でで、で……」

「……で？」

「出てけっつってんの！　このドヘンタイがぁ～っ!!」

　将悟のほおに、雅のビンタが飛んできた。
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「ったく、どっちがドヘンタイだよ……。人の家に勝手に上がりこんどいて……」

　座卓の前に座ってトーストをかじりながら、将悟はぶつくさと文句を言う。

「何よっ。着替え覗のぞくなんてサイテーっ!!」

「だから雅よ、なぜ俺おれの家で着替えてるんだってば」

「いいでしょっ。今日は水泳の授業があるんだから。今のうちに制服の下に水着着といたほうが便利じゃん」

「だったら自分の部屋で着てこいよ」

「忘れちゃったんだからしょうがないじゃない！　将悟、まだ寝てるって思ったし！」

　すると、一緒に朝ごはんを食べている心こ乃の枝えが、小さくため息をついた。

「はぁ……。将悟さんったら、朝から女の子に二回も悲鳴を上げさせるなんて……」

「悲鳴上げたいのはこっちなんだけど。――だいたい二人とも、どうして俺の部屋に入りこんでるんだ」

「昨日、言ったじゃないですか。将悟さん、最近ちゃんと朝食も食べてないみたいだから、わたしたちが朝来て用意してあげますって。なのに、ちっとも起きないんですから！」

　――そうだ。それで郵便受けに家の鍵かぎ入れて、二人が入れるようにしといたんだっけ。

　ようやく将しよう悟ごは思い出した。

　心こ乃の枝えの言うとおり、最近は朝ギリギリまで寝ていることが多かった。

　将悟が深み流りゆう院いん学園に編入して約三ヶ月。学校生活にも慣れてきた。同時に、少し気がゆるんでいたのだ。朝食抜きで登校することも多く、昼休み前などしょっちゅう、ぐぅ～っとおなかを鳴らしていた。

　それを心配した心乃枝と雅みやびが、朝早く来て世話してくれるって言った。そりゃいいやと深く考えず、将悟はその提案に乗ったのだ。

　そんなわけで今、三人が囲む座卓には、コンビニで買ったサラダやトースト、ハムエッグなどの朝食が並べられている。心乃枝と雅が準備してくれたものである。

「このコーヒー牛乳はあたしが買ってきてあげたんだからね！　感謝しなさいよ」

　牛乳パックを握り締め、雅がここぞとばかりに自己主張した。

「明日もちゃ～んと、朝ごはん用意してあげますからね。――よければ、毎朝だってお世話しますから……」

　まるでプロポーズの言葉みたいなことを言って、心乃枝はポッと顔を赤らめる。

「違うの違うのっ！　世話するのはあたし！　明日はあたしがごはん買うから！　鶴つる眞まさんよりおいしいの選ぶから！」

「なんですかっ。将悟さんをお世話するのはわたしですっ」

「ちが～うっ。あたしだってば！　あたしが毎朝将悟にごはんあげるの！」

　言い合う二人を見ながら、将悟はずずーっとコーヒー牛乳を飲み干した。

「世話とかごはんあげるとか、なんか俺おれ、ペットになって飼われてる気分だぞ」

　すると、心乃枝と雅が同時にキッとにらみつけた。

「将悟！　あたしに飼われたくないの!?」

「違います！　将悟さんはわたしのペットになりたいんですよね!?」

「なっ、二人とも何言ってんだっ。俺そんな趣味ないから……」

　妙な雰囲気に思わず後ずさったとき……将悟の携帯電話が鳴った。

　これ幸いと立ち上がって、勉強机に置いてあった電話を手に取る。

　液晶に表示された相手は、帝野みかどの鹿か野の子こ。将悟の母だ。

「母さん？　珍しいな、こんな朝っぱらから」

　将悟の母と聞いて、心乃枝と雅はピタッと黙りこんだ。ちょっと緊張した顔で、将悟の持つ携帯電話を見つめた。

「もしもし。将悟です」

『おはよう、将悟。きちんと早起きしているようですね。いい心がけです。世の中は一瞬たりとも待ってくれずに進むのです。早く目を覚まし、さわやかな朝を過ごしてこそ、一日のビジネスも順調に進展するのですよ』

　熊くま五ご郎ろう亡き今、帝みかど野のグループの社長をつとめている鹿か野の子こだ。その一言一言に重みと厳しさがある。

　最近だらけた朝を過ごしていたなんて知られたら、たちまち雷のごとく怒りがほとばしるに違いない。

　将しよう悟ごは縮こまるように背を丸め、電話に向かって愛あい想そ笑いを浮かべた。

「そ、そうっすよねぇ……。朝はさわやかなのが一番ですよね……」

『ところで、今年も帝野グループ主催の謝恩パーティーが近づいてまいりましたが、今回は将悟も参加してください』

「俺おれもですか？　謝恩パーティーって、正式に招待されないと参加できないんじゃ……」

　謝恩パーティーとは、毎年夏におこなわれる、帝野グループ社長主催による伝統的なパーティーだ。主催者による招待がなければ、参加できない行事なのである。

　日本ばかりでなく、世界中の一流企業の重鎮が多数参加し、まさに上流階級の社交場と言えるパーティーらしい。

『昨年は熊五郎の喪中につき、パーティーを自粛しておりました。そのぶん、今年はいつもお世話になっている社外のみなさまを大勢お招きし、盛大におこなおうと計画しているのです。一流のかたばかりですから、将悟にとって交流を広げる場となるはずですよ』

　将悟は今、父・熊五郎の遺言にしたがい、将来の帝野グループ社長となるべく、試練を受けている最中だ。今は母が社長として帝野グループを支えているものの、それも近い将来、息子があとを継ぐまでのことである。

　もし将悟が社長となったら――その瞬間から世界中の多くの企業と、ときに協力し、ときにライバルとして、切せつ磋さ琢たく磨ましていかなければならない。

　将悟はキリッと気持ちを引き締めながら答えた。

「――わかりました。準備を整えておきます。これからは俺も、一流の人々との人脈を作っていかなくては」

『それではのちほど、秘書の瀬せ利りより、招待状を送付させます。二枚送りますから、もう一枚は同伴の女性に渡しておくように。いいですね？』

「……はい？　同伴の女性？　どういうことですか？」

『知らないのですか？　パーティーに参加されるみなさまは、たいてい奥さまをご同伴されるのですよ。独身のかたも、恋人やご家族をお連れになります。仕事だけでなく家族も大切にしてこそ、一流の企業人となれるのです』

「同伴……。でも俺、結婚してないし、恋人もいないし、家族ったって母さんしか……」

『恋人もいない、ですって……？』

　電話の向こうで、空気がピリリと険しくなった。

『将悟っ!!　なんのために深み流りゆう院いん学園に通っているか、わかっているのですか!?』

「そ、それは、その……」

　口ごもりながら、目の前にいる心こ乃の枝えと雅みやびを見まわした。

　将しよう悟ごが学園に通っている理由は、生涯の伴はん侶りよとなる女性……つまり、将来結婚する相手を見つけるためだ。それが熊くま五ご郎ろうが遺言に残した、社長となる最後の条件だからだ。

　しかし遺言のことは、帝みかど野のグループ内の極秘事項だった。将悟が社長候補であることや、伴侶となる女性を探していることは、心乃枝や雅に知られてはいけない。

『なんですか？　まさか忘れたのではないですね!?』

「いえ、決して忘れたわけでは……。もちろん覚えてますって」

『でしたら、学園に通う理由を言ってみなさい！』

「それは、今はちょっと……状況が悪いっていうか……」

『どう状況が悪いのです!?』

「その……今、部屋に女の子が……」

　言うと、母は一瞬黙りこんだ。理由を話せない事情を察してくれたらしい。

　一転して、機嫌のいい口調になった。

『そうですか。生涯の伴侶となる女性と、交流を深めていたのですね。しっかり目的に向かって精進していると聞いて、安心しました』

「と、当然ですよ。俺おれは日々精進してますって」

『わかりました。ではぜひ、彼女をご同伴して差し上げなさい。照れて隠す必要はありません。朝から部屋で一緒に過ごしているということは、恋人として、将来の結婚を誓いあう仲にまで進んでいるのでしょう？』

「えっ、将来の結婚……？」

『――まさかとは思いますが、将来の約束もできないのに女性を部屋に連れこむなどという、不ふ埒らちなことをしているのではありませんね……？』

　将悟は額ひたいにじっとりと汗を浮かべた。

　――言えねぇ。部屋に二人も女の子がいるなんて、口が裂けても言えねぇ……。

「もも、もちろんですよ。し、将来を誓いあってるに決まってるじゃないですか！」

『さすが、将悟です。我が息子ながら、きちんと責任感ある人間に育ってくれたと思っていました。わたしも将悟の恋人とお会いできること、楽しみにしていますからね』

　いつになく上機嫌な声を残して、母からの電話は切れた。

　はぁ……とため息をつきながら携帯電話を机に戻す。

　雅と心乃枝が、じーっと将悟を見つめていた。

「どしたの、将悟？　将来の結婚が～、とか、誓いあって～、とか言ってたけど」

「もしかして、将悟さんのお母さまに、わたしのこと話してくれたんですか!?」

「あたしのこと話してたに決まってるじゃない！　将悟ったらやだな～。お母さんに紹介してくれるんなら、言ってくれればいいのになぁ～」

　恥ずかしそうにうきうきした表情を浮かべる心こ乃の枝えと雅みやびである。

　将しよう悟ごはゾンビのように生気のない顔で、二人の前に立った。

「俺おれ……帝みかど野のグループのパーティーに出なきゃいけなくなったんだ……。その、母さんに同伴者の恋人を一人、連れてこいって言われて……」

　ピクッ、と、心乃枝と雅は全身を固まらせた。

　そのままゆっくりと、二人は互いに顔を見あわせる。

「へぇ～。パーティーの同伴者だってぇ～。恋人なんだってぇ～」

　雅は挑戦的な目で心乃枝を見つめながら、薄ら笑いを浮かべた。

「そうですねぇ～。それも、一人だけ、なんですってねぇ～」

　心乃枝は大きくうなずきながら見返し、ヒクヒクと口の端を曲げて笑った。

「は、ははははははは……」

「ふ、ふふふふふふふ……」

　獲物をめぐってにらみあうライオンとチーターのような目で、二人はバチバチと視線の火花を散らす。

　将悟は一人、頭を抱えた。

　――いったい俺は、どうしたらいいんだ……？

　心乃枝と雅……。どっちを選べば……。

　だけどもし、選んだ女の子が……正体を隠して、俺との結婚を望む……

　血のつながった妹だったら……。

　二人の女の子を前にして、将悟は一人、絶望の淵ふちに立たされた気分だった。
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　その日、学校のプールでは今年度初めての水泳の授業がおこなわれていた。

「いやっほぅ!!　夏だ！　プールだ！　海水浴だぁっ!!」

　大きなクマさんのアップリケがついたワンピース水着を着て、小こ都と里り先生がピョンピョン飛び跳ねている。見た目も態度も、プールではしゃぐ小学生である。

　――ていうか、プールで泳ぐのは海水浴じゃないんじゃ……。

　水着を着た男子生徒たちの列に交じって、将悟は心の中でツッこんだ。

　深み流りゆう院いん学園のプールは、専用の建物にある屋内プールだ。温水プールにもなるから、水泳部などプールを使う部活は、一年中利用することができる。

　それでも一般の授業がおこなわれるのは、普通の学校と同じように夏の間だ。今日は特別授業として、二年生のクラス合同での授業だった。

　向こう側ではスクール水着の女子生徒たちが、準備体操を終えてプールに入り始めている。バシャバシャと水を掛け合ったり、バタ足で水しぶきを飛ばしたりして、「きゃあ～っ」という気持ちよさそうな声が響いていた。

「こらーっ男子ども、女子の水着に見とれてんじゃねーぞっ。そんなヤローはなー、せんせーがビシバシしごいてやるから覚悟しとけよっ！」

　プールサイドに仁に王おう立だちになって、小こ都と里り先生がビート板を振り回しながら叫んだ。

　体育の教師じゃないはずなのに、やたらと張りきっている。

「はいっ！」

　前方にいた、一人の男子生徒が手を挙げた。

「なんだ、山やま本もと!?」

「僕たちは、小都里先生のロリータ水着にしか興味ありません!!」

「クソタワケがぁーっ!!」

「グフッ!!」

　小都里先生の投げつけたビート板が山本の股こ間かんに直撃する。

「このクマきちウェアのワイルドさがわからんかぁっ！」

「こ……小都里先生の……水着になりたい……」

　謎なぞの言葉を残し、プールサイドにうずくまってピクピク震える山本だった。

「よーし、お前ら準備体操始めるからなー！　脱落すんじゃねーぞ、歯を食いしばってせんせーについてこいよーっ!!」

　小都里先生は、おいっちにと小さな体を曲げて屈伸運動を始める。

　今日は特別授業なので、準備体操が終わると自由時間となった。

　将しよう悟ごは、まずは体を慣らそうと五十メートルプールを軽く泳いだ。

「さすがだね、将悟くん。実に美しい平泳ぎだよ」

　プールサイドに上がると、ベンチに水みず谷たに衣い楠くすが座っていた。水着ではなく普段の男子制服で、サングラスをかけて授業を見学している。

　ベンチの横には白い丸テーブルが置かれ、ポータブルプレイヤーから優雅なクラシック音楽が流れていた。衣楠のまわりには三人の水着の女子生徒がいて、大きなうちわでそよそよとあおいでいる。

「……俺おれ、クロールで泳いでたんだけど」

「おやそうだったのか。では将悟くんのクロールに乾杯しようじゃないか」

　衣楠がアイスコーヒー入りのグラスを掲げ、白い歯をキラリと見せて笑った。

　どう見ても、リゾート地で安らいでるようにしか見えない衣楠である。

「別に乾杯しなくても……。ていうか、なんでそんなに悠々してるんだよ」

「ボクも一緒に水泳を堪能したいところだが、あいにく泳ぐことはできない立場でね。残念だけど、ここから将しよう悟ごくんの勇姿を観賞させてもらうことにしたのさ」

　この美少年に見える衣い楠くすだが、その正体はれっきとした女性だ。彼女は普段から男装し、帝みかど野の清流会という、帝野グループのトラブルを解決する特殊部隊に所属している。

　今は将悟を正体不明の妹から守るため、男子制服を着て登校しているほどだ。女性であることがバレないよう、人前で水着姿になるわけにいかないのだ。

「観賞ってなぁ……。見学なら、もうちょっとおとなしくしろってば」

　将悟が文句を言うと、うちわであおいでいた女子生徒たちから一斉ににらまれた。

「水みず谷たにくんは病弱で泳げない体なのよ！　そんなこと言ったらかわいそうでしょ!?」

「そーよ！　水に濡ぬれただけで風邪ひいて死んじゃうんだから！」

　――そういう設定かよ……。

　実際は、水どころかお湯をぶっかけられてもピンピンしてそうなのに……。

　そのとき、女子たちの集まっているほうから歓声が響いてきた。

　振り返ると、奥のコースで三人の女子生徒が競泳している。プールサイドにギャラリーができて、拳こぶしを振りながら声援を上げていた。

「神かん凪なぎさん、はやーい！」

「鶴つる眞まさん負けるなーっ」

　――神凪さん……？　鶴眞さん……？



    

  
    
      



    

  
    
      「生徒会長もがんばってー！」

　――天てん導どう会長まで一緒かよ。

　将しよう悟ごは興味を持って、ギャラリーのほうに歩いた。

　雅みやびたちは、三コースを使って競泳している。

　中央を泳いでいるのが雅、向かって左のコースにいるのが心こ乃の枝え、右のコースが生徒会長の天導愛ま菜なだ。

　圧倒的なスピードで先頭を泳ぐ雅は、ムダのないクロールのフォームだった。

　普段の小生意気な彼女とは違う美しい動きに、思わず見とれてしまう。

　グングンと近づき、雅の手がプールサイドにタッチした。

「神かん凪なぎさん、一位～っ！」

　ギャラリーの女子生徒たちが沸いた。

　雅は水面から顔を上げ、濡ぬれた手で顔面をふきながら後ろを振り返る。

「へへ～ん、鶴つる眞まさんなんかに負けないんだから」

　その心乃枝はというと、今やっとコースの半分を過ぎたところだ。

　クロールのフォームは保っているものの、足を必要以上に大きくバタバタさせて、あまりスマートじゃない。

　そして愛菜は、まだコースのずっと向こうを、ヘコヘコと犬かきで進んでいた。ひょっとして溺おぼれてるんじゃないかと心配になるような泳ぎだ。

「競泳してるのか？」

　雅のそばに近寄ると、彼女は将悟に気づいて見上げた。

「将悟も見てた？　どう、あたしの華麗なる泳ぎ。人魚みたいだったでしょ」

「人魚って……。まぁ確かに、さすが水泳部って感じだよ」

　雅は近々おこなわれる水泳大会を目指しているほどなのだ。だから毎日、水泳部の練習で忙しい。

　ふふんと余裕の表情を浮かべながら、雅はプールサイドに上がった。

　そしてやっと、心乃枝がゴールする。ぷはぁと真まっ赤かな顔をあげ、大きく息をついた。

「鶴眞さん、今ごろゴールぅ～？　あたし、待ちくたびれちゃったなぁ」

　雅に言われて、心乃枝はムッとした表情でプールから上がった。

「神凪さんは水泳部なんだから速くて当然ですっ！　むしろわたしのほうこそ大健闘でしたよ。――ねっ、将悟さんもそう思うでしょ？」

「そう思うでしょって、俺おれに聞かれても……」

「違うわよっ！　あたしの努力と才能の結果！　将悟も言ってやってよ!!」

「だから、俺に言われても……」

　さっそくにらみあう二人に挟まれて、途方に暮れる将悟である。

「だいたい鶴つる眞まさんの泳ぎ方ってさぁ～、まるでガマガエルみたいじゃん」

「か、カエルじゃないですっ！」

「だってぇ、足なんかガニ股またみたいだったしぃ、ゲコゲコ鳴き声まで聞こえちゃったぁ」

「ううううう……」

　心こ乃の枝えは雅みやびをにらみながら、歯ぎしりした。

　……と、ふいに視線を雅の胸元に向ける。

　何か思いついたように、フッと笑みを浮かべた。

「――水の抵抗が少ないって、うらやましいなぁ」

「……は？」

「わたしも神かん凪なぎさんくらいの胸だったら、もっと速く泳げるのになぁ～」

「はうっ!?」

　雅は顔を真まっ赤かに染めて、両腕で平らな胸元を覆った。

「ツルツルのお魚みたいな体形なら、速く泳げて当然ですよねぇ～」

「な、な、なぁーんですってぇ!?」

　雅はプッツンと切れて心乃枝につかみかかった。

　両手で心乃枝の胸を鷲わしづかみにし、ぐりぐりと大きく円を描く。

「なな、生意気なこと言うのはこの胸!?　この胸かぁっ!?　えぇっ!?」

「ひあっ、にゃ、にゃにするんですかっ!?　ひゃ、ひゃめ、ひゃめてくださいっ!?」

「なっ、何よっ、大したことないわよっ、こんな胸、こんな胸ぇっ!!」

「や、はぁっ、は、はみ、はみ出ちゃいますっ!!」

　涙目の雅に胸を揉もみしだかれ、心乃枝は真っ赤な顔で悲鳴を上げた。

「じゃあはみ出しなさいよ！　はみ出しなさいよぉっ!!」

　心乃枝と雅はつかみ合ったままフラフラとプールに近づいて……

　プールサイドから足を踏み外し、ザボーン！と一気に水中に落下した。

　大きな水しぶきが上がり、続いてブクブクと泡が立つ。

「ぷはっ」

「はふっ」

　雅の頭が水上に飛び出し、続いて心乃枝も顔を出した。

　と、すぐまたムカッ腹ぱら立てた顔でにらみあう。

「神凪さんっ!?　なな、何するんですかっ!?」

「悪いのは鶴眞さんでしょっ!?」

　と、その横で、バチャバチャと犬かきで泳ぐ愛ま菜なが通りすぎて……

　ようやくペタッとプールサイドに手をついた。

「はぁっ、やっとゴール～。みんなは～？」

　愛ま菜なは振り返ると、プールの中にいる心こ乃の枝えと雅みやびを見て目をパチクリさせた。

「あれぇ、まだ泳いでる？　もしかして愛菜が一番？　やったぁ、愛菜が一等賞～っ！」

　一人、空気を読まない声でバンザイする生徒会長だった。



「ていうか、三人ともなんで競泳してたんだ？」

　プールサイドに上がった心乃枝と雅、愛菜の三人を前にして、将しよう悟ごは聞いてみた。

「なんでって、決まってるじゃない。賭かけよ、賭け」

　タオルで頭をふきながら、雅が答える。

「賭け？　なんのだよ？」

「朝言ってたパーティーのことですよ。誰だれが将悟さんと同伴するか、賭けてたんです」

　心乃枝が説明した。

「……天てん導どう会長も？」

「うん！　二人から聞いたの～。帝みかど野のグループのパーティー楽しそうだし～、愛菜も行きたいなぁ～って」

「遊びに行くわけじゃないって……。そもそも、勝手に賭けられてもだな……」

　あきれる将悟をよそに、雅が自信満々に胸を張った。

「とにかくっ。勝負あったわ！　あたしが一番だったんだから、あたしが将悟と同伴してパーティーに参加するんだから！」

「ですから神かん凪なぎさんは胸が小さいぶん、ハンデが必要です！　今の勝負は無効ですっ!!」

「む、む、胸のことは言うなぁ～っ！」

　またもつかみ合う二人の間に、愛菜が割って入る。

「もう～、ケンカはダメでしょ～っ。愛菜が一等賞なんだから、仲良くしなきゃ～」

　腰に手を当て、ぷんすかと怒る愛菜に……

「一等賞じゃないっ！」

「一等賞じゃありませんっ！」

　雅と心乃枝が同時にツッコんだ。

「ひ～ん、みんなのいじわるぅ～」

　泣きつく愛菜を前にして、将悟は……

　――ほんとに、パーティーの同伴者、どうすりゃいいんだろ……。

　ますます頭が痛くなる気分だった。
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「せめて本当の妹が見つかれば、同伴者探しも少しは気楽になるんだけどなぁ」

　一日の授業が終わった夕方、将しよう悟ごは考えこみながら帰り道を歩いていた。

　もっとも恐れているのは、本当は妹である女の子を、恋人として同伴してしまうことだ。もし母が彼女を気に入って、そのまま勢いで結婚してしまうことになったら……。

　考えるだけでも、胃がキリキリ痛くなりそうである。

　自宅のアパートの前まで来て、将悟は足を止めた。

　彼が住んでいる二階建て木造アパートの前に、一台の二トントラックが止まっていた。コンテナには、有名な引っ越し業者のマークが描かれている。

　水色の作業着を着た二人の若い男性たちが、トラックから次々にダンボール箱を運び出していた。運びこむ先は、将悟の隣の部屋だ。

　そういえば一ヶ月ほど前、隣室に住んでいた人が転居して以来、空き室になっていた。しばらくの間、壁越しにリフォーム工事の音が聞こえていたけど、とうとう新しい住人が決まったらしい。

　――どんな人が越して来たんだろう。

　歩いていくと、隣室の玄関のところに、黒いセーラー服を着た一人の少女がいた。

「本棚は、部屋の右側に……そのベッドは……左の壁際に置いてもらえますか」

　上品に整えられたおかっぱの髪。美しく引き締まった目鼻立ちは、凛り々りしさとあどけなさが同居しているようだ。

　なんだか、こんなポロアパートには似つかわしくない、高貴な雰囲気が漂っている。

　将悟が玄関の鍵かぎを開けながら見ていると、彼女が気づいて会釈した。あわてて、将悟も会釈を返す。

　――あれ？　あの子、見たことあるような……。

　ふと、彼女とどこかで顔を合わせているような気がした。

　しかしジロジロ見つめるわけにもいかず、将悟は鍵を開けると、すぐ自分の部屋へ入ってしまった。



　それから二時間ほど経ったころ。窓の外が薄暗くなって、部屋の明かりをつけたときだ。ピンポーンと部屋のインターホンが鳴らされた。

「隣に越して来た者です。ご挨あい拶さつにまいりました」

　扉の向こうから少女の声が聞こえる。

　――引っ越しの挨拶だなんて、しっかりした子だなぁ。

　扉を開けると、さっきのセーラー服の女の子が立っていた。両手には高級菓子店の小箱を抱えている。

「わたくし、本日お隣に転居してまいりました、宝ほう生しようと申します」

　深々とおじぎをして、菓子箱を差し出した。

「つまらないものですが、どうぞお受け取りください」

「あ、どうもありがとう」

　受け取りながら、将しよう悟ごは彼女の顔を見つめ……やっと思い出した。

「キミ、もしかして、深み流りゆう院いん学園の理事会視察のときに来てなかった？」

　一ヶ月ほど前に、深流院学園で理事会の視察があった。そのとき理事の人々と一緒に、一人の少女がいた。理事の誰だれかの孫だって聞いてたけど……そのときの少女が、今、目の前にいる女の子なのだ。

「はい。あのときは学園を見学させていただいてたんです」

「やっぱり。どっかで会ったことあるな～って思ったよ」

　整った顔立ちはきれいだけど、どことなくミステリアスでもある。

　美しくて、はかなそうで……例えるなら、百合の花のような少女だ。黒いセーラー服を着た姿は、さながら、黒百合といった印象だった。

「わたくし、来年は深流院学園の入学を希望しているんです。集中して受験勉強するために、こうして一人暮しを始めたんです」

「受験か……。大変だね。勉強とかわからないことがあったら、なんでも聞いてくれていいからね。――そうそう、俺おれはこの部屋に住んでる帝みかど野のです」

　将悟は軽くおじぎをしながら、あらためて自己紹介した。

「よく存じ上げております。――帝野将悟お兄さま」

「あ、そうなんだ。俺のこと知って…………え？」

　一瞬、少女の言葉に戸惑い、思わず目をしばたたいた。

「――お兄さま……？」

「わたくしの名は柚ゆず璃り奈な、宝ほう生しよう柚璃奈です」

　柚璃奈は、にっこりと笑顔を向けた。

「お兄さまって、どういうこと？」

「わたくしは将悟お兄さまの、妹なんです」

　――妹……？

　この女の子が、俺の妹……？

　その言葉を聞いて、将悟の背を、ゾクゾクと嫌な感覚が這はい上った。

　ハッとして駆け出し、居間へ戻った。

　勉強机の引き出しを開けると、一台の携帯電話が入っている。青い流線形のボディーをした、ボイスチェンジャー機能つきの携帯電話。

　今までこの電話を使用して、『妹』を名のる正体不明の少女たちが現れたのだ。だが、彼女たちは将悟によって正体を見破られ、電話は最終的に、彼の手に渡った。

　心こ乃の枝えに頼んで、電話の開発元である彼女の父の会社に返却してもらうつもりなのだが……将しよう悟ごはなんとなく、電話を手放す気になれないでいた。

　もし電話を手放したら、また『妹』が現れるんじゃないかと、漠然とした不安があった。

　そんな不安を払ふつ拭しよくするために、将悟は心こ乃の枝えに頼んで、電話を預からせてもらっていたのだ。彼自身が持っていれば、もう『妹』は現れないと思ったから。

　なのに……。

　――また『妹』が現れたのか!?

　またも、俺おれと結婚するなんて言い出すつもりなのか!?

「その電話に何かあるのですか？」

　柚ゆず璃り奈なの声で、将悟はハッと我に返った。

　振り返ると、いつの間にか彼女は居間に上がって、将悟が持つ携帯電話を心配そうに見つめている。

「な、なんでもないよ。ちょっと、『妹』のことを思い出して……」

「『妹』……？」

　考えてみれば、柚璃奈は正体を隠してるわけじゃない。電話の『妹』とは違う。

　将悟は落ちつきを取り戻し、携帯電話を引き出しの一番奥にしまった。

「気にしないで。――だけど宝ほう生しようさんが俺の妹って、本当に……？」

「わたくしのことは『柚璃奈』と呼んでください。妹なんですから」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、うん……。とにかく柚ゆず璃り奈な……、どういうことか、教えてくれるかな」

「わたくしが妹ということは、世間には知られていません。表向きでは、将しよう悟ごお兄さまから見て、父方のはとこにあたる関係なんです」

「はとこ……」

　しかし、将悟は柚璃奈という親しん戚せきがいたなんて知らない。

　はとこということは、将悟から見て、祖父の兄弟の孫、という関係である。父方というから、熊くま五ご郎ろうの家系の親戚だ。親戚といっても、遠く離れた親戚である。よほど親戚づきあいに積極的でなければ、名前すら知らないってこともあり得るだろう。

「お兄さまとは、ずっと幼いころに会ったきりなんですよ」

「幼いころ、か。俺おれ、事故でそのころの記憶を失ってるからな……」

　それで、柚璃奈のことを思い出せないのかもしれない。

「わたくしは生みの母が亡くなったとき、熊五郎お父さまによって、今の両親に預けられたのです」

　ふ～む、と将悟は腕を組んで考えこんだ。

「でもそんな話、全然聞いたことないなぁ……」

　すると柚璃奈は制服のポケットから、一通の封筒を取り出して渡した。

　濃い赤茶色で、うっすらとイチョウの葉の模様が描かれている。表には『柚璃奈へ』とあて名が書かれ、裏には『帝みかど野の熊五郎』の名をかたどった封印が刻まれている。

「これ、父さんの特注封筒じゃないか！」

「昔、熊五郎お父さまがくださったんです。特注品なんですか？」

「父さんが、親密な手紙や、重要な書類を送るときに使ってた封筒なんだよ。特注品にして、間違いなく父さん自身が送ったものだって証明できるようにしてたんだってさ」

　封筒は、数年ごとにデザインを変えていたはずだ。柚璃奈が持っていた封筒はかなり古いもの……おそらく、十年以上前に使われていたものだろう。あて名の文字も、間違いなく熊五郎の筆跡だ。

　中には一枚のポストカードが入っていた。かわいい、動物のイラストが描かれている。『からだに気をつけて、べんきょうがんばってね』と、直筆の言葉が添えられていた。

「熊五郎お父さまは、わたくしの育ての両親に養育費を払っていました。そのとき一緒に、わたくしへのメッセージも送ってくださったんです」

　柚璃奈は胸に手を当て、温かい気持ちを噛かみしめるようにそっと目を閉じた。

「お兄さまのことも聞きました。将来は熊五郎お父さまのあとを継いで、帝野グループの社長になってほしいって」

「父さんがそう言ってた、のか？」

「はい。ナイショの話だって言ってましたけど」

　――そんなことまで聞いてるなんて……。

　柚ゆず璃り奈なは、ほんとに父さんの娘……俺おれの妹なのか？

　もっとも表向きの関係でも、柚璃奈は将しよう悟ごのはとこだ。熊くま五ご郎ろうが手紙を送っても不思議はないし、社長候補の噂うわさを聞くことだって、あるかもしれない。

「俺の母さんは、柚璃奈が俺の妹だって知ってるの？」

「いいえ。鹿か野の子こさまは、わたくしはただの遠い親しん戚せきだと思っているはずです。わたくしの真実を知ったら、きっと憎まれてしまいますね……」

「そうか……。まぁ、母さんも苦しい思いをしただろうしなぁ」

　母の鹿野子は、熊五郎に隠し子がいたことは知っている。しかし将悟には一切話さないし、隠し子が誰だれかも知らないはずだ。

　隠し子として生まれ、遠い親戚に預けられたという柚璃奈。

　本当に将悟の妹なのか、まだわからないけど……親戚の女の子が、わざわざ嘘うそをついて妹だと名のる理由も思い当たらない。突然のことをどう考えていいのか、将悟は少し戸惑った。

「よろしくお願いしますね、将悟お兄さま」

「あ、あぁ……。どっちにしても、これからお隣さん同士なんだし、よろしくな」

　それから柚璃奈は、キョロキョロと室内を興味深そうにながめまわした。

「俺の部屋、どうかした？」

「お兄さまがどんなお部屋に住んでいるのかと思いまして」

　柚璃奈は机の上に置かれた時計や文房具を眺め、本棚に並ぶ本や雑誌の背表紙を見まわし、さらにベッドをじぃーっと見つめた。

「あ、あのー。別に珍しい部屋じゃないから……」

　ベッドを見つめていた柚璃奈は、突然ハッと気づいたように、かけてあったタオルケットをバッと引きはがした。

　そしてベッドの上にのぼると、シーツに両手をついて顔を近づける。

　四つんばいになって、クンクンと、まるで犬みたいに鼻をひくつかせてかぎまわった。

「ちょっ!?　何してるんだよ!?」

「お兄さま！　シーツに、女の人のにおいが染み付いてます！」

　ギクッ、と将悟は全身を強こわばらせた。

　――今朝、心こ乃の枝えが寝てたから……。

「どういうことですか!?　わたくし、お兄さまが深み流りゆう院いん学園で立派に勉学に励んでいると憧あこがれていたのに、女遊びだなんて……」

「ご、誤解だってば！　女の子のにおいなんて、気のせいだよ」

「この長い髪の毛は、なんですか？」

「うっ……。そそ、それはだな……今日、俺おれ、散髪したんだ……」

「じゃあ、シーツが乱れてるのは？」

「お、俺、寝相が悪くってさぁ～……」

　柚ゆず璃り奈なはベッドに座って、かわいらしい口をへの字に曲げ、眉まゆをつり上げる。

「――正直におっしゃってください。お兄さまは部屋に女の子を連れこんで、あんなことやこんなことを……。なんて淫いん蕩とうな……」

「何もしてない、してないって！　淫蕩ってなぁ……」

　――心こ乃の枝えは勝手に寝てただけだし、雅みやびは勝手に着替えてただけだし。

　連れこんだどころか、侵入されたようなものだぜ……。

　しかし柚璃奈は、なおも疑ってるような目だ。

「こんなにシーツが乱れるほど……。さぞかし激しい愛あい撫ぶだったのですね」

「愛撫って……。どこでそういう言葉覚えたんだよ」

　そりゃ誤解されることかもしれないけど、やましいことはしてない。

　なんとなく、余計なお世話を焼かれてる気分だ。

「だいたい俺がどんな生活してようと、柚璃奈には関係ないと思うけど……」

「わたくしたちは兄妹です。家族なのですよ？　妹が兄の生活を心配するのは、当たり前ではないですか！」

「家族として、当たり前……？」

「わたくしは、恋人を作るなと言いたいのではありません。むしろ妹として、お兄さまがすてきな恋ができるよう、応援したいのです」

「俺の恋を応援……って、ほんとに……？」

「だからこそ恋人でもない女性と、適当なつきあいはしてほしくないんです！　淫蕩な生活をするのではなく、信頼できる恋人と支えあう生活をしてほしいのです。心から愛せる人と出会うことは、お兄さまの将来を大きく変えるのですから」

　しばらく、将しよう悟ごは何も言えなかった。

　柚璃奈は今までの『妹』とは違う。将悟と結婚したいなんて言わない。

　むしろ、将悟が愛する女性と出会えることを、応援してくれるって言ってるんだ。

　だんだん、将悟の胸の内が、ジーンと温かくなってきた。

　――そうだ……。これだよ。これこそ、妹の言葉だ。家族の言葉ってもんじゃないか！

　家族の絆きずなに結ばれながら、お互いの恋愛を応援する……。

　それこそ俺が求めていた、兄妹のあるべき姿じゃないか！

「そ、そうだったのか……。俺こそ、柚璃奈のこと余計なお世話だって、誤解してたよ。本当に俺のことを思っての言葉だったんだな……」

「わかってくれて、うれしいです」

　それから柚ゆず璃り奈なは机の上の時計を見て、ベッドから立ち上がった。

「もうこんな時間……。つい、長居してしまいました。わたくし、まだ引っ越しの後片づけがありますから、今日はこれで失礼しますね」

　将しよう悟ごは柚璃奈を見送りながら、二人で玄関まで歩いた。

「なんだったら、後片づけ手伝うよ。荷ほどきとか大変だろ？」

「ご心配いりません。――そもそもお兄さま。妹とはいえ、一人の女なのですから。その……見られたら恥ずかしいものとか、ありますから」

「恥ずかしいって？」

「……わたくし、下着集めが趣味で、タンスに入りきらないくらい持ってるんです。お兄さまは、妹の下着など見たいのですか？」

　ふと、パンパンに膨れたタンスから飛び出るブラやパンツを思い浮かべそうになった。

「ですから想像しないでくださいっ！」

「し、してないっ！　想像してないからっ!!」

「いくらお兄さまでも、あまりデリカシーないと嫌ってしまいますよ」

　ほおを赤く染めて、ぷいっとそっぽを向く。

「う……ごめん……」

　将悟はしょんぼりうなだれてしまう。

　そんな彼を見て、柚璃奈は口に手を当て、くすっと笑った。

「でもこの近辺のお店など、いろいろ教えてくださいね。将悟お兄さま」

　玄関から出ると、柚璃奈は隣の部屋に戻っていく。

　見送ってからも、しばらく彼女のことを考えていた。

　まだ、柚璃奈が本物の妹なのか、はっきり確信を持てない。

　――でも、俺おれを応援してくれるって言った。俺の恋愛を、応援してくれるって。

　あんな子が……、柚璃奈が本当に、血のつながった妹だったら……何もかもうまく行きそうな気がする。

　将悟はそう思わずにいられなかった。
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　古いアパートとはいえ、リフォームが済んだばかりの室内は真新しく感じる。浴室の壁にも、汚れ一つなかった。

　浴槽もシャワー設備も、すべて最新のものに取り替えてあった。正面には豪華な装飾枠の大鏡まである。同じアパートの住人がこの浴室を見たら、高級ホテルのような内装に目を丸くするだろう。

「やはり、専門のリフォーム業者に依頼してよかったです……。わたくしが暮らす以上、隅々まで念入りに手入れしてくださらないと」

　風ふ呂ろ椅い子すに座り、柚ゆず璃り奈なはシャワーの栓をひねった。軽快な水音とともにお湯が流れ出し、白い肌を叩たたく。

「しかしこの狭さはどうにかならないのかしら。こんな空間で生活できる人間がいるなんて、信じられません。よく窒息しないものですね」

　この部屋にはもともと、若い男が一人暮しをしていた。そこで駅前に立つ高層マンション最上階の部屋をプレゼントしたら、一瞬でこの部屋からの引っ越しに同意したのだ。

「おまけに、少々お金までかかってしまって……。でも、お兄さまの隣で暮らせるのなら安いものです。狭い部屋もガマンしなくては」

　柚璃奈は両手で胸や背中をなで、引っ越し作業でかいた汗を洗い流す。

　それからシャワーの栓をキュッと止め、鏡に映った自分の姿を見つめた。

　まだ未熟な胸なのに、不思議と大人びた色っぽさが感じられる。

　首を傾かしげてほほ笑むと、濡ぬれた黒髪が艶なまめかしくこめかみに貼はりついた。

「さしずめ湖から現れて男と恋に堕ちるウィンディーネ、といったところでしょうか。そろそろわたくしも、男を籠ろう絡らくでもさせてみようかしら」

　湯気の中、鏡に映った自分の姿に満足し、柚璃奈はにっこり笑った。

「――もちろん、わたくしにつり合う男がこの世に存在するのなら、ですけど」

　ふと、さっき将しよう悟ごのベッドに落ちていた、長い髪を思い出す。

「将悟お兄さま、ベッドで誰だれとどんなことを……」

　柚璃奈はベッドの上に裸で横たわる将悟を想像して、ボッと顔を真まっ赤かに染めた。

「お兄さまったら、なんてふしだらな……。相手を早急に見極めないといけません」

　その相手が、将悟の恋人――結婚相手にふさわしい人物でなかったときは……

「そのときは、わたくしがお兄さまを正しく導かなければ。ですが、どのようにすればいいのかしら……？」

　柚璃奈はあごに手を当て、眉み間けんにシワを寄せながら考えこんだ。

「いっそ、わたくしがお兄さまを誘惑してしまえば……」

　考えたとたん、口元に妖よう艶えんな笑みが浮かび上がる。

　と、鏡に映った自分の表情に気づいて我に返った。

「わたくしったら、何を考えているのですか。――お兄さまを籠絡させるなんて、できるはずありません」

　たった今の妖艶な表情をかき消すように、にっこりとかわいらしい笑顔を浮かべる。

「わたくしは将悟お兄さまの、妹なんですから」



    

  
    
      


２章　急襲！　妹注意報!!



　――柚ゆず璃り奈な、か……。

　翌日の昼休み、将しよう悟ごは一人、食堂で昼食を食べながら考えていた。

　将悟の妹だっていう彼女。本当のことなのか、まだわからない。

　ただ少なくとも、柚璃奈には今までに現れた『妹』たちと違う点があった。

　柚璃奈は、将悟と結婚するなんて言わなかった。それどころか家族として、兄の恋愛を応援してくれるって言ってるのだ。

　それこそまっとうな、あるべき妹の姿じゃないか！

　やっぱり柚璃奈は、本当に本物の妹なのか……？

　――だけどそれじゃあ、父さんの葬儀に現れた『妹』は誰だれなんだろう。

　柚璃奈が本物の妹だとすると、わからない謎なぞが一つ残る。

　一年半ほど前の、父・熊くま五ご郎ろうの葬儀の日のことだ。将悟が控え室で休んでいると、高い窓の向こうから『お兄さま』と呼びかける、謎の少女の声がした。

『わたくしは――お兄さまの妹です』

　続けて、彼女はこう宣言した。

『わたくしはお兄さまと、結婚しに来たのです』

　その少女が誰なのか、いまだに謎だ。どこにいるのか……将悟の近くにいるのか遠くにいるのか、それさえもわからない。

　柚璃奈が、あの日現れた『妹』なんだろうか？

　でも柚璃奈は、将悟と結婚しようとなんてしてないし……。

「うぅ……いったい、何を信じたらいいんだろ……」

　将悟は考えながら、思わず頭を掻かきむしった。

「ねぇねぇ将悟～。決めてくれた～？」

　のんきな声に振り返ると、雅みやびが両手でランチのプレートを持っていた。

　将悟の向かいに座って、「いっただっきま～す」と食べ始める。

「決めたって、何を？」

「昨日言ってたじゃない。パーティーのこと。いや～、あたし緊張しちゃうなぁ～。困っちゃうな～。こんな早く、将悟のお母さんに挨あい拶さつするなんて～」

　両手でほおを抑えて、わざとらしく困ったような照れ笑いを浮かべる。

「……まだ、雅を連れてくって言ってないけど」

　冷静にツッこむと、む～っとした顔でにらみつけられた。

　――あーわかってるわかってる。自分を連れてけって言いたいんだろ。

　将しよう悟ごは心の中でつぶやいたが、口には出さなかった。

「なぁ雅みやび。俺おれたちって、幼いころに一度、知りあってるんだよな」

　ふと将悟が昔のことを話すと、雅はフォークを持つ手を止めた。

「え……。うん、そうだよ。将悟ってあたしの……初恋の人だったんだから」

　昔、将悟が心こ乃の枝えをかばって事故にあい、入院した病院でのことだ。

　雅は父のケガの治療に付き添って病院に来ていた。そこで将悟と出会い、二人で話したり、遊んだりするようになった。

　やがて二人は離ればなれになったものの、この深み流りゆう院いん学園で再会した――。それが、以前雅が教えてくれた、二人の過去である。

「だけど将悟、病院でのこと、忘れちゃってるんでしょ？」

「ケガの後遺症なんだよな……。すまないと思ってる。大切な思い出だったのにな」

「いいよ、事故の影響じゃしょうがないもん」

　雅は小さく笑って、首を横に振った。

「あたしは、こうして再会できてうれしいんだから。――でも、だからこそ将悟！　忘れてるの許してあげるから、そのぶん尽くしなさいよ！」

「尽くしなさいって、何を尽くすんだよ」

　相変わらず、気分屋でちょっとへそ曲がりな雅だ。

　だけどそんなとこが、かわいくもある。

　やれやれ、と思いつつ、彼女の思い出を大切にしたいと思った。

　将悟は手を伸ばし、雅の頭をなでてみた。

「みゃっ!?」

　雅は目を丸くして、ビックリした猫みたいな声を上げた。頭の両りよう脇わきで結ったツインテールがぴょこんと揺れる。

「わかったぜ、お姫さま。思い出を忘れたお詫わびに、デザートくらい尽くしてやる」

「むーっ、あたしのこと子供あつかいしてる～っ」

「そんなつもりじゃないって」

　ぷぅとほおを膨らませながら、雅は食堂の壁に書かれたメニューを見た。

「じゃあ、イチゴショートケーキとティラミスと抹茶アイス尽くして！」

「全部食べるのかよ！　……太るぞ」

「別腹だからいいの！　ほら、早く尽くしてよ～！　男に二言はないわよねぇ～」

「ったく、調子のいいやつめ……」

　食事が終わると、将悟はしぶしぶ券売機の前に向かった。

「って、全部で千五百円超えるじゃねーか。学食のくせに高くないか？」

　ぶつぶつ文句を言いながら食券のボタンを押す。

　ピコ～ンという券売機のマヌケな音まで、将しよう悟ごをバカにしてるみたいだ。

「おっ。帝みかど野の。何をシケた顔してすい～つなど買ってるのだ？」

　声がして振り返ると、ぴょこっと立つ、真っ黒な三角帽子が見えた。

　視線を下げると、丸いメガネの奥から、くりくりした目が見上げている。

「嵯さ峨が良らセンパイ」

　いつも三角帽子に黒マントの魔女っ娘こコスプレで校内を歩いている、上級生の嵯峨良芽め依いだ。上級生とはいえ、本当の生年月日は不明である。だから将悟より年下であるかもしれないのだ。

「……もう七月ですよ。そのマント暑くないですか？」

「これも『りりかる☆しすたぁず』の宣伝のためだ。悪魔のような太陽に負けんぞ」

　芽依は『いもうとカフェ』なる、コスプレのウェイトレスが出迎えてくれる喫茶店のオーナーなのだ。

「意地でもコスプレやめないつもりなんですね……」

「わたしの店を全校生徒に宣伝することは、重大な使命だからな。帝野も、こんな学食で高額なすい～つを食わずとも、わたしの店に来ればいいではないか。イチゴショートケーキなどたったの八百円だぞ」

「ここより高いじゃないですか」

「『しすたぁず』の愛情を考えれば安すぎるくらいだ」

「ぼったくられそうな気がしてしょうがないんですが……。ていうか、俺おれより雅みやびに言ってくださいよ。余計なこと言ったら、おごらされるハメになったんですから」

　雅が座っているテーブルを見ると、彼女は早くもケーキ用のフォークを持っている。

「早くぅ～」

　せかすように、フォークのおしりでテーブルをコンコンと叩たたいた。

「――帝野も大変だな」

　芽依は同情するような目を向ける。

「まったくですよ。――嵯峨良センパイ、俺の苦労をわかってくれるんですか？」

「わたしもオーナーとして、店の『しすたぁず』を世話する立場だからな。女子っ娘たちのわがままにつきあうのも、楽ではないのだぞ」

「そうか……。お互い苦労してるんですね。でも、苦労を分かち合える仲間がいれば乗り越えられますよ！」

　なんだか気持ちが通じあった気がして、将悟は少し心が温かくなった。

「うむ。そのとおりだぞ、帝野。ともに苦労をいたわりあおう！」

「えぇ！　俺おれもがんばります！」

「そういうわけでわたしには、チョコシュークリームおごるだけでいいからな」

「……センパイ、人の話を聞いてますか？」

　結局、二千円分のデザートをおごらされ、芽め依いと一緒に雅みやびのいるテーブルに戻った。

「わーっ、将しよう悟ごありがと～っ」

　さっそく抹茶アイスをパクつき始める雅である。

　そんな雅を、芽依はじーっと見つめた。

「神かん凪なぎ。学食より『りりかる☆しすたぁず』のケーキのほうがおいしいだろう」

「えーっ、センパイの店のケーキもおいしいですけど、学食のイチゴショートケーキはあたしのオススメなんですよ！」

「なんだと!?　そんなに言うなら、もう一度店に食べにくるがいい。あまりのうまさにほっぺが落ちて転がっていくからな！」

　そのまま雅と芽依は、デザートをパクパク食べながら、どっちのケーキがよりおいしいか、将悟にとってはどーでもいい言い合いを続けている。

　――ていうか、なんか口ゲンカしてる中学生みたいだなぁ。

　小柄な二人が並んでるのを見て、つい思ってしまう将悟である。

「そういえば嵯さ峨が良らセンパイって昔、俺の妹と友だち同士だったんですよね」

　ふと思い出して、将悟は聞いた。

　何年も前、芽依の店のオーナーが彼女の母だったころ、店に将悟の妹が来たらしい。それをきっかけに、二人はよく遊ぶようになった。けれど芽依がアメリカに行った時期を境に、その友情は途絶えてしまったんだとか。

「うん？　あぁそうだが……どうしたのだ、突然？」

「その子って、今どうしてるのかなって思ったんです」

　将悟は、少しばかりかまをかけてみた。

　芽依は以前『おとりの妹』となったことがある。本物の妹から葬儀の日の出来事を聞いて、将悟の前で、自分がそのときの『妹』になりかわろうと演じたのだ。

　つまり芽依は葬儀の日に現れた『妹』が誰だれか、知っているわけだ。

「さぁなぁ。どこで何をしてるんだろうなぁ」

　芽依はすっとぼけた声を出した。

　彼女は『妹』の正体を知りながらかくまっている。熊くま五ご郎ろうの隠し子である『妹』の正体がバレたとき、将悟の母や、帝みかど野のグループの人々に受け入れてもらえず、傷つけられてしまうのを恐れているのだ。

　そんな芽依の優しさを知っているから、将悟も強く追求できないのだけど……。

「どんな雰囲気の子だったんですか？　センパイと、どんな感じの友だちだったとか」

「前にも話したかもしれんが、つい守ってやりたくなるような子でな。――わたしにとって、本当に妹みたいな存在だったぞ」

「妹みたい、ですか……」

　将しよう悟ごは再び、柚ゆず璃り奈なの顔を思い浮かべた。

　芽め依いのかつての親友とは、柚璃奈なんだろうか。

　確かに今中学三年生の彼女なら、小柄な芽依から見ても妹みたいな存在に違いない。

「ま、結論としては『りりかる☆しすたぁず』のすい～つが最高だということだな」

　妹の正体を悟られないためか、勝手に話を変えて、勝手に結論づける芽依である。

「いーえ、『マリー・ショコラ』のホイップシュークリームも負けてませんよ！」

　昼食を終えたらしい心こ乃の枝えが歩いてきて、テーブルの上をのぞきこんだ。

「いいなぁ、みんなでケーキのお茶会ですか？」

「――俺おれは食べてないけどな。金だけ出して」

「じゃあ、わたしはバターエクレアがいいなぁ」

「頼むから俺の話を聞いてくれよ……」

　またおごらされそうな予感がして、将悟はとほほと肩を落とした。

　そのとき、食堂の窓際からざわめきが聞こえた。

　見ると、数人の生徒たちが窓に寄って外を見ている。

「あ、将悟、見てよあの子！　すてき～」

　雅みやびが気づいて、校舎前の広場を歩く、一人の人物を指さした。

　黒いセーラー服を着た少女がスカートをふわりとなびかせ、歩いている。顔は、両手に持った日傘の陰に隠れて見えない。

　初夏の強い陽ひ射ざしの中で、制服の黒さが引き締まって見えた。背筋を伸ばして優雅に歩くその姿は、貴婦人のようにすら思えた。

　一瞬、日傘が動いて少女の横顔が見えた。整った顔立ちとおかっぱの髪。

　――柚璃奈じゃねぇか！

　将悟はガタッと立ち上がり、呆ぼう然ぜんと彼女を見つめた。

「あーっ、将悟、あの子に見とれてる！　ヤラシイ！」

　雅が目ざとく気づいて叫んだ。

「見とれてるんじゃないよ。俺の知ってる子なんだ。――何しに学校に来たんだろ」

　柚璃奈はそのまま歩いて、窓から見えなくなる。

　来年はこの深み流りゆう院いん学園に入学したいって言ってたから、手続きに来たのかもしれない。

　ただ……彼女は将悟の妹だって言ってる。そんなことが、万一ほかの生徒や教員にバレたら問題だ。

　将悟の妹の存在は、世間には隠さなきゃいけない。もし知られたら、それは帝みかど野のグループのスキャンダルとなってしまうのだから。

「俺おれ、ちょっと様子見てくるよ」

　将しよう悟ごは気になって、食堂を出て柚ゆず璃り奈なを追った。



　ほかの生徒に話を聞いたら、柚璃奈は生徒会室に向かったらしい。

　さっそく生徒会室の前に走って扉を開けた。

　普通教室の三分の一ほどの部屋だ。会議用の長テーブルが置かれ、その向こうに生徒会役員用の机がある。

　奥にある生徒会長の席に愛ま菜なが座り、隣には生徒会副会長の国くに立たち凜香りんかが立っていた。

　そして二人と向かいあって、柚璃奈がいる。

「柚璃奈！」

　生徒会室に入るなり、将悟は呼びかけた。

　振り返って将悟の顔を見ると、柚璃奈の表情がぱぁっと明るくなる。

「どうしたんだよ。急に学校に来るなんて。授業はどうしたんだ？」

「わたくしの学校は、もう夏期休暇前の短縮授業期間に入っていますから、午前中で放課になったんです」

「あのね～、彼女、今から学校を見学したいんだって～」



    

  
    
      



    

  
    
      　愛ま菜なが将しよう悟ごに説明してくれた。

「今から？　見学ったって、前にも学校に来たんじゃないの？」

「もっと詳しく知りたくなったんです。せっかく近くに越して来たんですもの」

　入学前の見学はわかるけど……いきなり今からってのも、ずいぶん性急だな。

　案あんの定じよう、凜香りんかも少し困った顔をしている。

「体験入学日などに参加したほうが、より学園を理解できますわよ」

　凜香は言って、近くの棚から学校案内のパンフレットを取り出した。

「こちらに手続きや資料請求について書かれていますので、ご覧になってください」

「ってことさ、柚ゆず璃り奈な。今日はパンフレットもらって帰ろうぜ。突然見学なんて言われても、生徒会長たちも迷惑だよ。二人とも忙しいんだしさ」

　すると彼女は、突然うるうると悲しそうな顔になった。

　たちまち大きな両目に涙がたまり、ぽろっと、両方の目から一筋こぼれ落ちる。

「え……。別に、怒ったんじゃないってば」

「いいんです……。そうですよね、迷惑ですものね。わたくしが間違っていました……」

「泣くことじゃないって。俺おれも先生に、見学の手続きとか聞いてやるからさ。な？」

「は……はい……。ごめんなさい……みなさまにまで……迷惑かけて……うっ……」

　しかし柚璃奈は泣き止まず、両手で顔を覆って、何度も何度も涙をふいている。

　将悟がオロオロしていると、愛菜が机の引き出しからお菓子の袋を取り出した。

「まぁまぁ～。愛菜のおやつのサツマイモポテチあげるから、元気、元気～」

　隣に立っていた凜香が、丸めたパンフレットでペシッと愛菜の頭を叩たたく。

「天てん導どう会長のおやつじゃありません！」

「ひ～ん、凜香ちゃんがいじめる～っ」

「まったく、いつの間に来客用のお菓子を持ち出してるのやら……」

　ため息をついてから、凜香は柚璃奈のほうに向き直った。

「少しくらいの見学ならかまいませんわ。わたしが案内して差し上げますから、お泣きにならないで」

「い……いいんですか!?」

　柚璃奈は顔を上げ、真まっ赤かな目をしばたたいた。

「『来る者は拒まず、笑顔で出迎えること』と、深み流りゆう院いん学園校則にもあります。先生がたには、わたしから話しておきますので」

「あ……ありがとうございます！」

　将悟はホッと胸をなで下ろした。

「国くに立たちさん、ありがと。柚璃奈が世話になるよ」

「――ところで帝みかど野のセンパイ、さっきから保護者のようですけど……宝ほう生しようさんとはどのような関係なのですか？」

「あぁ……うん。柚ゆず璃り奈なは俺おれの遠えん戚せきの、はとこなんだ」

　将しよう悟ごはとりあえず表向きの関係を話した。まだ柚璃奈が本物の妹と証明されたわけじゃないし、不用意に話しても混乱すると考えたのだ。

　……ところが。

「わたくし、将悟お兄さまの妹なんです」

　無邪気な顔で、柚璃奈はあっさりと言ってしまった。

「ゆ、柚璃奈、それはまだ……！」

「いも……うと……？」

　凜香りんかも愛ま菜なも、絶句して柚璃奈を見つめた。

　生徒会室の外から、息をのむ気配がした。

　将悟が振り返ると、扉のところに雅みやびと心こ乃の枝え、それに芽め依いが立って、中をのぞきこんでいる。三人とも将悟を追いかけて来たらしい。

「柚璃奈、俺に妹がいるってことは、しゃべったらダメだって」

　将悟がたしなめると、柚璃奈はまた悲しそうな顔になって、えぐっとしゃくりあげた。

「ご、ごめんなさい……。そうでした、わたくしの不注意でした……」

　――ともかく、人に聞かれたらまずいよな。

「すまん、みんな中に入って、扉閉めてくれるかな」

　将悟が声をかけると、心乃枝たちはうなずいて、生徒会室の中に入って扉を閉めた。幸い、ほかに聞いていた人はいないみたいだ。

「ここにいるみんなは、俺の妹の事情を知ってるから大丈夫だけどさ。でもほかの人に知られたら面倒だから、気をつけてくれよ。な」

　将悟は安心させるようにほほ笑みながら、柚璃奈の頭をなでてやった。

　柚璃奈は涙をふいて、素直にうなずく。

　――まだ中学生だもんなぁ……。

　大人びた雰囲気とはいえ、まだまだ子供なんだ。スキャンダルのことを考えろってのも、難しいのかもしれない。

「それよりも帝みかど野のセンパイ。どういうことなのです？　センパイが捜していた妹さんが、見つかったのですか？」

　凜香があらためて聞いた。

「ずっと、俺の遠い親しん戚せきの家に預けられていたんだって。俺の父さんは、昔から柚璃奈に養育費を送ってたそうなんだ」

「養育費……？　熊くま五ご郎ろうさんが？」

　ふと、聞いていた雅がけげんそうな声を出した。

　すると柚ゆず璃り奈なは胸に手を当て、深くうなずいた。

「それはもう、とってもたくさん。ですからわたくし、今でも熊くま五ご郎ろうお父さまを、本当のお父さまと思っています。もちろん、育ててくれたお父さまにも感謝していますけど」

「ふーん……。だけどさ、ほんとに将しよう悟ごの妹だって証拠、あるの？　養育費ったって、なんかの間違いかもしれないじゃん」

　なおも雅みやびは、イマイチ納得できない顔で食ってかかる。

「間違いなどではありません」

　柚璃奈は不満そうに答えた。

　しかし雅の疑問ももっともだ。

　確かに熊五郎からメッセージを受け取っていたけど、父娘という関係を証明できるものじゃない。熊五郎が養育費を払っていたことも、確認したわけじゃない。

　柚璃奈が確実に妹だと信じられるだけの証拠はないのだ。

「そう……だよな。正直俺おれも、まだどう判断していいかわからないんだ。なぁ、柚璃奈。封筒のほかに、俺たちの関係がわかるものとか、あるのかな」

「わたくしは、本来お兄さまの妹であることを知られてはいけない存在です。証明できるような書類は破棄されたか、簡単に手に入らないように隠されてます。わたくしの力だけでは、どうしようも……」

「うーん、明確な証拠はなし、か……」

「言葉だけでは、信じてもらえないでしょうか……」

　柚璃奈の表情が曇り、またも泣きそうに涙をためる。

「いや、疑ってるわけじゃないんだ。ただ何か、客観的な証拠があると、もっと安心できるな～って思ってさ」

「あの、将悟さん」

　心こ乃の枝えがおずおずと手を挙げた。

「兄妹の証明なんですけど、ＤＮＡ鑑定をするのって、ダメでしょうか？　ほら、前にわたしと神かん凪なぎさんに頼んだじゃないですか。匿名で鑑定するから協力してほしいって」

「そうだよ。あたしたちには頼んだのに、宝ほう生しようさんに頼まないなんて納得いかないし」

　雅も心乃枝の言葉にうなずいた。

　以前将悟は、心乃枝と雅に、お互い血のつながりについて証明するため、ＤＮＡ鑑定の協力を頼んだのだ。

　万一のスキャンダルを防ぐため、鑑定の事実が他人に知られないよう、慎重に行動する必要があった。

　そこで母の秘書をしている瀬せ利りさんに協力を頼み、自分たちの名前を偽名にしてのＤＮＡ鑑定を計画した。が、直後に現れた『妹』の脅迫によって、鑑定は断念するしかなかったのである。けど、そんな『妹』の問題も解決した今なら……。

「なるほど、鑑定か。まだ鑑定キットは残ってるし、もう一度瀬せ利りさんに頼めば……」

　将しよう悟ごは柚ゆず璃り奈なの顔をのぞきこんだ。

「どうかな。俺おれとＤＮＡ鑑定してもらっても大丈夫か？　もちろん、無理しなくてもいいんだぞ。嫌なら嫌と言ってくれてかまわない」

　ＤＮＡという、体のプライベートな部分を調べられる行為なのだ。事実、心こ乃の枝えも雅みやびも、最初に頼んだときは戸惑った表情をしていた。

　だから将悟は、柚璃奈にも無む理り強じいするつもりはなかったけど――

「喜んでお受けします」

　柚璃奈は意外なほど、戸惑い一つない笑顔で快諾した。

「ほ、ほんとにいいのか……？」

「断る理由などありません。これで、わたくしが妹だと証明できるのでしたら」

　――ここまで堂々とＤＮＡ鑑定を受け入れられるのは、それだけ結果に自信があるってことか？　……てことは本当に、柚璃奈は血のつながった妹なのか？

　その場にいたみんな、同じ気持ちだったらしい。

「やっぱり、柚璃奈ちゃんが将悟くんの妹みたいだね～」

　愛ま菜ながうれしそうに手を叩たたいた。

「あ、あぁ。なんか俺もそんな気がするよ……」

「よかったね～。妹さん見つかりそうだし、これからは思う存分、女の子とイチャイチャしほうだいだよ～」

　ペシッと、凜香りんかが丸めた書類で愛菜の頭を叩く。

「イチャイチャではありません！　これ以上帝みかど野のセンパイに学園の風紀を乱させてどうするのですか！」

「ひ～ん、凜香ちゃんが～」

　凜香は、キッと強い視線を将悟に向けた。

「帝野センパイ。そうとなれば、センパイにはますます風紀を遵じゆん守しゆしていただかなければなりませんわね！」

「俺、そんな風紀を乱してるつもりないんだけど……」

「自覚がないのですか!?　――この際だからお聞きします。いったいいつまで、我が深み流りゆう院いん学園の女子生徒をたぶらかせば気がすむのです!?　わたしというものがありながら、来る日も来る日も浮気など……言語道断ですっ！」

「いや国くに立たちさん、『わたしというものが』って……」

　すると芽め依いが、ここぞとばかりに身を乗り出した。

「そうだぞ！　帝野の女ったらしぶりには、ほとほとあきれていたところだ！」

「嵯さ峨が良らセンパイまで……。女ったらしとか、そんなことありませんってば」

　と、雅みやびがハッと気づいたように叫んだ。

「それじゃあさ！　将しよう悟ご、今度こそ決めなさいよ、パーティーの同伴者！」

「神かん凪なぎセンパイ、パーティーってなんですの？」

「今度帝みかど野のグループのパーティーがあるらしいんだけど、そこに将悟が恋人を連れてって、お母さんに紹介してくれるんだって！」

　聞いたとたん、凜香りんかはなぜか制服のリボンを整え始めた。

「そういうことでしたら、このわたしが出席するしかありませんわね。帝野センパイの妻として、お母さまにご挨あい拶さつしなければ」

「だから妻って、いつ国くに立たちさんが俺おれの妻に!?」

「……なんですか？　人の唇を奪っておきながら、妻にできないなどと言うのですか!?」

　ギロリとにらまれた。

　そんな凜香を、芽め依いがにらみ返す。

「何をいうか！　わたしだって帝野と将来を誓いあうキッスをしたのだぞ！」

「……俺は、嵯峨良センパイに一方的に奪われた気がしますけど……」

「さぁ帝野。わたしをワルプルギスの夜に誘い、二人で婚姻の義をあげようではないか」

「だから人の話を聞いてくださいってば」

「む～っ、お嫁さんはあたし！　あたしなんか、将悟とお風ふ呂ろ入ったんだから！」

「なっ……お、お風呂……ですって……!?　センパイっ!?」

「雅、まぎらわしいこと言うなっ。脱衣所で出くわしただけだろーがっ」

　すると心こ乃の枝えが、落ちついた余裕しゃくしゃくの顔で、雅と凜香の間に割って入った。

「違いますよ、みなさん。将悟さんはわたしをお嫁さんにしたいんです。だって将悟さん、わたしと一つベッドの上で寝たんですから」

「ベ、……ベッ…………っ!!」

　凜香は、泡を吹きそうな真まっ赤かな顔で絶句した。

「だから誤解だってば！　心乃枝が勝手に入ってきたんだって！　俺、なんにもしてないから！　ほんと、なぁ～んにも!!」

「将悟さん、わたしの体に、あんなにいろいろしたのになぁ……」

「いろいろって、何もしてないだろ。俺はこれでも紳士のつもりなんだ！」

「ふぅん。おしり触ろうとしてたのに～」

「う……。で、でも、触る前にやめたじゃないか……」

　堂々と反論できず、口ごもってしまう将悟である。

「み～か～ど～の、センパイッ!!」

　凜香がワナワナと震えながら、怒りの形相を浮かべて将悟の前に迫った。

「ここ、この、う、浮気者……っ!!」

　目を逆三角形につり上げ、今にも首を絞めそうに大きく両手を開いている。

　殺気に押されながら、将しよう悟ごは後ずさった。

「だから国くに立たちさん、誤解、誤解……」

　そのとき……バンッ!!　と机を叩たたく音が響いて、室内がシンと静まり返った。

　愛ま菜なが机に両手をついて、立ち上がっている。

「みんな……ケンカしちゃダメ。仲良くしなきゃ、ダメ」

　いつになくシリアスな表情で、肩を小刻みに震わせていた。

　学園の平和を乱すものは、何なん人びとたりとも許さない――そんな、決意を秘めたような目だ。

　愛菜は厳しい目で一同を見まわし、生徒会長の威厳を持った声で言った。

「将悟くんとパーティーに行くのは、愛菜なんだから」

「は……？　天てん導どう会長まで、またそんなこと言って……」

「だって、お菓子た～くさん食べられそうなんだも～ん」

「お菓子目的かよっ!!」

　思いきりツッコまずにはいられない将悟だった。



　　　§



　夕方、自分の部屋に戻った将悟は、持っていた厚手の封筒を開けた。

「よし、これで必要なものはそろったな」

　封筒の中には、パック式のビニール袋に入った綿棒が入っている。綿棒の先は濡ぬれて、ビニールに貼はりついていた。

　たった今、ＤＮＡ鑑定キットを使って、柚ゆず璃り奈なにほおの裏側にある粘膜の細胞を採ってもらったのだ。将悟の目の前で採取してもらったから、間違いなく彼女のものである。

「これを鑑定してもらえば……柚璃奈が本当の妹か、判明するんだ」

　将悟は携帯電話を取り出し、瀬せ利り秘書に電話をかけた。

『はい、瀬利でございます。――将悟さま、お久しぶりです』

　相変わらずの、淡々とした事務的な口調が聞こえた。

　母の秘書である瀬利吏り沙さは、一見冷たくも見える、理知的な顔をした女性だ。しかし事務仕事に並々ならぬ情熱と手腕を持った、まさにやり手のキャリアウーマンなのだ。将悟も深み流りゆう院いん学園編入の手続きをしてもらい、今まで何度も世話になっていた。

「もしもし、将悟です。――またＤＮＡ鑑定を頼みたいんですけど……」

『ご要望とあれば、すぐに手配いたします。相手は深流院学園の生徒なのですか？』

「いえ、そうじゃないんです。俺おれの父方のはとこに、宝ほう生しよう柚璃奈っていう子がいるんですけど、知ってますか？」

『宝ほう生しよう……。はい、お名前は存じ上げております』

「俺おれは今まで知らなかったんですけど……瀬せ利りさんでも、名前しか知らないんですか？」

『わたくしはご両親ともども、直接お会いしたことはございません。鹿か野の子こさまから見ても、だんなさまの遠いご親しん戚せきですので……。柚ゆず璃り奈なさまと、鑑定をご希望なのですか？』

「柚璃奈は俺の妹だって言ってるんです」

『わかりました。至急、鑑定の手配をいたしますので、サンプルをわたくし宛あてにお送りください。もちろん匿名での鑑定ですので、その点はご安心を』

　それからふと、瀬利秘書は声をひそめた。

『それとこのことは、鹿野子さまには当分ご内密に願います』

「えぇ、そりゃ妹のこと調べてるって母さんに知られたら、怒られそうですし」

『それもそうなのですが、もし実際に、親戚のかたが熊くま五ご郎ろうさまの隠し子を預かっていたとなれば、鹿野子さまのショックは相当大きいと思われますので』

　なるほど……と、将しよう悟ごはうなずいた。

　ただでさえ一度は夫に裏切られたのに、今度は親戚にも裏切られた気分になるかもしれない。それじゃあまりにかわいそうだ。

『鹿野子さまは現在、謝恩パーティーの準備で大変お忙しい身。できるかぎり、ご心労はおかけしたくありません』

「わかりました。母さんには絶対に秘密にするよう、柚璃奈にも伝えておきます」

　瀬利秘書は安心したように『お願いします』と言って、もとの声に戻った。

『それとパーティーの招待状ですが、本日将悟さま宛てに発送しております。二通同封しておりますので、片方はご同伴される女性にお渡しください』

「はぁ……。ありがとうございます」

　頭の痛い問題を思い出して、将悟は急に気のない返事になった。

『鹿野子さまも、将悟さまがどなたをお連れになるか、非常に楽しみにしていらっしゃいますので』

　もう一度ＤＮＡ鑑定の説明を受けて、電話は切れた。

　パーティーの開催日は七月の半ば。それまでには鑑定結果も出るだろう。

　――ともあれ、まずはサンプルを送らないとな。できることからやらないと。

　将悟はさっそく、柚璃奈と自分のＤＮＡサンプルを小箱に入れた。

　梱こん包ぽうした箱を持って、瀬利秘書に送るため外に出た。



　そのころ、将悟の部屋の隣では――。

「鶴つる眞ま心こ乃の枝え、神かん凪なぎ雅みやび、嵯さ峨が良ら芽め依い、国くに立たち凜香りんか、天てん導どう愛ま菜な。――深み流りゆう院いん学園で、特にお兄さまと親しいと思われるのはこの五人ですね。まったく、なんて淫いん蕩とうな……」

　敷き詰められた赤いカーペットの上に座って、柚ゆず璃り奈なは今日の深み流りゆう院いん学園でのことを思い返していた。

　見学と称して学園内に入り、将しよう悟ごと特に仲のよさそうな女子生徒を特定していたのだ。

「この中で、将悟お兄さまのベッドに落ちていた髪の毛は……」

　目を細めて眉み間けんにシワを寄せ、真剣な顔で考えこんでいる。

　まるで容疑者を特定する刑事のような表情だ。

「長さや髪質からして、鶴つる眞ま心こ乃の枝えのもの。つまりお兄さまは、彼女とすでに親密な関係になっていると考えられます。――問題は、鶴眞心乃枝がお兄さまにふさわしい人間かどうか……。早く見極めねばなりません。お兄さまには、わたくしの思いどおりに動いてもらわなければ……」



　近所のコンビニでＤＮＡサンプルが入った小包の宅配を済ませ、将悟は店の外に出た。

　この季節、六時過ぎになっても、空には明るい夕焼けが広がっている。

　――あとは結果さえ出れば、柚璃奈が妹かはっきりするんだ……。

　一仕事終えた気分で、大きく伸びをした。

「将悟さ～ん」

　コンビニ前の道で、心乃枝が手を振りながら駆けてきた。

　手に鞄かばんを持って、学校からの帰りらしい。

「よ、心乃枝。今まで学校にいたのか？」

「クラス委員会が長引いちゃって……。もうすぐ夏休みだから、全校生徒向けのパンフレットを作るんです」

　聞いて、将悟はふと思った。

　心乃枝はクラス委員。雅みやびは水泳部。愛ま菜なと凜香りんかは生徒会。芽め依いは店のオーナー。

「みんな大変だよな……。俺おれもなんか部活やったほうがいいのかなぁ」

　ちょっと前に何週間か、凜香が設立した深流院学園の風紀委員会に在籍していたことがある。けれど風紀委員会は解散され、将悟はまた帰宅部な毎日だ。

「なんか、バーって新しいことを始めたい気分なんだ。本当の妹も見つかりそうだしさ」

「やっぱり、宝ほう生しようさんが将悟さんの妹なんですか？」

「まだわからないけど、そんな気がする。今、ＤＮＡ鑑定のサンプルを送ったんだ」

　すると心乃枝は、考えこむように首を傾かしげた。

「将悟さんが言ってた、葬儀の日に来た『妹』も宝生さんなんでしょうか？」

「それは俺も疑問なんだよな……。少なくとも俺の印象じゃ、あのときの『妹』と柚璃奈は重ならないんだ。柚璃奈は正体を隠したり、俺と結婚しようなんてしてないし」

「じゃあ、あの『妹』の正体は、別にいるってことですか？」

「そう……いうことになるのかなぁ」

　すると、心こ乃の枝えの顔が不安そうに曇った。

「わたし、熊くま五ご郎ろうさんの葬儀に行けなかったんです！　ちょうどその日が深み流りゆう院いん学園の入試日だったから……。だからわたし、将しよう悟ごさんを困らせる『妹』じゃありません……」

「わかってる、わかってるさ。心乃枝を疑ってるわけじゃないよ！」

　心乃枝の言うとおり、熊五郎の葬儀は深流院学園の入試日と同日だった。

　将悟は二年生からの編入だから、その日は試験を受けてない。しかし通常は、将悟と同学年の生徒は試験日だったはずである。

　そして入試会場と葬儀会場は離れているから、両方に顔を出すのは無理だ。

　――てことは、心乃枝のほか、二年生の雅みやびと天てん導どう会長も葬儀に来られないよな。

　葬儀の日に現れた『妹』が誰だれなのか、それは依然として謎なぞのままだ。

「でもさ、まずはＤＮＡ鑑定の結果待ちだよ。数日もすりゃ結果が出るし、もし柚ゆず璃り奈なが本当の妹だったら、それで万事解決なんだから」

「わたしも、今度こそ将悟さんの妹さんが見つかってほしいです」

「――さっきからどうしたんだ？　しんみりしちゃってさ」

「昔、わたしのせいで将悟さんが事故にあって、そのせいで妹さんの記憶もなくしてしまったのかもって思うと、申し訳なくて……」

　言われて、将悟は思わず自分の額ひたいに触れた。遠い昔の傷跡に。

　幼いころ熊五郎に連れられて、一緒に遊園地へ遊びに行った将悟と心乃枝。

　心乃枝をかばって、事故にあい、当時の記憶を失った将悟。

　そんな過去に、心乃枝は今も罪悪感を持っているのかもしれない。

「気にするなって。記憶をなくしたせいで妹が見つからなかったわけじゃないよ。俺おれの母さんですら、妹が誰か知らないんだから」

　しかし心乃枝の表情は、曇ったままだ。

　いくら将悟が過去など気にしてないと言っても、彼女の心から簡単に消し去れない思い出なのだろう。

「なぁ心乃枝。『グランベリオン』覚えてる？」

　唐突に聞かれて、心乃枝は目をパチクリさせた。

「将悟さんが子供のころ好きだったテレビ番組ですよね」

「俺、子供のころのことあまり覚えてないけど、あの番組のことはよく覚えてるんだ。心乃枝、ずっと前に言ってただろ。俺が事故ったとき、『グランベリオンみたいに守れたかな』って言ったって。――だからあのときの俺、むしろうれしかったって思うぜ。憧あこがれのヒーローになれたんだから」

「そう……ですよね。本当にヒーローそのままでしたから……。――昔の将しよう悟ごさんっていつも、番組の話ばっかりして、『ペリンちゃんかわいいな～』なんて言ってたんですよ。わたし、つい嫉しつ妬としちゃってたんですから」

『機械生命体ペリンちゃん』というのは、特撮ヒーロー番組『改造戦士グランベリオン』に登場するキャラクターである。見た目はメイド服を着た、幼い女の子型のロボットだ。お嬢さまっぽい口調で話し、グランベリオンに変身する主人公の青年を、『お兄さま』と呼んでひそかに慕っている。

　そして何よりも……心こ乃の枝えが始めた、ボイスチェンジャーつき携帯電話による『妹』の口調は、そのペリンちゃんをマネしたものなのだ。

「――もしかして心乃枝、子供のころ嫉妬してたから、『妹』の口調でマネしたのか？」

「そうかも。わたしも『かわいいな～』って言われたかったんですよ、きっと」

「うぅむ、ペリンちゃんはかわいいけど、結婚したいとは思わないぜ……」

　もう、電話の向こうに現れる『妹』に振り回されるのはこりごりな将悟である。

「ところで将悟さん。今から夕ごはんですよね？　よかったら、わたしが料理作ってあげますよ。どうですか？」

「え、心乃枝、手料理作ってくれるのか!?」

「言ったじゃないですか。わたし、将悟さんのお世話してあげますからって」

「うぅ、やっぱなんか飼われてるみたいな気が……」

「ふふ、そんなこと言ってると、ほんとに飼っちゃおうかな～」

　イタズラっぽく笑って、心乃枝は将悟の手を引いて駆け出した。



　それから数十分後。将悟の部屋の座卓には、心乃枝の手料理が並んでいた。

　手料理といっても、冷蔵庫にあまり材料がなかったので、簡単なチャーハンやサラダを作ってくれただけだ。

　それでも、いつも一人で食べるコンビニ弁当の晩ご飯とは違う。ボロいアパートの部屋が、女の子の手作りオーラで明るく輝いて見えるほどだった。

「それじゃいただきまーす」

　将悟はスプーンでチャーハンをすくった。

　あーんと開けた将悟の口を、すぐ隣で、エプロン姿の心乃枝がドキドキした顔で見つめている。

「いや、そんなに見つめられると食べにくいって……」

「す、スミマセンっ。気になっちゃって」

　心乃枝は恥ずかしそうに目を反らした。けれどやっぱり気になるらしく、将悟がスプーンを口に運ぶと、またじーっと見つめてくる。

　――う～む、食べるところをじっくり見られるってのも恥ずかしいよな……。

　なんかくすぐったいような気分で、将しよう悟ごは最初の一口を口に入れた。

「ど、どうですか……？」

　じっくり味わって飲みこみ、将悟はグッと親指を立ててみせる。

「うめぇ！　心こ乃の枝えの料理なかなかだぞ！　本物のコックみたいだ」

「もうっ、褒めすぎですよ。ごはんと冷凍野菜を炒いためただけですから」

　心乃枝は照れた顔で、うれしそうに笑った。

　本物のコックみたいは言い過ぎかもしれないけど、しょっぱすぎずからすぎず、なかなか絶妙な味付けだったのは確かだ。

　何よりそれ以上に、出来合いの料理とは違う新鮮さがある。新鮮なのに、どこかホッと安心できる落ちついた味わいがある。

　――これが手作りの味ってやつなんだなぁ……。

　もし……俺おれに生涯の伴はん侶りよができたら、毎日こんな料理が食べられるのかも……。

「にしても、どこで料理覚えたの？」

「前に、嵯さ峨が良らセンパイの店でお手伝いしたことあったじゃないですか。あのとき、くるみさんから料理も教えてもらったんです」

　くるみさんというのは、芽め依いの店でアルバイトをしている『しすたぁず』……つまり、ウェイトレスである。

　ふと将悟は、心乃枝のメイド服姿を思い出した。

　――今度はメイド姿で手料理を作ってくれると最高かも……。

　将悟の頭の中に、ほわわ～んと猫耳メイドな心乃枝が現れた。

　しっぽをぴょこんと立てて、ごはんをすくったスプーン片手に迫ってくる。

『ご主人さま、今日も心乃枝の手料理、あ～んしてあげるにゃん』

「まいったな、心乃枝……。一人で食べられるよ……」

　照れ笑いを浮かべながら、思わずヨダレを垂らしそうになる。

　――毎日毎日、心乃枝と二人っきりの部屋で、猫耳メイドな彼女からあ～んしてもらえるなんて……。

　もしかしてこれが、甘～い新婚生活ってやつ……？

「そんなに屈んでると、胸の谷間が見えちまうぜ。いくら新婚だからって……」

「将悟さん……？」

「しょうがないなぁ。俺の手で隠してやるから。俺たち、新婚なんだもんな……」

「将悟さんってば！」

「うわっ！」

　肩を揺すられて、将悟は現実に引き戻された。

　心こ乃の枝えがすぐ前に身を乗り出して、心配そうに見つめている。

「やっぱり、わたしの料理がおいしくなくて体調不良を……」

「違う違う！　妄想の世界にひたってて」

「妄想の世界？」

「た、大したことじゃないよ。いや～、ほんと、心乃枝の料理、最高だなぁ～！」

　ごまかすように、将しよう悟ごは残りのごはんをバクバクとかっこんだ。

「いやぁ、マジうまかったぜ。ごちそうさま」

「まだ終わりじゃないですよ。デザートもあるんですから」

「デザートまで用意してくれるのか？　すげぇなぁ。もちろん食べるよ！　心乃枝の料理なら、全部食べたい!!」

　――手料理を作ってくれたうえに、デザートまでなんて……。

　心乃枝って、結婚したらマジでいいお嫁さんになりそうだなぁ。

　まだ恋人ですらないけど……もしかしたら、これが現実になるのかも……。

　あと少しだ。あと少し待って、柚ゆず璃り奈なが本当の妹だって証明されれば……。

「って、心乃枝？」

　気がつくと、心乃枝の姿がなかった。

　キョロキョロと部屋の中を見まわすと――心乃枝は、将悟のベッドの上で、制服にエプロンをつけたまま、あお向けに寝ている。両手を胸の上で重ね、天井を見上げていた。

「何してるんだ？」

「で……デザートです」

「……はい？」

「で、ですから……デザート……です……」

　将悟は目をパチクリさせながら、心乃枝とキッチンのほうを交互に見た。

「デザートなら、冷蔵庫に何かあると思うけど……」

「わたしが……デザート……ですから……。た、食べ……食べて……くださ……い……」

　心乃枝はすっかり真まっ赤かな顔になって、キュッと目を閉じた。

　思わず、寝ている心乃枝の唇や胸、そしてスカートから伸びる足を見まわした。

「――そう言われれば、赤く染まった顔がまるでストロベリーのようだぜ……って、そうじゃなくてっ！　食べられるかよっ！」

「将悟さん、わたしの料理、全部食べたいって言ったじゃないですか！」

「料理じゃないから！　そういうの、デザートって言わないから！」

「……ヨダレ垂らして新婚なんて言ってたの、誰だれだったかなぁ～」

　心乃枝がボソッとつぶやいた。

「くっ……。お、俺おれの妄想が見透かされてた……!?」

「もったいないなぁ～。と～っても甘いデザートなのにな～」

　――そりゃ……いろんな意味で甘いだろ、甘ったるすぎるだろ……。

　思わず、ごくりとつばきを飲みこんでしまう。

　――で、でもダメだ。まだ心こ乃の枝えが妹だって可能性が、完全に消えたわけじゃない……。

「頼むから起きてくれってば！」

　将しよう悟ごは心乃枝の両肩をつかんで、わさわさと揺すった。

「全部食べてくれるまで、起きませんっ」

　心乃枝はうつぶせになり、しがみつくように枕まくらを抱きしめた。

「ったく、ヘンなところで意地っ張りだなぁ」

「将悟さんがせっかくのデザート食べてくれないから、拗すねてるんですっ」

　ため息をつきながら心乃枝の背中を眺める。

　――まぁいいさ。こうなったら……。

　将悟は、ふいに心乃枝の耳元に顔を寄せた。

「あっ、ベッドの上に信じられないほどでっかいクロゴキブリが!!」

「つーん。何度も同じ手には乗りませんよーだ」

「ちっ……。打つ手なしかよ……」

　将悟はガックリとベッドの脇わきに座った。

　ふと見えた心乃枝の足に、心臓がドキリと高鳴ってしまう。

　ひざの上までソックスに包まれて、スカートとの間から太ももが見えた。

　――く、触りてぇ……。心乃枝の太もも、触りてぇ……。

　俺おれだって男だ。男の性さがってやつには逆らえねぇぜ……。

　将悟は頭を抱え、ぶんぶんと振った。

　――で、でもダメだ。万が一、心乃枝が妹だったら……。まだ心乃枝が、絶対に妹じゃないって判明してないんだ！

「食べてくれないと、わたしこのまま一晩中寝ちゃおっかなぁ～」

　うあああああっ！　……と、将悟は激しく頭を振った。

　――そんなことされたら、俺は、朝まで理性と戦わなきゃいけねぇじゃねーかっ！

　どうすりゃいい？　どうすりゃ、今ここで心乃枝をたたき起こせるんだぁ!?

　必死で考え……将悟は、ハタと思いついた。

　うつぶせになった心乃枝の足に目を向け、ゆっくりと近づいた。

　将悟はそーっと手を伸ばし……心乃枝の足の裏を、指先でつんっと突っつく。

「はうっ!?」

　一瞬、心乃枝のおしりがピクッと跳ねた。

　――お、いい反応だぞ？

　今度は足の裏を縦に、つーっとなでた。

「ひゃふっ!?」

　さらに人差し指と中指を交互に動かし、円を描くように足の裏にすべらせた。

「ひ、ひゃっ、ふひゃっ！　しし、将しよう悟ごさんっ、な、何をっ……!?」

「ほらほらー、早く起きないと、もっとくすぐったいぞー」

「お、お、起きませんっ。絶対、起きませんからっ」

　さらに手の指全部を使って、こちょこちょと足の裏をくすぐってやる。

「ふひゃあああっ!?」

　心こ乃の枝えの髪が大きく舞い上がり、悲鳴のような笑いのような声が響き渡った。



　そのとき、隣の部屋では――。

　壁際にある、真っ白なシルクのシーツが敷かれたベッドに、柚ゆず璃り奈なが座っていた。

　壁に一個五万円の高級グラスを当て、さらにグラスの底に耳を押し当てている。

『ひあっ……し、将悟……さん……ひゃ、ひゃめてくらさいぃ……』

　さっきから心乃枝の甘ったるい悲鳴が絶え間なく聞こえてくる。

　聞きながら、柚璃奈はカーッと顔が真まっ赤かになった。

「い、いったい何を……。あの清せい楚そでマジメそうな鶴つる眞ま心乃枝が、こんなにも激しくあえぐなんて……。将しよう悟ごお兄さまって、ものすごいテクニシャンなのかしら……」



    

  
    
      



    

  
    
      『ら、ら、らめれすっ、そ、そこはあぁ……っっ!!』

　ごくりとつばきを飲みこんだ。額ひたいにじっとりと汗がにじみ、整えた前髪が貼はりつく。

『ほれっ、心こ乃の枝え、今度はこっちを攻めてやる！　どうだ!?』

『やや、やめ、やめれくらさいっ……は、はぅ、い、息が、息が……！』

「ど、どこを攻めてるの？　どこを触られたら、あんな気持ちよさそう……いえ、はしたない声が出せるっていうんですか!?」

　唇を噛かみしめ、思わず、自分の太ももや胸をギュッと押さえた。

「わたくしにも教えてほし……じゃなかった、許せません！　どんな破廉恥な行為をしてるっていうんだか……」

　柚ゆず璃り奈なはもっとよく聞き取ろうと、グラスの底に耳を押し当てた。

「くっ、よく聞こえないわ……。リフォームのときに壁を厚くしすぎたのね。隣の声が聞こえないなんて、ボロアパートのくせに生意気です！」

　イライラして、思いっきり壁を殴りつけたい気分になった。

　思わず拳こぶしを構えたとき、覆い被かぶさるように心乃枝のかん高い声が聞こえた。

『ひゃ、ひゃああっ、も、もう、げげ、げん……かい……ですぅっ……！』

「なっ……!?　げ、限界まで……っ!?」

　鼻の奥がツーンとうずき、直後、白いシーツの上にぽたぽたと血の斑はん点てんができた。

「まずい……。このまま二人を放置して、万が一鶴つる眞ま心乃枝に子供ができたら……将悟お兄さまの結婚相手が決まってしまいます！」

　鼻血をダラダラ流しながら、柚璃奈は憤然と立ち上がった。

「させません！　わたくしの許可なくそんなこと、阻止しなければ!!」



「ほらっ、心乃枝、くすぐったいだろ!?　もうあきらめろっ！」

　将悟は心乃枝の両足を抱え、五本の指で足の裏をこちょこちょとくすぐっていた。

　心乃枝はうつぶせのまま髪を振り乱し、ピクピクと背中を震わせ、ベッドの上でのたうちまわっていた。

「ひゃ……。ま……負けません……きゅ、きゅすぐったくなんか、ないです……」

「くそ……これでも起きないとは、どんだけ強情なんだよ」

　くすぐり続けた腕も疲れて、将悟は敗北感に打ち負かされそうだった。

　――もう……俺おれは一晩中、寝てる心乃枝に手を出さないよう、誘惑と戦い続けなきゃいけないのか……？

「お兄さまっ！」

　突然、玄関扉がバンッ！と激しく開かれた。

　振り返ると、なぜか鼻にティッシュを詰めた柚ゆず璃り奈なが立っている。

「なな、な、何をしてるのですかっ!?　淫いん蕩とうにもほどがありますっ!!」

「……は？　淫蕩……？」

　柚璃奈はつかつかと部屋の中に入って、憤然と両腕を組んで将しよう悟ごを見下ろした。

「鼻血出してるみたいだけど大丈夫かよ？　顔ぶつけたのか？」

「ぶつけてませんっ!!　何をふしだらな行為してるのですかっ!?」

　ハッとして、将悟は心こ乃の枝えの足の裏から手を離した。

「いや柚璃奈、誤解だって。俺おれたち、何もしてないから！」

「誤解ではありません！　――こんなことをするなら、お兄さま、これから女性を部屋に呼ぶときは、わたくしの許可を得てください！」

「き、許可!?　なんでそんなこと……」

「妹が兄に健全な女性関係を望むのは当然のこと！　このような淫蕩にふけるのであれば、家族としてきちんと監視することも必要です！」

　――なんだか、家族ってめんどくさいなぁ……。

　しかし将悟は、ちょっと思い直した。

　柚璃奈はまだ中学生だ。いろいろ気をつかわなきゃいけない年ごろかもしれない。

「――そうだな。騒いだ俺たちが悪かった。柚璃奈も受験があるんだもんな。俺たちも自じ重ちようしなきゃな。な、心乃枝」

「は、はい。自重しますです……」

　それでも納得いかない顔で、柚璃奈は将悟をにらんでいる。

　――うぅ、なんとか機嫌なおしてくれないかなぁ……。

　将悟が困っていると、また玄関の扉が開く音がした。

「将悟～、夕ごはん食べに行かない!?」

　今度は雅みやびが立っていた。部活の帰りらしく、手には鞄かばんと水着入れの袋を持っている。

　直後、雅は部屋にいる三人を見て、目をしばたたいた。

「将悟……？　何してんの？　なんで鶴つる眞まさんとベッドの上に……」

「お兄さまったら、鶴眞さんと淫蕩な行為にふけってたんですよ！　わたくしが来なかったら、どうなっていたことか」

「だから何もしてないって！　誤解させたのは謝るからさ」

　雅は、呆ぼう然ぜんと将悟たちを見つめて……ワナワナと震え出した。

　たちまち顔が怒りで赤く染まり、キッとにらみつける。

「あっ、そ！」

　吐き捨てるように叫び、バタンと扉を閉めた。

「え、雅……？　そんなに怒らなくても……」

　将しよう悟ごはしばらく、雅みやびの見えなくなった扉を見つめ……

「お、おい、待ってくれって！」

　玄関に向かって駆け出した。

「――すまん心こ乃の枝え、俺おれ、行ってくる！」

「わたしも行きます！」

　二人で走り去った雅を追いかけた。



　雅は家の前の道を曲がったところに立って、悲しそうな背中を向けていた。

　塀に手をついて、背を丸めている。

「雅……」

　呼びかけても、振り返りもしない。

「その……いつものことなんだよ。ちょっと騒いでただけなんだ。こないだの朝、雅だって一緒にいたじゃないか。あのときと同じだってば」

「そんなの、わかってるわよ」

「だったらどうして、そこまで怒るんだ？」

「怒ってない。怒ってないわよ……」

　一度、ひっく、とすすり上げる声がした。

「怒ってなくても……悲しそうじゃないか」

「……あたしがさ、やっと水泳部の練習終わって、将悟の家に行ったのに……。その間に将悟、鶴つる眞まさんと一緒で……」

「そうか……。雅が一生懸命だったときに、俺たち遊んでたんだもんな」

　隣で聞いていた心乃枝が、沈んだ声を出した。

「スミマセン……。わたし、神かん凪なぎさんが水泳大会前で部活忙しいって知ってたのに、深く考えてなくて。これじゃ、クラス委員も失格ですよね……」

　いつの間にか、心乃枝まで落ちこんだ顔になっている。

　このままじゃ、二人とも傷ついてしまいそうだ。

「そうだ、雅。なんだったら、今度のパーティー、俺と一緒にいかないか？」

「気をつかわないで。鶴眞さんと行って来なよ」

「そ、そんな。わたしはいいですから、神凪さんと……」

「あたしのことは気にしないで。――また明日、学校でね」

　雅は振り返って、無理に作ったような笑顔を浮かべた。

　そのまま、道の先へと早足に歩き去ってしまう。

　しかたなく、将悟と心乃枝は家に戻った。

　柚ゆず璃り奈なはもういない。自分の部屋に戻ったらしい。

　――柚ゆず璃り奈なにも、嫌な思いさせちまったかもしれないな。

　心こ乃の枝えは部屋に置きっぱなしになっていた自分の鞄かばんを持った。

「わたしも、今日は帰りますね」

「ごめんな。料理、おいしかったぜ」

「今度、みんなで夕ごはんにしませんか？　神かん凪なぎさんと宝ほう生しようさんも呼んで！」

「そりゃいいな。今度は本物のデザート食べよう」

　心乃枝は明るく笑って、手を振りながら玄関を出ていく。

　一人になると、将しよう悟ごはベッドの上に寝転がった。

　――はぁ。本物の妹が見つかりそうなのに、うまくいかないなぁ。

　もし妹が見つかったら、今度こそ将悟は、女の子たちの気持ちにきちんと向き合わなきゃいけない。一つ間違えば、彼女たちの心を傷つけてしまうかもしれないんだ。

　それにしても、さっきの雅みやび……。いつもと様子が違ってた気がする。

　いつもだったら『あたしとイチャつきなさいよー』なんて、迫ってきそうなのに。

　なんか妙に深刻そうな、追い詰められたような顔してた。

　――水泳部が忙しいのかな。ストレスたまってるのかもな……。

　もう少し気持ちを考えてあげればよかったと、反省する将悟だった。



　　　§



　翌日、将悟が帰宅すると、瀬せ利り秘書からの郵便物が届いていた。中身は帝みかど野のグループ謝恩パーティーの招待状だ。言われていたとおり、二枚入りのペアになっている。

「けどなぁ……。同伴者、誰だれにすりゃいいんだろ……」

　パーティーの日は近づいている。なのに、招待状を渡す相手が決まっていない。

　今の状態じゃ、雅に渡しても心乃枝に渡しても、『気をつかってる』って思われてしまう。それにどちらかに渡したら、もう一人を、たぶん傷つけてしまう。

　かといってこんな雰囲気じゃ、芽め依いや凜香りんかや愛ま菜なも誘いづらい。

「あぁもぅ……ほんとどうすりゃいいんだ……」

　一時間も頭を掻かきむしったとき、インターホンが鳴った。

　出ると、重箱の包みを抱えた柚璃奈が立っている。

「実家から高級くりきんとんを送って来たんです。お兄さまもいかがですか？」

「あ……うん。ありがとう」

「昨日はごめんなさい。――わたくし、お兄さまのしてたことが恥ずかしくて、つい怒ってしまって……。神凪さんと、ケンカしませんでしたか？」

「ううん、俺おれのほうこそ悪かったよ。雅は……大丈夫だと思う」

「よかった……。でもお兄さま、疲れた顔してますよ」

「ちょっと悩みっていうかさ」

　将しよう悟ごは柚ゆず璃り奈なを家に上げて、彼女がくりきんとんを皿に移してくれている間、パーティーの同伴者選びについて聞かせた。

「――母さんは恋人を連れてこいって言うしさ。ほんと、誰だれを連れていきゃいいんだろ」

「それは難しい問題ですね……」

　柚璃奈は皿にラップをかけながら、考えこむようにしばらく黙りこんだ。

　それから、ふと思いついたように言った。

「わたくしをパーティーに同伴してくださるのはどうですか？」

「柚璃奈を？」

「パーティーまでには、ＤＮＡ鑑定の結果も出ているはずです。わたくしが将悟お兄さまの妹とわかれば、鶴つる眞まさんも神かん凪なぎさんも納得してくれますよ。まさか兄妹で恋人になるわけ、ありませんもの」

　……兄妹で恋人になるわけがない、というごく当たり前の言葉に、なぜか感動すら覚えてしまう将悟である。

「だけど、母さんにはなんて説明するんだよ。俺おれの母さんは、柚璃奈が妹だってこと知らないんだろ？」

「それでも表向きは、はとこということになってますから。わたくしに頼まれて、親しん戚せきづきあいで同伴させたと言えば、鹿か野の子こさまも納得するはずです」

　パーティーの話を聞いたとき、母は言っていた。『一流の企業人たるもの、家庭も大切にするものです』って。パーティーには家族を同伴する人もいるらしい。だったら親戚の子を同伴しても、おかしくない。

「でもなぁ……。雅みやびのやつ、パーティーに誘ってもらうの、楽しみにしてたしなぁ。心こ乃の枝えも来たそうだったし……」

「もしよろしければ、わたくしがみなさんの招待状も用意しましょうか？」

「――え、雅や心乃枝たちのも、ってこと？　そんなことできるの!?」

「わたくしの育てのお父さまは、熊くま五ご郎ろうさまのいとこですから、鹿野子さまにもコネクションがあるんです。招待状くらい、すぐ用意してもらえます。よろしければ、お世話になった生徒会長たち、ほかのみなさんも」

「けど柚璃奈にそこまで頼んでいいのかな……」

「ぜひ用意させてください！　昨日のお詫わびです」

　たった一人の同伴者は妹である柚璃奈にして、それとは別にみんなも招待する……。

　思いもかけなかった、素晴らしい解決方法じゃないか！

「確かにそれができりゃ、パーティーのことは丸く収まるぞ！　――じゃあ、ＤＮＡ鑑定の結果が出たら、お願いしていいかな」

「もちろんです。では、わたくしはお父さまに招待状を頼んでおきますね」

　柚ゆず璃り奈なは、兄の役に立ててうれしいって顔で、かわいらしく笑った。



　さらに何日か過ぎた夕方。帰宅した将しよう悟ごは、瀬せ利り秘書から速達の書留郵便を受け取った。Ａ４サイズの封筒には、厳重に厚紙にくるまれた、一通の書類が入っていた。

『ＤＮＡ鑑定証明書』

　震える手で書類を手に取った将悟は……一分も経たないうちに、隣室の扉をドンドンと激しくノックしていた。

「柚璃奈！　柚璃奈！」

　昼寝でもしてたのか、ちょっと眠そうな目で柚璃奈が顔を出す。

「お兄さま？　そんなにあわてて……」

「これ！　これを見てくれ！」

　将悟は柚璃奈の前に、鑑定書類を突きつけた。

　書類はＡ４サイズの紙一枚だ。そこに書かれている二人の名前は、まったく知らない名前である。あらかじめ瀬利秘書から教えてもらっていた、将悟と柚璃奈の偽名だ。

　名前の下には、鑑定に使用したサンプルの種類や、採取日などのデータが記入されている。一番下の枠内には鑑定結果のコメントが書かれていた。

『……以上の理由から、両者は血縁関係にある兄妹だと断定いたします』

　将悟と柚璃奈が確実に血のつながった兄妹だと、はっきり認めていたのだ。

「よかった……。わたくしたち、兄妹と認められたのですね……」

　――やっと、見つけたんだ……。俺おれの、妹を……。

　突然のことで、なんだかピンと来ない。それもそのはずだ。兄妹とはいえ、柚璃奈とは長いこと離れて暮らし、ついこないだ会えたばかりなのだから。

「そ、そうだ。忘れないうちに……」

　将悟は一緒に持っていた、パーティーの招待状を柚璃奈に見せた。

「これ……。さっそくだけど、頼んでいいかな」

「お兄さまとのパーティー、楽しみです」

「これからは俺たち……本当に兄妹なんだよな……」

「もちろんです。ずっと、二人っきりの兄妹です」

　将悟は体が震えるのを抑えられなかった。

　感激のあまり言葉も出せず、目の前の柚璃奈――妹の顔を見つめ続けた。

　が、ふと思い出した。

「けど……柚璃奈が本物の妹ってことは、葬儀の日に現れた『妹』は誰だれなんだろ？」

「葬儀の日？　なんのことですか？」

「父さんの葬儀に、控え室にいた俺おれに話しかけてきた女の子がいたんだ。高いところにある窓越しで、顔は見えなかったんだけど。彼女、俺の妹だって名のって、『お兄さまと結婚しに来たんです』なんて言ってた」

「誰だれだかわからないのですか？」

「――少なくとも心こ乃の枝えは『わたしじゃないです』って言ってるけど……。もしかして柚ゆず璃り奈なだったのか？」

「まさか、わたくしだってそんなことしません。わたくしも熊くま五ご郎ろうさまの葬儀には参列しましたけど、ずっと両親と一緒でした。――ただのイタズラではないですか？」

「ただの、イタズラ……」

　今までさんざん将しよう悟ごを悩ませた、葬儀の日の『妹』は、単なる誰かのイタズラ。

　あまりにあっけない気もするけど……現実なんて、そんなもんかもしれない。

　――でもそれじゃ、誰がそんなイタズラを？

　わからない。けど、柚璃奈が本当の妹と判明した今なら、大きな問題じゃない。

　今は幻みたいな『妹』のことよりも、本物の、血のつながった妹との再会を喜ぶべきだ。

　将悟はあらためて、柚璃奈の顔を見つめるのだった。



    

  
    
      


３章　花咲く妹たち



　夜、ビジネス街の中心部にある帝みかど野のホテル――通称『ホテル・ミカドノ』のエントランスには、何台もの高級乗用車が止まっていた。

　次々に紳士や淑女が降り立ち、優雅な足取りでホテルの玄関ロビーに向かっている。

　背筋を伸ばした三十歳の若者から、白髪を伸ばした八十歳の老人まで。紳士たちは誰もが威厳と貫かん禄ろくに満ち、淑女たちは皆、優しく穏やかな微笑を浮かべていた。

　そんなホテルの玄関前で、将悟と柚璃奈は招待した女の子たちが来るのを待っていた。

「なんか、すげー偉い人ばっかり来てるなぁ……」

　将悟は気を引き締めるように、タキシードの蝶ちようネクタイを結び直した。

「緊張してるのですか？　よければ、わたくしがエスコートして差し上げますよ」

　柚璃奈が冗談っぽく腕を絡めてくる。

　ついドキッとしながら、真横に立つ妹の晴れ姿を見つめた。うぐいす色の着物を着た彼女はいつにも増して気品に満ちて、とても中学生とは思えない。

「柚ゆず璃り奈なはこういうパーティー、慣れてるのか？」

「実はわたくしも緊張してるんです。足が震えてしまいそう……」

「やっぱりそうかよ。まかせとけって。俺おれがエスコートするから」

　たとえ隠し子の妹であり、世間には公表できない関係であっても……家族は家族。

　こんなときこそ支えてあげなきゃいけない。

　玄関前のロータリーに黒塗りの大型ハイヤーが走ってきて、将しよう悟ごたちの前で停車した。

　ハイヤーから運転手が降りて、うやうやしく後部座席の扉を開ける。座席はＵ字型の座ざ椅い子すになっていて、五人くらい余裕を持って座れるようだ。

　最初に降りてきたのは凜香りんかだった。シックで落ちついた、黒のドレスを着ている。

「ここが会場ですのね。高級ホテルでのパーティーとは、参加できて光栄ですわ。誘っていただいてありがとうございます、帝みかど野のセンパイ」

　凜香はスカートの端を持ち上げ、優雅に会釈した。

「国くに立たちさんも来てくれてありがとう。偉い人も大勢いるから、話してみるといいかも」

「えぇ。ぜひ社交界のかたがたから勉強させていただきたいですわ」

　続いて愛ま菜なが降りた。凜香とは対照的な、フリフリのフリルがついた白いドレスだ。

　愛菜は降り立つなり、両腕を大きく上げて「うぅ～ん」と背伸びをした。

「やっと着いたぁ～」

「天てん導どう会長、乗物酔い大丈夫だった？」

「うん、タクシーも全然揺れなかったし、平気～」

「タクシーって」

　ところが次の瞬間、愛菜は突然ピタッと固まり、両手を口に当てて背中を丸めた。

「おえっぷ……」

「て、天導会長!?　やっぱり酔ったのか!?」

「――なんてことないから、心配しないで～」

　ピンピンした顔でからから笑ってる。

「いや、そういう冗談はいいから」

　次にタクシー……いや、ハイヤーから、何やら異質な人物が降り立った。

　三角帽子と黒マント、そして全身を包むぶかぶかのローブ。漆黒の布地のあちこちには、まがまがしい五ご芒ぼう星せいやら魔法円やらルーン文字の模様やらが描かれている。

「あの、嵯さ峨が良らセンパイ。今日は仮装パーティーじゃないんですけど」

　芽め依いは月夜に向かって両手を伸ばし、丸メガネを光らせながらアヤしく笑った。

「今こ宵よいは魔女の祝祭、ワルプルギスの夜であるぞ。世界中より魔王が集いしサバトの夜、わたしも帝野とともに饗きよう宴えんを繰り広げようではないか。くっくっく」

「そのうちセンパイの店、オカルトカフェになりそうだな……」

　隣を見ると、柚ゆず璃り奈ながちょっとビビった様子で顔を引きつらせていた。

　芽め依いはそんな彼女をじ～っと見つめて……

「う～む、帝みかど野のの妹にはもったいない。『りりかる☆しすたぁず』で働かないか？」

「ってセンパイ！　勧誘しないでくださいっ。柚璃奈はまだ中学生ですからっ!!」

「むぅ。さっそく兄貴ヅラとは、なんとお調子者なヤツだ。妹がいるからって自慢するのも大概にしろよ！　そのうち足元すくわれるからな!!」

　――妹がいるってだけで、なんでここまで言われるんだ……。

　それはともかく……芽依と柚璃奈は、やはりお互い知りあったばかりのように見える。

　ってことは、芽依のかつての親友――つまり葬儀の日の『妹』は、やはり柚璃奈じゃないのか……。やっぱり、ただのイタズラなんだろうか？

　そして次に、心こ乃の枝えがハイヤーから降りた。

　肩が大きく出た大胆さと、スラリとしたシンプルさを兼ね備えた水色のドレス。手に持っているバッグも、大人っぽく簡素なものである。

「お、心乃枝はいつもよりも大人っぽいぜ」

「このドレスとバッグ、ママのものを借りたんです。着慣れてないですけど……」

　心乃枝は恥ずかしそうに、両手で肩を抱いた。

「そんなことないぞ。よく似合ってる」

「そうですか？　それなら、この服選んでよかった……」

　ホッとした様子で、心乃枝はほほ笑んだ。

　最後に――雅みやびがハイヤーから降りた。

　ピンク色のふんわりしたドレスを着て、肩からポシェットをかけている。

　うつむきかげんな顔で将しよう悟ごをちらちら見ながら、口を尖とがらせていた。

「雅も来てくれてうれしいよ。そのドレス、かわいいじゃないか」

「こないだ実家に戻ったとき、お父さんが用意してくれたのよ。子供っぽいからいらないって言ったのに。――別にあたしはパーティーなんて来なくてもよかったしさ」

　相変わらず、ヒネたことを言う雅である。

「そう言わないでくれよ。料理もたくさん出るから、思いっきり食べてってくれな」

　言うと、愛ま菜なが目をキラキラさせて身を乗り出した。

「ほんと～!?　お菓子もあるかな、ポテチいっぱい食べれるかな～」

「さぁ、ポテチはどうだろう……。――とにかく、これでみんなそろったな」

　将悟は集まった女の子たちを見まわす。

　きらびやかに着飾った彼女たちは、いつも以上にきれいで、大人っぽくて……。

　――俺おれ、もうみんなが妹かもなんて、疑わなくっていいんだよな。

　今はまだ、誰だれとも恋人じゃないけど……これからは、安心して心の交流ができるんだ。

「ちょっと、将しよう悟ごぉ。さっきから何ニヤけた顔してんのよぉー」

　雅みやびが白い目を向けて、イヤそーな声を出した。

「い、いや、なんでもないさ。――心配するな、雅。俺おれも男だ。ちゃんと紳士的に振る舞うぜ。だから思う存分心の交流をしようぜ！」

「はぁ？　なんか今日の将悟キモ～い」

　サッと心こ乃の枝えの後ろに隠れてしまう雅である。

「みなさん、そろそろパーティーが始まりますので会場にどうぞ。お荷物はホテルのクロークで預かってもらえますから、先に寄っていきましょう」

　柚ゆず璃り奈なが先導して、ホテルのロビーに向かって歩き始めた。

　そうして将悟と六人の華やかな女の子たちは、高級ホテルの玄関をくぐった。



　地上三十階にあるホテル最上階のホールには、何百人もの参加者が集まっていた。

　日本人だけではない。アジアやヨーロッパ、中近東にアフリカ、そして南北アメリカまで、世界のあらゆる地域から来訪者がおとずれている。

　パーティー開始に先だって、正面の檀だん上じように帝野みかどの鹿か野の子こが立った。

　皆が注目する中、集まった人々への日ごろの感謝を述べ、帝野グループの今後の展望と抱負を語る。大勢の財界人の前でも物もの怖おじしない、堂々とした姿だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「――それでは、みなさまのよりよい未来と発展を願い、乾杯をさせていただきます」

　鹿か野の子こに続いて司会者の発声で「乾杯！」と全員がシャンパングラスを掲げた。

　あちこちでなごやかに歓談が始まる中、ホールの周囲では給仕が様々な料理を準備していた。和食、洋食、中華と、豪勢な香りがホールに漂う。

「じゃあみんな、まずは食べてくれよ！」

　乾杯のジュースを飲み干し、将しよう悟ごはまわりに立つ女の子たちを見まわした。

「あっ、ポテチあるよ～！　最高級キャビア添えポテチだって～」

　愛ま菜なは早くも目を光らせて、ぴゅーっとオードブルコーナーに走っていく。

「いきなりポテチかよ。走ってぶつかるなよー」

　あきれる将悟の横で、凜香りんかは大テーブルに向かって歩いた。

「ではわたしは、鯛たいのおつくりをいただきますわ」

　さすが生粋のお嬢さまらしく、選ぶ料理もまた上品である。

「おぅ、国くに立たちさんもしっかり食べてくれ！　――嵯さ峨が良らセンパイは何してるんだろ？」

　近くにあるイタリアンコーナーを見ると、芽め依いが何種類ものパスタ料理を取り皿に盛って、片っ端からもぐもぐ食べていた。

「むぅ、悔しいがこのパスタソースは絶品だな。『りりかる☆しすたぁず』でもこのようなメニューを出したいものだ」

　何やら真剣な顔で、ポケットからメモ帳を取り出した。

「……とりあえず材料をメモメモしなくては」

「センパイ、研究熱心だなぁ」

「いいか帝みかど野の！　レシピをパクってるんじゃないぞ。ただの産業スパイだからな！」

「もっと悪いじゃないですか……」

　あきれる将悟の横で、心こ乃の枝えがくすっと笑った。

「なんかわたしも、おなかすいてきちゃいました」

「みんな腹減ってたんだな。だいたい、母さんの挨あい拶さつが長すぎなんだよ」

「――誰だれの挨拶が長すぎるのですか？」

　突然、背後から声がして、将悟はギクリと背筋を伸ばした。

　おそるおそる振り返ると、母の鹿野子が立っていた。隣には付き従うように、スーツ姿の瀬せ利り秘書がいる。

　瀬利秘書は将悟の顔を見て、ペコリと会釈した。ＤＮＡ鑑定のお礼を言いたかったけど、母の前で話すわけにはいかない。

「か、母さん、聞いてたの？」

「『母さん』ではありません。将悟、ここではあなたも、一流の財界人として振る舞わなければならないのですよ。言葉づかいに気をつけなさい」

「わわ、わかってますよ」

　鹿か野の子こは、将しよう悟ごのそばにいる心こ乃の枝えや雅みやびににっこりと笑いかけた。

「ようこそ、帝みかど野のグループの謝恩パーティーに。いつも将悟がお世話になっております」

「お招きくださってありがとうございます」

　心乃枝はペコリとおじぎをした。

「あ、えと、あ、ありがとうございます……」

　雅は場慣れしない様子で、ぎこちなくおじぎした。

　鹿野子は再び将悟に向き直った。と、たちまちため息交じりの声を出す。

「それにしても、将悟が恋人を同伴するものと期待しておりましたのに」

　すると将悟をかばうように、柚ゆず璃り奈なが鹿野子の前に進み出た。

「申し訳ありません、鹿野子さま。わたくしが将悟さんに、同伴してもらえるよう無理をお願いしたばかりに、恋人を連れてこられなくなって……」

「気にしないで。わかっています。どうせ将悟には、恋人などいないのでしょう？」

　すっかり見透かされていて、ビクッと縮こまる将悟である。

「柚璃奈さん、ろくに恋人も作れない将悟に同伴してくださって、感謝しています」

　鹿野子は柚璃奈に笑いかけ、彼女を引き立てるような言葉をかけた。

「いえ、そんな……。将悟さんには、きっとすてきな恋人ができると思います」

「ありがとう。熊くま五ご郎ろうの葬儀のときはご挨あい拶さつもできず、ごめんなさい。――大きくなりましたわねぇ。こうしてお話しできるのも、あなたがずっと小さかったころ以来ですよ」

　表向きは、柚璃奈と将悟は遠い親しん戚せきのはとこ同士だ。鹿野子もそれを信じている。

　――母さん、柚璃奈が本当は父さんの隠し子って知ったら、どんな気持ちだろうな。

　将悟は真実を話したい気分で、ダメもとで、おそるおそる口を開いてみた。

「母さん。もし……もしもなんだけどさ、俺おれに妹がいたとしたら……」

　ギロッと、突き刺さるような鋭い視線でにらまれた。

「い、芋と唐辛子の料理があったとしたら、おいしそうっすよねぇ～」

　ヘラヘラ笑いながら、あわててごまかす将悟である。

　――やっぱ、簡単に話せることじゃないな。

　いつかは母に真実を伝えなきゃいけないけど……やはり今は、パーティーを主催する母の心労を増やすことはできない。

「頼りない息子ですが、仲良くしてやってくださいね」

　鹿野子はもう一度柚璃奈や心乃枝と雅にほほ笑むと、瀬せ利り秘書とともに、将悟たちの前から立ち去った。すぐに別の参加者に声をかけて挨拶し、なごやかに話し始める。

　――ちぇっ。ろくに恋人もつくれない、だの、頼りない息子、だの、さんざんだぜ……。

「ま、いいさ。見てろ、母さん。今にすげぇ恋人作ってみせるから！」

　すると柚ゆず璃り奈ながくすっと笑った。

「応援してますよ、お兄さま。それではわたくしはジャマにならないように、一人でお食事にしますね」

　柚璃奈は気をつかうように歩き去っていく。

　将しよう悟ごはあらためて、そばにいる心こ乃の枝えと雅みやびを見まわした。

　――もしかしたら、二人のどちらかが、俺おれの恋人になるかもしれないんだよな……。

　視線に気づいて、心乃枝もポッと顔を赤らめる。

　なんとなくいい雰囲気になったとき……将悟のおなかがキュ～ッと鳴った。

「――ま、とりあえず腹ごしらえだよな！」

「わたしも、おなかペコペコです」

　一方の雅は……さっきから、ぼんやりと会場を眺めている。

「どうした、雅？　食いに行こうぜ」

「んっ？　――も、もちろん食べるわよ。何食べよっかな～って考えてたの！」

「言っとくけど、タッパーは用意してないからな。なくならないうちに食べとけよ」

「持って帰らないわよっ！　将悟のバカッ!!」

　イーッと、子供っぽく舌を出す雅である。

　ふと将悟は、こないだの悲しそうな雅を思い出した。

　――もうあんなことがないように、雅にも心乃枝にも楽しんでほしいぜ。

「よ～し、それじゃみんなでまわろう！」

　将悟は思いっきり、心乃枝と雅の肩を抱いた。

「ひゃ!?　し、将悟さん……」

「ちょっ、将悟っ!?」

　突然抱かれて、心乃枝も雅も顔を真まっ赤かに染めた。

「ほしい料理があったら言ってくれよ。俺が取ってやるからさ」

　歩き出そうと中央のテーブルを見たとき、短い金髪で丸いメガネをかけた、一人の西洋人の姿が目に入った。穏やかな顔立ちながら、ただならぬ大物のオーラをまとっている。

「誰だれだろ……？　なんか、見たことある人だよな……」

「あの人、アメリカのパソコンソフト会社の会長さんですよ！」

「ほんとだ、ゲイル会長じゃん！　あたしも雑誌で見たことあるよ！」

　将悟もすぐに気づいた。今や世界的に名を知られた、超有名なＩＴ実業家だ。

　アメリカ人の実業家は気づいて振り返り、料理の取り皿を片手に歩いてきた。

「アナタガ、ショウゴサンデスネ」

　――そうだ。俺は帝みかど野のグループの社長を目指してるんだ。

　生涯の伴はん侶りよを探すだけじゃない。今からでも世界中の実業家と交流し、人脈を広げなきゃならないんだよな！

　将しよう悟ごは背筋をシャンと伸ばし、キリッと顔を引き締めた。

「はいっ。僕が帝みかど野の熊くま五ご郎ろうと鹿か野の子この息子である、帝野将悟です！」

「オォ、ジツニリリシイじゅにあデス！」

　ＩＴ実業家は将悟を褒めながら、両隣の心こ乃の枝えと雅みやびを見た。

「コチラノフタリハ、ショウゴサンノ、ワイフデスカ？」

「ワイフって……。ち、違います。ただの友だちですよ！　単なるクラスメイトです！」

　あわてて否定すると、チクチク痛い視線に気がついた。

　両側で、むーっとほおを膨らませて、心乃枝と雅が見つめている。

「やっぱり将悟さん、わたしのこと、ただの友だちとしか思ってなかったんですね……」

「将悟にとってあたし、『単なる』なんて言葉で片付けられる存在なんだ……」

「あ、いやその、すご～く仲のいい友だちってことで……」

「Ｏｈ！　サスガ、ミカドノじゅにあ！　コレゾ、じゃぱにーず・はーれむ！　ワタシ、カンドウシマシタ！」

「将悟さん……？　ハーレム……なんですか？」

「サイテー。将悟、あたしたちをそーいう目で見てたんだ……」

　――なんて答えりゃいいんだよっ！

「い、いえ、ハーレムとかそういうんじゃないですって！」

「ノン、ノン。イワナクテモワカリマース。ＸＢ○Ｘノげーむニアリマシタ。はーれむハ、ニッポンノブンカ。シュラバ、ヤンデレ、ホウチョウグッサグサ！　コレゾニッポンダンジノ、ハナミチデース!!」

　――文化でも花道でもねえええぇっ！

　心の中で叫ぶものの、世界的な大物を前に口に出せない将悟である。

「ショウゴサン、アチラデ、サイコウノはーれむニツイテ、カタリアイマショウ！」

　ＩＴ実業家は陽気な笑顔で、将悟の腕をつかんでずるずると引きずっていく。

　残された心乃枝と雅が、後ろから冷たーい視線を向けていた。

　――俺おれ、ほんとに包丁グッサグサにされないだろうなぁ……。

　背中に突き刺さる視線を感じながら、冷や汗をかく将悟であった。
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「はぁ……、偉い人たちと話すのも楽じゃないぜ……」

　将悟はため息をつきながら、しみじみとつぶやいた。

　パーティーが始まって三十分ほど。将悟はあれから何人もの参加者と挨あい拶さつすることになって、すっかりクタクタだった。相手は有名な企業の社長や重役など、社会的地位の高い人たちばかりだ。ちょっと挨あい拶さつするだけでも緊張してしまう。

「ま、これも社長になるのに必要なことだしな……。みんなはどうしてるかな」

　会場内をざっと見まわすと、心こ乃の枝えはデザート選びに夢中になってるし、凜香りんかは実業家の女性と歓談している。愛ま菜なは、ケーキコーナーでパティシエがケーキを飾り付けている様子を、わくわくした顔で見つめていた。

　テーブルから離れた窓の横では、柚ゆず璃り奈なが一人、遠くまで広がる夜景を眺めていた。

　将しよう悟ごはブドウジュースのグラスを二つ手に取って、窓辺の柚璃奈に近づいた。

「飲むかい？」

　将悟は振り返った柚璃奈に、ジュースのグラスを差し出した。

　それから二人で乾杯し、カツンとグラスをかち合わせる。

「今の乾杯は、何に対してですか？」

　将悟はまわりに聞こえないよう、声をひそめた。

「兄妹の再会を祝して」

　秘密を共有するように笑いあい、二人でグラスに口をつける。

「みんなを招待してくれたことも礼を言うよ。――このパーティーって、母さんの招待がないと参加できないんだろ？　俺おれだってそうそう頼めないのに、五人分も招待状を用意できるなんて、柚璃奈の父さんのコネクションってすげぇなぁ」

「わたくしは何もしてません。お父さまが鹿か野の子こさまに頼んでくれたのですから」

　――今度、柚璃奈を育ててくれた両親にも会いたいな。

　柚璃奈がこれだけ気品あふれながらもつつましく、家族思いの少女に育ったのも、育ての両親の教育によるものだろう。熊くま五ご郎ろうがこっそり多額の養育費を出していたらしいけど、人はお金だけで育つものじゃないし。

「――帝みかど野の」

　ふいに呼ばれて振り返ると、芽め依いが立っていた。

　何度見ても場違いなアヤしいコスプレである。むしろつまみ出されないのが不思議なくらいである。

「センパイ。たくさん食べられました？　あんまりレシピ盗まないでくださいよ。ホテルの客を取られたら困っちまいますから」

　しかし芽依は冗談に答えず、妙にマジメな顔で聞いてきた。

「神かん凪なぎの姿が見当たらないのだが、知らないか？」

「雅みやびですか？　そのへんで食べてると思いますけど……」

「会場内にいないんだ」

「いない？　おかしいな」

　将しよう悟ごはホールの中を見まわしてみた。確かに雅みやびの姿が見当たらない。

　けれど広いホールに大勢の人がいるのだ。人陰にまぎれているのかもしれない。

「それか、トイレにでも行ったのかも」

「――にしては、時間が長い。もう十分近く見えないのだぞ。携帯も切ってるらしく、つながらない」

　十分近く……。席を外すには、やや長い時間に思える。

　芽め依いは少し表情を曇らせた。

「ハイヤーに乗ってたときから、神かん凪なぎの様子がヘンだったのだ」

「ヘン……？　どういうことですか？」

「心ここにあらずというか……ずっと一人で、何か考えこんでいる様子で、気になってたんだ。話しかけられると、いつもの調子で答えるのだが」

「そういえば雅、さっきもぼんやりしてたような……。まさか、気分でも悪いのかな。慣れない場所で緊張して、体調崩したとか」

「捜したほうがよくないか？」

「そうですね。俺おれ、ちょっと外を見てきます。戻るかもしれないから、センパイはここで待っててください」

　将悟が歩き出すと、柚ゆず璃り奈なが追いかけてきた。

「わたくしも手伝います。二人で捜したほうが早いですよ」

「じゃあ手分けしよう。トイレかもしれないから、柚璃奈はそっちのほうを頼む」

　お互いに捜す場所を確認しあって、二人でホテルの廊下に出た。



「しっかし雅のやつ、どこ行っちまったんだ……？」

　将悟は玄関ロビーから外に出て、ホテル正面のロータリーを見まわした。

　ホテルマンに聞いたところ、雅らしい少女がエレベーターで降りていったらしい。それを追って将悟も一階まで来たけれど、結局そこで、彼女の足取りは途絶えてしまった。

「まぁ、このホテルも広いから、どっかで迷子になってんだろうけど……」

　もう一度よく捜そうと思い、将悟はロビーに戻った。

　ロビーフロントの前を通りかかったとき、遠くに瀬せ利り秘書の後ろ姿が見えた。ちょうど、荷物預かり所の受付の前だ。

　クロークルームの中から出てきたらしい。瀬利秘書は将悟に気づかないまま、奥の廊下へと足早に歩いて姿を消した。その先は、ホテルの事務室などがある場所だ。

　――そうだ、瀬利さんに聞いてみよう。捜すのに協力してくれるかもしれないし。

　将悟は瀬利秘書を追いかけた。狭い廊下に入ると、先に瀬利秘書の後ろ姿が見える。が、すぐにまた角を曲がり、見えなくなってしまった。

　将しよう悟ごは少し早足に歩いて、角を曲がったところで声をかけようとした。

「せ…………」

　瀬せ利りさん！と呼ぼうとして、声が出なかった。

　背後から口を何者かに押さえられ、腕をがっちりつかまれる。そのまま音もなく、角の手前に引きこまれた。

「…………っ!?」

　体も動かせず、わずかに視線を後ろに向けた。

　――衣い楠くす……!?

　ホテルマンの制服を着て髪をなでつけ、変装している。そのためとっさにわからなかったが、確かに衣楠の顔がすぐ背後にあった。

　――何をするんだ……？

　叫ぼうにも声が出せない。衣楠は無言のまま、視線で角の先をうながした。

　将悟はつかまれたまま、そっと曲がり角の奥を見た。

　瀬利秘書は小さなエレベーターホールで立ち止まり、携帯電話で話している。

「そうです。クロークの荷物に入っていました」

　声をひそめ、秘密でも話しているような口調だ。

「この写真なら、確実に熊くま五ご郎ろうさまの隠し子の証拠となります」

　唐突な言葉に、将悟の体中に緊迫感が走った。

　――写真？　父さんの隠し子の証拠……？

「えぇ。確かに彼女が、熊五郎さまから養育費を受け取っていたと確認できるものです」

　――養育費を受け取っていた……？　彼女がって、柚ゆず璃り奈なのことか!?

　どうして瀬利秘書がそんな話をしているのか、誰だれと話しているのか、将悟にはさっぱりわからなかった。ただ呆ぼう然ぜんとしながら、会話に耳をそばだてていた。

「これですべて、計画どおり実行できるでしょう」

　まるで陰謀でも企てるかのような声で……瀬利秘書は言った。

「決して将悟さまを、社長になどさせないために」

　――えっ!?

　その瞬間、将悟は心の中で絶句した。瀬利秘書の言葉が、理解できなかった。

　――俺おれを、社長になどさせない……？

　将悟は父のあとを継ぎ、次代の帝みかど野のグループ社長となるべく奮戦中だ。母にもそれを期待されている。そして母の秘書である瀬利秘書も当然、将悟の協力者である……

　……はずなのに。

　瀬利秘書は携帯を切り、警戒するように周囲を見まわし始めた。

　その瞬間、将悟は再び衣楠に引きこまれ、曲がり角の手前に身を隠す。

　しばらくしてもう一度エレベーターホールを見ると、瀬せ利り秘書の姿はなかった。

　エレベーターのランプが上階に向かって移動している。瀬利秘書はあの中だろう。

　彼女がいなくなったのを確認して、ようやく衣い楠くすは両腕の力をゆるめた。

　解放された将しよう悟ごは、ぷはぁと大きく息を吐き出した。

「い、衣楠！　どういうことなんだ!?」

　衣楠に向き直るなり、将悟は突っかかった。

「瀬利さんが、俺おれを社長にさせないって……」

「落ちつきたまえ、将悟くん」

　衣楠は将悟の両肩に手を当て、まっすぐ見つめながら声をひそめた。

「最近、どうも瀬利秘書の動きがあやしかったんだ。将悟くんの学校での様子を、異常なほど気にしていてね。帝みかど野の清流会に所属するボクにも、将悟くんの行動を逐一報告するよう求めてきた」

「俺の行動を？　そりゃまぁ、前から瀬利さんは、俺の世話をしてくれてるけど……」

「どうも不自然に感じたボクは、彼女を注意深く見守っていたのさ。もちろん将悟くんの行動については、無難な範囲でしか報告してないから安心したまえ」

「養育費の証拠の写真って、なんなんだ？」

「実は熊くま五ご郎ろう氏の死後、彼が十年ほど前、何度かにわたって百万円単位のお金を、自分の貯金から引き出していたことが判明している。それも秘密のうちに」

「つまり、こっそり俺の妹に養育費を渡してたのか」

「熊五郎氏が隠しごとをする理由は、隠し子以外に考えられないからね」

「その証拠になる何かが写った写真を手に入れたんだな。――だけど、俺を社長にさせないってのはどういうことだ？　なんのために……」

「帝野グループは今や、世界的な巨大企業だ。その社長の椅い子すを狙ねらっている人間は少なくない。ひそかに権力者になりたがっている者が大勢いる」

「瀬利秘書も、そういう誰だれかの協力者ってことなのか？」

「――以前、何度か将悟くんの妹の噂うわさが流れたことがあったね」

「あぁ。芸能週刊誌が突撃取材してきたり、深み流りゆう院いん学園の理事に、噂をネタに脅迫されそうになったことだよな。――まさか、それも瀬利さんのせいだってのか!?」

「それらの噂を意図的に流していたのは、おそらく瀬利秘書だ。マスコミや学園理事を利用して、将悟くんの妹の手がかりを得ようとしていたんだろう」

　――じゃあ瀬利さんは、最初から、俺の敵だったってことなのか……？

　父さんに隠し子がいる事実を利用して、俺が社長になるのをジャマしようってのかよ。

　隠し子。稀き代たいのカリスマ社長と称たたえられた帝野熊五郎の、唯一かつ大きな汚点だ。それを、息子の将悟を攻撃する手段にするつもりなのか……。

　将しよう悟ごは信じられない思いとショックのあまり、しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「いろいろ俺おれの世話をしてくれたのも、俺を監視するためだったってことかよ……」

「残念だが、それが真相のようだね。ボクも最初は半信半疑だったが、今の瀬せ利り秘書の言葉ではっきり確認できた。――将悟くんのまわりで、キミを社長への階段から引きずり落とそうとする何者かがうごめいているんだ」

「社長になりたいなら、堂々と名のり出てくれりゃいいのに。みんなが認める人物だったら、俺だって喜んで席を譲るさ。そのほうが帝みかど野のグループのためだもんな。――なのに、スキャンダルを利用して人をおとしめようだなんて……」

　将悟は握り拳こぶしを震わせた。

「父さんだけならまだしも、なんの罪もない妹まで利用しようってのかよ」

「ボクも帝野グループの一員として、そんな卑劣な人物が社長になるなど許せないさ」

「とにかく、早く母さんに知らせないと。母さんも騙だまされてるんだろ？」

「待ちたまえ。鹿か野の子こ氏は瀬利秘書を信頼している。今の時点では、鹿野子氏を説得できるほどの客観的な証拠がない。――それに、瀬利秘書は将悟くんの妹を見つけたと言っている。今話せば、鹿野子氏に隠し子の正体も知られることになる。将悟くんは、妹を守る準備はできてるのかい？」

　う……と将悟は口ごもった。

　母はスキャンダルを隠すために、妹の存在を認めないかもしれない。もし母が、隠し子などいない、将悟の妹など家族じゃないと言ったら……妹は深く傷つくだろう。

「でもそれじゃ、どうすりゃいいんだよ。このまま瀬利さんを放置しておくのか!?」

「鹿野子氏だって、帝野グループの中に敵がいることくらい承知している。彼女はそんな簡単に、してやられる人物ではないさ」

「敵か……。もしかしたら瀬利さん、誰だれかの命令で動いてるのかもしれないな」

「もう少し泳がせて、様子を見たほうがよさそうだ。――とにかく将悟くんも、これからは周囲に気をつけてくれたまえ」

　衣い楠くすは廊下を引き返し、ロビーに戻っていった。

　――くそ、俺はなんてことをしてたんだ……。

　瀬利秘書の目的が将悟の妹を捜すことなら、ＤＮＡ鑑定の手続きを依頼するなど、愚の骨頂だった。鑑定の結果が、彼女にだだ漏れだったのだ！

　そして、養育費を払った証拠になるという写真……。

　こうなったら危ないのは柚ゆず璃り奈なだ。将悟は携帯電話を取り出し、彼女に電話をかけた。

　しばらく呼び出し音が鳴って、柚璃奈が出た。

『お兄さまですか？　よかった、たった今、神かん凪なぎさん見つかりました！　ホテルの中で迷子になってたんですって。ここにいますので、代わりますね』

　少し間があって、電話口の向こうから雅みやびの声がした。

『あ、将しよう悟ご？　ごめ～ん、ロビーでホテルの売店行こうとしてたら、迷子になっちゃってさ～。あはは……』

　迷子になったのが恥ずかしいのか、雅はわざとらしく笑った。

「ったく、しょうがねぇなぁ。じゃあ帰りに、みんなで売店に寄ってこうぜ。嵯さ峨が良らセンパイも心配してたし、早く会場に戻ろう」

　雅は『わかったわよ～』と返事をして、もう一度柚ゆず璃り奈なに代わった。

『よかったですわね、お兄さま』

「柚璃奈も捜してくれてサンキュー。――それと、二人で少し話がしたいんだけど……そうだな、三階のラウンジまで来てくれるかな？」
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　ホテル三階にある休憩用ラウンジには小さなソファが並び、何人かの宿泊客がくつろいでいた。ラウンジの扉からは、中庭に面したテラスへ出ることができる。

　将悟と柚璃奈は人のいないテラスで、中庭の噴水を見下ろしながら話していた。

「――というわけなんだ。瀬せ利りさんははっきりと『帝みかど野の将悟を社長になどさせない』って言った。柚璃奈が俺おれの妹だって事実を、スキャンダルとして利用するかもしれない」

　将悟は、たった今見聞きしたことを柚璃奈に説明した。

　瀬利秘書が敵だということ。柚璃奈が妹だと知られてしまったこと。そしてそれが、将悟の社長就任を阻止するために利用されてしまうかもしれないことを。

「証拠になる写真ってのを、クロークルームの荷物で見つけたらしいけど、何か盗まれた形跡はないか？」

「鞄かばんを調べたのですが、なくなったものは何も……。もしかしたら、先日お兄さまにお見せした、熊くま五ご郎ろうお父さまからの封書を写真に撮られたのかもしれません。鞄の中に入れたままになっていましたので……」

「うーむ……。けどあの封筒とポストカードだけで、養育費の証拠になるのかな」

「ですが、熊五郎お父さまが養育費と一緒に送ってくれたものですから」

「あの封筒を、別の何かと照らし合わせると養育費の証拠になる、ってことかもな。どっちにしろ証拠を握られちまったのなら、やっかいだぜ」

「わたくしが妹だと知って、どのようにお兄さまを妨害するつもりなのでしょうか？」

「例えば『妹のことを世間にバラされたくなかったら、社長をあきらめろ』って脅迫するとかじゃないか？」

　柚璃奈はしばらく噴水を見つめ……

「――わたくしは、自分のことが世間に知られてもかまいません」

　穏やかだけど、強い意志のこもる声で言った。

「スキャンダルになって、マスコミに騒がれるんだぞ！　柚ゆず璃り奈なだって週刊誌なんかに追い回されて、記事のネタにされちまう」

「考えてもみてください。――これはスキャンダルかもしれません。ですが、あくまで熊くま五ご郎ろうお父さまのスキャンダルです。わたくしたちが恥ずべきことではありません。堂々としていればいいのです」

「俺おれの母さんや帝みかど野のグループの人たちは、スキャンダルを隠すために、柚璃奈が俺の妹だと認めないかもしれない。俺と柚璃奈が引き離される可能性だってあるんだぞ！」

「それは残念なことですが……しかたありません。わたくしは、鹿か野の子こさまとは血のつながりもないのですから、冷たくされても文句は言えません。お兄さまと引き離されるのは耐えられませんが……どうなろうと、隠れて会うことくらいできますよ」

「隠れてって……。そんな家族でいいのかよ!?」

「わたくしは熊五郎お父さまからも、育ての両親からも、もったいないほどの愛情をもらいました。そして……将しよう悟ごお兄さまが、わたくしを妹だと認めてくれました。それだけで充分です。ですからわたくしのことを心配せず、陰謀に立ち向かってください」

「怖くないのか？　瀬せ利りさん、具体的に何をするつもりか、わからないんだぞ」

「わたくし瀬利さんという人のこと、よく知りません。ですが少しも怖いと思いません。自分が隠し子と知ったときから、いつかこうなるかもしれないと、覚悟していました」

　生まれたときから隠し子として育てられた柚璃奈だ。

　将悟などよりよほど、辛つらい運命を受け入れる準備ができていたのかもしれない。

「柚璃奈は強いんだな」

「むしろお兄さまこそ、しっかりするべきですよ。淫いん蕩とうな生活はやめて、きちんと恋人を作るのです。将悟お兄さまは一人の女性を愛せる人だ、と証明するのです」

「一人の女性を愛する？」

「そうです。そんな評判が高まれば、誰だれもが、お兄さまが社長にふさわしい人物だと認めてくれるはず。危機をチャンスに変えるべきです」

「俺は父さんみたいに異母兄妹を作らないって姿を、みんなに見せるのか」

　瀬利秘書に裏切られたことは、正直ショックだ。

　けれど恐れる必要はないのかもしれない。将悟は柚璃奈という本当の妹を見つけたのだし、その彼女も、スキャンダルなど恐れないと言ってくれている。

「……わかったよ、柚璃奈。俺、スキャンダルなんか跳ね飛ばしてやるぜ」

「それでこそ、わたくしのお兄さまです」

「そうだな！　俺は一人の女性を愛するって、世間に証明するさ！」

「愛すると言えば……わたくし、さっき神かん凪なぎさんと一緒にいて感じたのですけど」

「雅みやび？　雅がどうかしたのか？」

「ずっと、将しよう悟ごお兄さまのことばかり話してたんです。もしかして、神凪さんってお兄さまのことを……」

　言われて、将悟はドキッとした。

「で、でもあいつ、いつも俺おれに突っかかってくるし……」

「神凪さん、ああ見えて本当はすごく繊細な人だって思います。だからお兄さまのことを想っていても、素直な言葉にできないんじゃないかしら」

　――雅、か……。

　今までは、雅が血のつながった妹かもしれず、彼女の気持ちに踏み込めないでいた。

　でも柚ゆず璃り奈なが妹だと判明した今なら、二人の仲をさえぎるものは何もない。

「柚璃奈は、雅のことどう思う？」

「わたくしですか？　そうですね……。わたくしは、神凪さんといいお友だちになれそうな気がします。――もし神凪さんが、お兄さまの恋人になっても」
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　将悟と柚璃奈はパーティー会場に戻った。

　――雅、どこにいるかな。

　勝手にホテルで迷子になって、心配かけやがって……。文句の一つも言ってやりたい。

　困ったやつだと思いながらも、なぜか腹立たしい気持ちにはならなかった。

『もし神凪さんが、お兄さまの恋人になっても』

　さっきの柚璃奈の言葉が胸に響くたび、鼓動が速くなる。

　けれどそれは今までの、雅に無理矢理キスされたり、彼女の体を見てしまったときのドキドキする気持ちとは、少し違っている気がした。

　すぐ迷子になってしまう雅を、支えてあげなきゃという気持ちのような気がした。

　そんな思いを抱えながら、彼女を捜して会場を歩いていると……

「しょ～ごぉ～ん」

　ろれつのまわらない甘ったるい声で呼びながら、誰だれかが背中にもたれかかった。

　振り返ると、雅が将悟の後ろから抱きつき、頭を彼の背中にスリスリさせている。

「もぉ～、ど～こ行ってた～のよ～」

「雅!?　どこ行ってって、そりゃこっちのセリフだっての」

　彼女は真まっ赤かな顔でニヘラ～と笑いながら、頭をフラフラさせている。

「将悟～、チューしよ～、チュー」

「チューじゃないだろっ。こんな人前で……」

　押さえる将しよう悟ごの言葉も聞かず、雅みやびはまるでキス魔みたいに唇を寄せてきた。

　と、彼女の口元から、ほんのりとワインの香りが漂ってくる。

「……お前まさか、酔ってるのか!?」

「酔って～なんか～、な～いよ～」

　――明らかに酔ってるな……。いったいなんで……。

「将悟さん！」

　心こ乃の枝えと芽め依いが駆けてきた。

「心乃枝、雅のやつ、どうしちまったんだ!?」

「グレープジュースと間違えて、赤ワイン飲んじゃったみたいなんです」

「間違えて飲んだって……一口飲めば気づくだろ」

　芽依が雅を心配そうにのぞきこんだ。

「会場に戻って来るなり、グラスを手に取ったんだ。わたしが気づいて注意しようとしたが、それより早く一気に飲んでしまったのだぞ」

「一気に……？」

「動揺してるようだった。――おい帝みかど野の、ヘンなことしたんじゃないだろうな！」

「してませんって。雅を見つけたのは柚ゆず璃り奈なだし……」

「そ～ぉ～、あた～し見～つかっちゃった～」

　ヘラヘラと笑いながら言ったかと思うと、次の瞬間、雅はぐらりと倒れるように、頭を将悟に預けてきた。

「おい、雅！　雅!!」

　肩を揺すっていると、見る間に雅の顔色が真まっ青さおになった。

「き……気持ち……悪いよぉ……」

　騒ぎに気づいたらしく、まわりの参加者たちがざわめきながら、心配そうに見ている。

　将悟はぐったりしている雅に肩を貸し、心乃枝と芽依に手伝ってもらいながら、再びパーティー会場の外へ出た。



　暖色の照明が、広い室内を照らしていた。壁には額入りの大きな風景画がかけられている。並んだクローゼットや鏡台も、豪ごう奢しやな装飾がほどこされた最高級品だ。天井には、きらびやかな小型のシャンデリアが吊つるされていた。

　ここは、ホテルの上階にある最高級のロイヤルスイートルームだ。

　部屋のまん中には大きなダブルベッドが置かれている。綿菓子のように軽く柔らかいベッドは、まさに王族の眠りにふさわしい。

　そんなベッドに雅が横たわって、静かに寝息を立てていた。彼女を休ませるため、母の鹿か野の子こが特別にこの部屋を使えるよう、手配してくれたのだ。

「もう大丈夫だと思う。あとは俺おれが見てるから」

　ベッドの端に座った将しよう悟ごは、心配そうに立っている心こ乃の枝えと芽め依いを見上げた。

「ほんとに戻ってもいいんですか？　わたしたちも手伝いますよ」

「ありがと、心乃枝。もう充分手伝ってもらったし。それにせっかくパーティーに来てくれたんだから、楽しんでってもらわないと俺の顔が立たないぜ」

　心乃枝と芽依は、気分を悪くした雅みやびを今まで介抱してくれていたのだ。

「帝みかど野のに懐いてるみたいだなぁ」

　芽依は雅の寝顔を見て、しみじみとつぶやいた。

　雅は親鳥に甘える雛ひなのように、顔を将悟のほうに寄せている。

　その寝顔を見ながら、心乃枝もくすっと笑った。

「神かん凪なぎさん、将悟さんが深み流りゆう院いん学園に編入してから、明るい性格になったんですよ」

「そういや出会ったころの雅って、今よりももっとヒネクレ者だったもんな。教室で最初に顔を合わせたときなんて、ぷいって目を反らされたんだぞ」

「じゃあ将悟さん、あとはおまかせしますね」

「いいか帝野。くれぐれもヘンなことするんじゃないぞ。この好色漢め」

　芽依が疑わしそーな目を将悟に向ける。

「だから、しませんってば。好色漢って……。それにしても意外だな。センパイ、こんなに雅のこと気にしてくれてたなんて」

「うん？　まぁ『りりかる☆しすたぁず』の上客だからな。そのくらいは当然だろう」

　芽依は何度も雅を振り返りながら、心乃枝と一緒にスイートルームから出ていった。

　――上客だから、か。そんなもんなのかな。

　でも雅、そんなにセンパイの『いもうとカフェ』に通ってたっけ？

　考えていると、雅の頭がもぞもぞと動き、うっすらと目を開けた。

「将悟……いてくれたんだ……」

「しょうがないだろ。まったく、迷子になったり間違えてワイン飲んだり……嵯さ峨が良らセンパイにドジっ娘この称号もらえるぞ」

「ごめん……」

「はは、いいさ。とにかく今は、ゆっくり休みな。俺もついてるから」

　話していると、再びスイートルームの扉が開いて、母の鹿野子が歩いてきた。

「母さん。部屋使わせてくれて助かったよ。雅、だいぶ気分よくなったみたい……」

「いったい、何をしているのですかっ！」

　将悟の前に来たとたん、母の怒鳴り声が頭上に降りかかる。

　――やば、雅がワイン飲んじまったこと、怒ってるのか!?

「いやこれは、ジュースとワインを間違えただけでですね、決してわざとじゃ……」

「そんなことを言ってるのではありません！　女性をパーティーに招待しておきながら、きちんとエスコートもできないとは……。恥を知りなさいっ!!」

「は、はいっ！」

　雷に打たれたように全身を縮こまらせる将しよう悟ごである。

　それから鹿か野の子こは腰を屈めて、雅みやびの顔をのぞきこんだ。

「大丈夫？　気分はどう？」

「へ、平気……です……。ちょっと寝たから……」

「本当に大変だったわね……。せっかく来てくれたのに、こんなことになってごめんなさいね。――特製のケーキを用意してもらうから、ぜひ、おみやげに持って帰ってね」

　コクリとうなずく雅に、鹿野子はにっこりとほほ笑みかけた。

　――こんな優しい顔の母さん見るの、久しぶりだな。

　いつも厳しい母。優しい表情なんて、将悟は子供のころ以来見てない気がする。

　でも今みたいな母なら、隠し子の妹だって、家族として認めてくれるかもしれない。たとえスキャンダルが巻き起こっても、妹を守ってくれるかもしれない。

　もちろん、うまく行くかはわからない。さっきのように、将悟が妹のことを口にするだけで激げき昂こうする母だ。夫の隠し子の正体を知った瞬間、怒りを爆発させるかもしれない。

　隠し子は、帝みかど野の家や帝野グループの名誉を傷つける存在なのだ。そんな存在を、認めてなどくれないかもしれない。

　――でもいつかは、俺おれの妹のこと、家族として受け入れてくれたらいいな……。

「あの、母さん……。ありがとう。雅のこと、心配してくれて」

「将悟。何度も言いますけれど、ご学友を招待した以上、きちんと責任を持ちなさい」

「わ……わかりましたって。――せっかく母さんも、招待を許してくれたんですし」

「わたしは、無責任に五人も招待するなど、感心しなかったのです。瀬せ利りが将悟のため、どうしても招待状を用意させてほしいと言うから、しかたなく認めたのですよ」

　それを聞いたとき、ふと将悟は違和感を覚えた。

「瀬利さんが……？」

「将悟が無理を言って依頼したそうではないですか」

　――あれ？　招待状を依頼したのは柚ゆず璃り奈なで、彼女の育ての父が母さんに頼んでくれたからじゃなかったっけ？

　瀬利さんは、柚璃奈も彼女の両親も、名前しか知らないって言ってたはず……。なんで瀬利さんがわざわざ用意してくれるんだろう？

「おかしいな。母さん、誤解してない？　柚璃奈の父さんから頼まれたんじゃないの？」

「柚璃奈さんのお父さま？　何を言っているのですか？　将悟、言い訳ばかり見苦しいですよ！　ご学友のためとはいえ、わがままもほどほどになさい！」

　ピシャリと言われ、将しよう悟ごは黙りこんだ。

「では、これで戻りますので。将悟、しっかり神かん凪なぎさんを面倒見て差し上げるのですよ」

　鹿か野の子こはスイートルームを出ていった。

　――なんか、柚ゆず璃り奈なの言ってたことと違うような……。

　そりゃまぁ、最終的には俺おれのために招待状を用意してくれたようなもんだけどさ。だからって俺のわがままにしなくてもなぁ……。

　どうにも、イマイチ納得がいかない将悟である。

　再び二人きりになると、雅みやびがむくっと上半身を起こした。

「なんか暑い……。汗かいちゃった」

「気分悪そうだったもんなぁ。冷や汗たくさんかいたんだろ」

「シャワー、借りてもいいかな？」

「うーん……ちゃんと借りた部屋じゃないけど、まぁ、いいんじゃないかな。あとで母さんに謝っておくよ」

「……ありがと」

　雅は力なくほほ笑みながら、ベッドから出た。

「いいか？　この部屋って、一泊ン十万円もするんだってさ。そんな部屋のシャワーなんて、俺だって浴びてみたいぜ。だから俺のぶんまでじっくり味わって浴びるんだぞ」

「どうやってシャワー味わうのよ。ヘンなの～」

　口を尖とがらせながら、雅はシャワールームへと向かう。

　――だいぶ元気になったみたいだな。

　将悟はホッとしながら、歩いていく雅の背中を見送った。

「覗のぞかないでよね！」

「はいはい、覗かないって」

「音も聞いちゃダメ！」

「そりゃ無理だろ……」

「将悟、絶対ドアにへばりついて聞き耳立てるんだから」

「へばりつかないし、聞き耳もたてねぇよっ！」

　将悟は立ち上がって、シャワールームとは反対側の窓際に歩いた。

「ほら、離れてるからさ。妙な心配するなって」

「む～。ずっとそこにいなさいよ～」

　雅はシャワールームに入ってバタンと扉を閉めた。

　やがて中から、シャワーの軽快な水音が響いてくる。

　将悟はすることもなく、なんとなく室内を見まわした。

「にしても、ほんと、すげぇ部屋だよな……。どんな人が泊まるんだろ」

　枕まくらが二つ並んだダブルベッドがあるところからして、夫婦や恋人同士で泊まるための部屋なんだろう。

「う、う～む、こんな部屋で新婚生活を迎えたら、すげぇ盛り上がりそうだよな……」

　――ていうか今、俺おれってスイートルームで雅みやびと二人きり……。

　しかも雅は、シャワーを浴びている……。

　思わず、シャワー中の雅を想像してしまいそうになって、ぶんぶんと首を横に振った。

　――なな、何考えてんだ、俺はっ！

　あわててくるりと体を反転し、窓枠に手をついて外の景色を眺めた。

　天には瞬く星々、地には遠くまで広がる街の夜景。どこまでも無限に続く光の洪水は、どんな宝石よりも美しく輝いて見える。

　――もし、俺に恋人ができたら……。

「こんな豪華スイートルームに泊まるのは無理でも、せめてきれいな夜景を見られる場所に連れていってあげたいよな……」

　将来、隣で一緒に夜の光を見てくれる女の子は、誰だれなんだろう……。

　そんなことを考えていたとき……ふっと、音もなく部屋の明かりが消えた。

「な……なんだ？　停電？」

　部屋の中を見ようとするが、突然の暗さに目が慣れず、何も見えない。

「おーい、雅、大丈夫か？」

　シャワールームのほうに向かって声をかけるが、返事はない。

　いつの間にかシャワーの音は聞こえなくなっていた。

「おーいっ!!」

　部屋の中側に進んで、もう一度大声で叫ぶ。

　キュッ……と、何かが突然、将しよう悟ごを正面から抱きしめた。

　細い腕が将悟の背中にまわされ、胸に小柄な体が寄りかかっている。

「み……やび……？」

　少しずつ暗くら闇やみに目が慣れると、雅の頭がうっすらと見えた。

　シャワーを浴びて濡ぬれた髪が、将悟のあごやほおに冷たく貼はりつく。

「雅が電気消したのかよ。何も見えないから、ちょっと離れなって……」

　将悟はピッタリくっついている雅の体を引き離そうとした。

　両手を前に押し出そうとした瞬間、ふんわりとしたタオルの感触が広がる。

　少しずつ目が慣れてきて……雅の、丸出しの肩が見えた。

「え……雅……まさかお前……」

　今、雅は……バスタオル一枚だけの姿らしい。

　ふにゅっと、将しよう悟ごの体に雅みやびの胸の、柔らかい感触が当たっている気がした。

「お、おい雅っ！　まま、待ってくれ、そんな突然っ……！」

　心臓がドキッと高鳴って、あわてて後ずさろうとした。

　その瞬間足がもつれ、ふらついてしまう。将悟の体がバランスを崩し、しがみついていた雅も引っぱられた。

　ポフッ、と二人の体が、柔らかなベッドに倒れこんだ。全身が軽く弾んで、体中、包みこまれるような心地よさに覆われる。

「みや……び……」

「将悟……」

　スイートルームのベッドに並んで体を寝かせ、二人は見つめあった。

　将悟の前には、裸にバスタオルを巻いただけの雅が横になっている。

　倒れた拍子に、将悟の手がタオル越しに雅の胸に触れていて……

「ごご、ごめんっ!!」

　あわてて手を引っ込めようとすると、雅が両手で抑え、そのまま胸に押し当てた。

「……あたしの胸……どう……？」

「どど、どうって!?」

「見た目より、あるでしょ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　真っ平らな雅みやびの胸なのに、こうして触れると……ふにふにと、ほのかな弾力があった。

「た、確かに言われてみりゃ、思ったより柔らかい……って、そうじゃなくて！」

　雅は体を寄せ、転がるように将しよう悟ごの上に乗りかかった。

　バスタオルがはだけかかって、裸の背中がほんのり、夜景の光に浮かび上がる。

　雅の体は、小柄できゃしゃで、羽のようだった。

　なのに圧倒的な存在感があって、将悟は押しつけられたように動けない。

「ねぇ、将悟……。このままずっと、一緒にいよ？」

「で、でもその……心の準備ってものが……」

「じゃあ、あたしが、心の準備させてあげる」

　雅は両腕を将悟の首にまわし、ゆっくりと顔を……唇を近づけてきた。

　将悟はごくりとつばきを飲みこんだ。

　――ほんとに……ほんとに雅は、俺おれのことを好きでいてくれたのか……。

　はだけかかっていたバスタオルが雅の肌をすべり、はらりと落ちる。

　暗くら闇やみに浮かび上がる雅の体は、ほっそり繊細で美しい。

　一糸まとわぬ雅と、こんな真っ暗なスイートルームで二人きりで抱きあって……きれいな体を、めいっぱい抱きしめたい。

　かわいらしい体に、もっともっと手を触れたくてしょうがない。

　こんな愛らしい雅を手放したら、それこそ一生後悔してしまう。

　――そうだ、俺はきちんと、一人の女の子を愛さなきゃいけない。

　少しずつ、少しずつ雅の顔が近づき、彼女はゆっくりと目を閉じて……

　将悟も、呼応するようにゆっくりと目を閉じていって……

　その瞬間、雅の目の端で、夜景の光に涙がキラリと反射した。

「雅……？　……泣いてるのか？」

「将悟……ずっと……いて……」

　雅の体が止まり、震える声でつぶやいた。

「お願い……。ずっと、そばにいて……。どこにも、行かないで……」

　甘く暖かい空気がかき消え、突然雨が降り出したように冷たくなった。

「どうしたんだよ、急に!?　俺はここにいるって！」

　雅はうなだれるように、頭を将悟の胸に乗せた。

「いやだ……いなくなっちゃ……いやだよ……」

　叫ぶ雅の声は途切れ途切れで、キュッとつむった目から、一滴、また一滴と涙がこぼれ落ち、将悟のタキシードを濡ぬらす。

「いや……だ……」

　悲痛な声に言葉もなく、そっと雅の背に手を置いた。

　素肌の背中が小さく震えていた。

「俺おれは、ここにいるから」

「嘘うそ……」

「嘘じゃない」

「嘘よ……。将しよう悟ご、いなくなっちゃった。ずっと、病院で一緒に遊んでたのに、会えなくなっちゃったじゃない……」

　将悟は雅みやびの言いたいことに、ハッと気がついた。

　十年近く昔、二人がまだ幼かったころの思い出。

　将悟が事故で大ケガをして入院していた病院。そこで将悟は、父親の通院に付き添っていた雅と出会った。

　二人は仲良くなり、一緒に遊んだりしたはずなのに……それきり、会うことはなくなってしまった。深み流りゆう院いん学園で偶然再会するまで、離ればなれだったのだ。

　事故の後遺症で、将悟には当時の記憶はほとんど残っていない。

　幼い将悟と雅がどうして離ればなれになったのか、本当の理由はわからない。

　たぶん、そんな大した理由じゃないと思う。どちらかの治療が終わったため、病院をおとずれる必要がなくなった。それで会うこともなくなった。それだけのことだろう。

　けど、そんなごく平凡な別れが、幼い雅には深く傷つく出来事だったのかもしれない。

「俺たちは一度離れたかもしれない。けどまた、こうして出会えたじゃないか。ずっと離ればなれになんか、ならないんだよ。これからは雅のそばにいるからさ」

「ほんとに……ほんとにいてくれる……？」

「あぁ、もちろんだ」

「指切りして……」

　将悟と雅は、お互いの小指を絡ませあった。

　すると雅の震えが少しずつ小さくなって、ゆっくりと治まっていく。

「約束……だからね……」

　安心したのか、それとも疲れたのか、雅はゆっくりまぶたを閉じた。

　将悟の胸に頭を乗せて、小さな寝息を立て始める。

　――雅のやつ、ヘンな夢でも見たのかな。

　きっと雅は、不安な悪夢に突き動かされて、こんなふうに泣きながら将悟に迫ってきたんだ。救いを求めるみたいに。

　将悟は静かにベッドから出ると、眠っている雅に、そっとかけ布団をかけてあげた。

　そのままじっと、雅の寝顔を静かに見守っていた。



　そうして、帝みかど野のグループの謝恩パーティーは無事に終了した。

　将しよう悟ごたちは会場をあとにして、再びホテルの玄関ロビー前に集まっていた。

「本日は世界中の素晴らしいかたがたとお話しできて、本当に有意義な時間でしたわ」

　凜香りんかが両手を胸に当て、満足そうな表情を浮かべる。

「愛ま菜なも、た～っくさんポテチ食べて、おなかいっぱいになっちゃった～」

「天てん導どう会長はポテチしか食べなかったのかよ」

「そんなことないよ～。キャビアポテチのほかに、トリュフポテチも食べたもん！」

「……ま、二人とも喜んでくれたみたいで、俺おれも鼻が高いぜ」

「帝みかど野のセンパイは、お母さまに怒られていてばかりのように見えましたけど？」

　チクリと刺す凜香の言葉に、将しよう悟ごは情けなく背を丸めた。

「頼りないエスコート役でスミマセンです……」

　続いて隣の芽め依いを見ると、さっきの心配そうな表情はもう消えていた。

「嵯さ峨が良らセンパイ、いろいろ世話になりました。パーティーは楽しんでもらえました？」

　聞くと、芽依は少し不機嫌そうに眉み間けんにシワを寄せた。

「聞け、帝野。アラブの石油王が出席していてな、さっそく『りりかる☆しすたぁず』との事業コラボレーションを提案したのだ。ところが『ノーサンキュー』などとあっさり断りやがったのだぞ。きっと利益を独占しようとしてるのだ。なんとがめつい男だ！」

「いもうとカフェと石油王がどんな事業提携するんですか。嵯峨良センパイ、ワールドワイドで強気ですね……」

　雅みやびのほうを見ると、一眠りしたせいかすっかり体調も回復し、元気になっている。おみやげにもらったケーキの箱をニコニコと抱えていた。

「えへへ～。帰ったらさっそく食べるんだ～」

「いいなぁ。どんなケーキなんですか？　見たいなぁ」

　隣で、心こ乃の枝えがうらやましそうにケーキ箱を見つめている。

「あたしがもらったんだからねっ！　横取りしないでよっ、いやしんぼ！」

「よ、横取りなんかしませんっ！」

　――元気になったとたんケンカかよ。

　さっきみたいに悲しそうな顔してるより、ずっといいけどさ。

　ロータリーにハイヤーが止まって、女の子たち五人は乗り込んだ。

　ハイヤーは走り出し、窓の中から、将悟と柚ゆず璃り奈なに手を振ってくれる。

　将悟も手を振り返しながら、ずっと遠ざかっていく車を見送っていた。
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　その日の夜遅く。どこかにある部屋の風ふ呂ろ場ば。

　浴槽に、とある一人の少女が身を沈めていた。

　正面に渡した風ふ呂ろフタの上にチェス盤を乗せ、置かれた駒こまをじっと見つめている。

　盤の中央には黒のキング。それを取り囲むように、白のポーン、ナイト、ルーク、ビショップ、クイーンの五つの駒が置かれている。

　少女は盤上に手を伸ばし、六つ目の駒、白のキングを置いた。

「うふふ、面白い局面になってきましたね。次はどう動かせばいいのかしら」

　黒のキングを指先でつまんで軽く持ち上げ、迷うように前後左右に振った。

「どっちへ移動してもチェックメイト。これじゃ、逃げる先がありません。でもね……」

　少女は黒のキングを、自分の裸の胸元に寄せた。

「安心してください、将しよう悟ごお兄さま。最後にお兄さまをチェックメイトするのは、必ずこのわたくし。それが運命なのですから」

　つぶやきながら、いとおしそうに黒のキングを自分の胸に強く押し当てた。

「あっ……お、お兄さま……っ」

　まるで将悟自身の指で触れられているような気がして、少女は艶つやっぽい声を上げた。

　歓喜に全身が震え、風呂のお湯が小刻みに波立つ。

「将悟お兄さま……。わたくしは、身も心も差し上げる覚悟はできています。全部、お兄さまの好きなようにしてくれていいのですから……」

　駒をチェス盤の隅に戻し、うっとりした息を吐きながら、肩までお湯につかる。

　手を伸ばして、浴室の棚に置いてあった携帯電話を取った。防水用のビニール袋に入っている。風呂に入りながら電話でおしゃべりするのに便利なものだ。

　携帯電話のボタンを操作して、動画再生のメニューを表示させた。再生ボタンを押すと、携帯電話の画面に映像が流れ出す。

『改造戦士グランベリオン』という、十年ほど前に放送されていた、マイナーな特撮ヒーロー番組の映像。どこかの特撮マニアが、動画投稿サイトにアップロードしたものだ。

　画面では、メイド服を着た、幼い女の子のキャラクターがちょこまかと動いている。ちゃちな特撮でロボットのような変装をして、音声も機械ふうに加工されている。

　それが『ペリンちゃん』という名前のキャラクターだ。

　将悟が、子供のころ好きだったヒーロー番組のアイドル。

　メイドながら主人公を『お兄さま』と呼ぶそのしゃべりかたは、たった今の少女のつぶやきによく似ていた。

「お兄さまは、このキャラクターがとっても好きだったのですね……」

　いや、この謎なぞの少女こそ口調をマネているのかもしれない。自分の正体を隠すために。

「そして今、将悟お兄さまが好きになるのは、このわたくし。血のつながった妹と恋人になって、結婚して……わたくしはお兄さまを、一生お守りするのですから」



    

  
    
      


４章　妹？　それとも恋人？



　七月も半ばになり、深み流りゆう院いん学園の授業も午前中のみの短縮授業に入っていた。

「はぁ～」

　授業前の休み時間、雅みやびは自分の席で、気けだるそうにため息をついている。

「さっきからため息ばっかじゃねぇか」

　将しよう悟ごが聞くと、雅はチラッと見返した。

　それからまた「はぁ～っ」と、大げさにため息をつく。

「もうすぐ水泳大会の予選なのにさ、プールの使用時間削られちゃったのよ」

「削られたって、なんでだよ」

「ウォーターポロ部が全国大会出場決まって、練習時間拡大したいんだって。そのぶん、水泳部が使える時間が減っちゃったの。男子水泳部とも使い分けなきゃいけないし」

　ウォーターポロとは、プールでおこなう水球競技だ。

　将悟は反対側の隣に座る心こ乃の枝えを見た。

「そういうもんなの？」

「学校設備は各部活で共用してますから、使用時間が重なってしまうときは、どちらかが譲歩することになってしまいますね」

「別にあたし、文句言ってるんじゃないわよ。今までにもたくさん練習して、準備も整えてるし。――ただ、今朝になって急に言われたからさ」

　たぶん雅は、はりきってたのに突然練習時間の短縮を言い渡されて、ちょっとばかりやる気が削がれてしまったんだろう。

　なんとかしてやりたいけど、部外者が部活動に口出すのもヘンだしなぁ……。

　と、心乃枝が思いついたように手を叩たたいた。

「わたし、スポーツクラブのパス持ってますよ！　専用の屋内プールもある施設ですから、よかったら使いませんか？　会員専用の施設ですから、好きなだけ泳げますし」

「心乃枝、スポーツクラブに通ってるのか？」

「パパの友だちが経営してるクラブなんです。それでゲスト用のパスをもらえたんですけど、あまり使わなくて……。今日の放課後、どうです？　神かん凪なぎさん」

　いつもケンカしてるけど、いざというときには優しい心乃枝だ。

　雅は照れたような戸惑ったような、複雑な顔をした。

「でも……あたし一人で練習しても気合い入らないし……」

「パスは何枚もありますから、将しよう悟ごさんもどうですか？　パーティーのお礼に」

「俺おれも？　それじゃあ、お言葉に甘えようかな。――どうだ、雅みやび？　みんなで一緒に行ってみないか？」

　雅は将悟と心こ乃の枝えの顔を交互に見て……

「そんなに言うなら……どうせヒマだし、せっかくだから行ってあげてもいいわよ」

　ちょっと顔を赤くしながらうなずいた。

　――ったく、ほんとはうれしいくせに。

　そんな雅の頭を、なでてやりたくなる将悟だった。



　というわけで午前中でその日の授業が終わり、いったん家に帰ったあと、将悟と雅は心乃枝に連れられて、駅前にあるスポーツクラブにやって来た。

　屋内に、五十メートルの競泳用プールが作られている。天井は三階分の吹き抜けになっていて、壁の窓からは、明るい夏の陽が射しこんでいた。

　将悟は男子更衣室で水着に着替えると、プールサイドに出た。平日の昼間だからか、ほかに利用者の姿はない。これなら思う存分泳げそうだ。

　広いプールを見まわしていると、背後からぺたぺたと裸足で歩いてくる足音がした。

「お、雅も心乃枝も来たな」

　雅はいつも水泳部で使っている、まっすぐ紫のラインが入った競泳水着を着ていた。そして心乃枝は、学校のスクール水着である。

「うぅむ……。競泳水着とスクール水着か……。こうして並ぶと、なんとも言えない味わいがあるっていうか……」

　思わず、二人の姿を見比べてしまう将悟である。

「何ヨダレ垂らしてんのよっ！　このヘンタイ!!」

　ペシッと、雅が持っていたタオルを投げつけた。

「ヨダレなんか垂らしてないだろ」

「うっさい！　集中して練習するんだから、ヤラしい目で見ないでよね！」

「わかったってば。ジロジロ見ないから」

「チラッと見るのもダメ！」

「はいはい。見なきゃいいんだろ。雅のほう絶対見ないからさ」

「む～。何よその言いかた。あたしの水着姿なんか、魅力ないって言いたいの？」

「見てほしいのかほしくないのか、どっちなんだ」

「ヤらしくない目で見なさいよ！　どうせ将悟、ヤらしい目しかできないけど！」

「……ったく、矛盾したことばかり言いやがって」

　ふんっと肩を怒らせ、雅はプールのほうに歩いていく。

　準備体操をし、それからスタート台に上がった。

　弧を描くフォームで水面に飛びこむ。突き刺さる槍やりのように鋭く水中に沈み、しばらく潜水したのち顔を出す。そのまま、滑らかなクロールに移行した。

「こうして見ると、やっぱりきれいな泳ぎするよなぁ」

「神かん凪なぎさん、小学生のときから水泳やってたそうなんですよ」

「そんな昔からか。どうりで泳ぎがうまいわけだぜ」

「深み流りゆう院いん学園の入学も、中学校の水泳部での実績が認められたからとか。水泳部の部長さんが自慢げに話してました」

「へぇ……。推薦入学ってやつなのかな。雅みやびに似合わねぇなぁ……」

　思わず、彼女が聞いてたら殴られそうなことを言う将しよう悟ごだった。

「――ま、立っててもしょうがないし、俺おれたちも泳がないか？」

「そうですよね。じゃあ将悟さん、ジャマしないようにあっちで泳ぎましょう」

　連れていこうとして、心こ乃の枝えは将悟の手を取った。

　水着の彼女に手を握られた瞬間、胸がドキッと高鳴る。

　鼓動が伝わったのか、心乃枝も緊張したように体を強こわばらせた。

「あ、いえ……その……」

　ほんのり顔を赤くする心乃枝を見つめた。

　そのまま、二人の顔が近づきそうになったとき……ふいに心乃枝は目を反らし、握っていた手を離した。

「今は、やめておきましょう」

　くすっと笑い、雅のほうを見た。

「神凪さん、一生懸命練習してるんですし」

「そうだよな。俺たちもマジメにしてないと」

　また、こないだ将悟の部屋で起きたように、雅を傷つけることを繰り返したくない。

「将悟お兄さま！」

　突然の声に振り返ると、真っ白なワンピースの水着を着た柚ゆず璃り奈なが立っている。

　白が陽ひ射ざしにまぶしく反射して、黒いセーラー服のときとは対照的に、明るく咲く白百合のような印象だ。

「柚璃奈!?　なんでここに……？」

「このスポーツクラブの会員なんですよ。今日は暑いから、一泳ぎしようと思いまして」

　柚璃奈は将悟の隣に立ち、甘えるように両手で彼の左腕をつかんだ。

「そうだ、せっかくですから、わたくしに泳ぎを教えてもらえませんか？」

「泳ぎか？　そりゃまぁいいけど……。別に俺、そこまで得意じゃないぞ」

「うれしい！」

　柚ゆず璃り奈なは無邪気な顔で、将しよう悟ごの腕に抱きついた。

　肘ひじが彼女の胸に当たって、そんなに大きくない膨らみなのに、ほんのり柔らかい感触が伝わってくる。

「お、おい、柚璃奈っ、くっつきすぎ！」

「だって、うれしいんですもの！」

「うれしくったって、俺おれたち兄妹なんだから……」

「兄妹だから、なんなのです？」

　柚璃奈はきょとんとした目で見上げた。

　彼女を見下ろすと……胸元で水着の縁がたわんで、胸の奥が見えそうだ。

　将悟はあわてて目を反らし、心こ乃の枝えのほうを向いた。

「な、なぁ心乃枝。俺たちで、柚璃奈に泳ぎを教えてやろう……ぜ……」

　心乃枝は、むっ、って顔でほおを膨らませ、将悟をにらんでいる。

「将悟さん！　何デレデレしてるんですかっ!?」

「デレデレなんかしてないよ！」

「そんなにくっついて……。兄妹なのに……」

「そそ、そうだよ、兄妹だよ。兄妹なんだから気にするな！」

「将悟さん！　あっちでわたしとマジメに泳ぎましょう！」

　心乃枝は引っぱるように、柚璃奈とは反対側の腕に抱きついた。

　すると柚璃奈が、心乃枝に冷ややかな視線を送った。

「わたくしが先に頼んだのです。割り込みはやめていただけませんか？」

「割り込んでません！　わたしが将悟さんを連れて来たんです！」

　むむむ～っ……と歯を食いしばりながら、クラスメイトと妹がにらみあった。

「お兄さま～っ。わたくし、兄妹二人っきりで泳ぎたいです～」

　柚璃奈はピッタリと、将悟の体の横に抱きついた。

　未熟な胸がふにっと将悟の脇わき腹ばらに当たって、胸がドキッとしてしまう。

「だだ、だから柚璃奈っ、俺たち……」

「兄妹なんですから、もっと仲良くしましょう！」

　――くっ、か、感じるな……何も感じるな……!!

　お、俺は、妹の胸にドギマギするようなヘンタイじゃないんだ……っ!!

「こ、心乃枝、早くあっちに行こうぜ……」

　助けを求めるように心乃枝を見ると、ゴゴゴゴ……と燃え上がる視線を向けている。

「いやこれ、スキンシップだから！　兄妹のスキンシップ!!　――自分でも何言ってるのかわかんねーけど、そういうことだから!!」

「じゃあ、わたしもスキンシップです！」

　心こ乃の枝えは、柚ゆず璃り奈なと反対側の体に抱きついた。

　高校生らしくほどよく成長した胸が、将しよう悟ごの脇わきをぽよんと押してくる。

「さ、さすが柔らか……じゃなくて、心乃枝まで、なんでスキンシップなんだよ!?」

「クラスメイトのスキンシップです！　わたし、クラス委員ですから!!」

「それは普通に意味わかんないからっ!!」

　――こ、このままじゃ俺おれ、心乃枝と柚璃奈の胸に押し潰つぶされちまうぞっ！

「た、頼むから二人とも、あんまりくっつくなって……！」

　将悟はサンドイッチのごとく体を押しつけてくる二人を引き離そうともがいて……ふと、自分に向けられたキツーイ視線に気がついた。

　ハッと目を向けると、プールから上がった雅みやびが立って、怒ったようなあきれたような、冷たい視線を送っている。

「雅……」

　雅は無言でつかつかと歩いてくると、奪うようにガシッと将悟の腕を取った。

　怒りに気け圧おされて、心乃枝と柚璃奈が将悟から離れる。

　雅はくるりときびすを返し、将悟の手を引っぱったまま大おお股またに歩き始めた。

「おい、雅ってば、どこ行くんだよ……」

　雅は振り返りもせず、無言でスタスタと前に進んでいく。

　プールの隣にある休憩室まで来ると、放り投げるように、将悟をベンチに座らせた。将悟の前に立って、ぐいっと前屈みに身を乗り出す。

　将悟はまるで、ヘビににらまれるカエルのような気分になった。

「そぉなんだ。わかったわよ」

　恐ろしいほど、押し殺した声だった。

「そんなに胸がいいんなら、好きなだけ見せてあげるわよ！　ほらっ、見なさいよっ!!」

　叫んで、彼女が着てる水着の、ネックの部分を引っぱった。

　将悟の目の前で胸元が大きく開かれ、薄暗い隙すき間まの中に、うっすらと平らな雅の胸の谷間が見える。

「や、やめろってば！」

　将悟はあわてて目を反らした。

「見たいんでしょ!?　触りたければ触ったっていいんだから!!」

　それでもなお、雅は開いた胸元をぐいぐいと押しつけてくる。

　どこか悲しそうな叫び声に、ホテルで迫ってきたときの雅を思い出してしまった。

　――くそ、なんだって俺、こんなに雅を傷つけてばかりなんだ……。

「雅……ごめんな……」

「…………」

　将しよう悟ごが謝ると、雅みやびは口を閉ざし、さびしそうにうつむいた。

　力が抜けたように、水着を引っぱる手を離す。

「部活がんばってるのにな。俺おれが……悪いんだ」

「あたしもごめん……。ついカッとしちゃって……。大会前で、ピリピリしてるのかも」

　雅は力が抜けたように将悟の隣に座り、縮こまるようにひざを抱えた。

「もう練習のジャマしないよ。なんだったら、一人で帰るからさ」

「いいわよ、そんなことしなくても。今日は一泳ぎしたら終わろうって思ってたの。泳いだら調子も整えられたから」

「――水泳大会、俺も応援に行っていいかな」

「来たいなら来てもいいわよ。でもみんな真剣に戦ってるんだから、ヤらしい目するの禁止だからね！」

「しないってば」

　でもこんな憎まれ口を叩たたいてくれると、ホッと安心できる。

　ふと、将悟は聞いてみた。

「雅はどうして、そんなに水泳に打ちこんでるんだ？　小学生のころから泳いでるって聞いたけど……」

　雅は顔を上げ、ぼんやりと思い出すような目で天井を眺めた。

「前にも話したことあるかな。あたしの両親、ずっと昔に離婚してるの。それであたしは、小さい会社を経営しているお父さんに育てられてきた。それでも子供のころは、お母さんと会ってたよ。お母さん、あたしの顔を見たいって、たまに連絡してきたの。でもあたし、お母さんと会ってもあんまり楽しくなかった。何を話していいか、わかんなかったし」

「今はもう、会ってないのか？」

「うん……。お母さんが連絡くれたのは、小学生のころまでだったかな。仕事が忙しいのかもしれないし……案外、新しい恋人でもできたのかもね」

　新しい恋人、なんてシビアなことを言いつつも、雅は淡々とした口調だった。

「でもね、一つだけよく覚えてることがあるんだ。あたしが初めて二十五メートル泳げたとき、そのこと話したら、お母さんすごく褒めてくれて、頭ナデナデしてくれて……お祝いにケーキ食べようって言ってくれた」

　そのとき雅の顔に、少しうれしそうなほほ笑みが浮かんだ。

　もしかしたら雅は今も、遠く離れた母に近づくために、泳ぎ続けてるのかもしれない。

「……またいつか、褒めてくれるといいな、雅のお母さん」

「ねぇ……将悟」

　ふいに雅が立ち上がって、座っている将悟に体を向けた。

「あたしのこと応援してくれるって言ったよね」

「おぅ。力の限り応援するぜ」

「じゃあ、お願い……」

　雅みやびは見下ろしたまま、ふいに顔を寄せて……

　将しよう悟ごにキスをした。

「…………!?」

　とっさのことに将悟は動くこともできず、ただ彼女の唇を受け止めていた。

　雅にキスされたのは、初めてじゃない。その唇の柔らかさも知っている。

　けれど、今の雅の唇は……震えていた。濡ぬれた唇が氷のようだった。

　やがて雅は唇を離し、うるんだ目で将悟を見つめた。

「あたし、将悟が好き」

　小さくても、はっきり聞こえる声だった。

「だから、つきあって。あたしと、恋人になって」

　将悟は声が出なかった。

　頭の中が麻ま痺ひしたように、何も考えられなかった。

「将悟が恋人になって応援してくれたら、あたし必ず、水泳大会で勝てるから」

　――なんて答えればいいんだろう。

　どうすれば雅の心に応えられるんだろう。

「……っ!!」

　息をのむ気配がして、将悟と雅は振り返った。

　休憩室の入り口近くに、心こ乃の枝えが立っていた。

　腕を力なく垂れ下げ、彼女の足元にはらりとタオルが舞い落ちる。

　大きく目を見開いて、半開きの唇が震えていた。

「……返事、明日でいいわ。考えといてね」

　雅は笑顔も見せず、ただ静かに言った。



　　　§



　どこからか流れてきた灰色の雨雲が空を覆い、ざぁざぁと夕立の雨粒が道路を激しく叩たたいている。空気は肌寒く、梅雨の季節に戻ったみたいだ。

　急な夕立だから、傘なんて用意してない。将悟と心乃枝と雅はスポーツ会館の入り口に立って、目の前の車の往来を眺めながら、ただ夕立が過ぎるのを待っていた。

　三人とも何もしゃべらず、黙りこんでいた。お互いに目も合わせなかった。合わせるのが怖かったのかもしれない。

　柚ゆず璃り奈なはまだ着替えているところだろうか。早く来てくれたらいいのに……。

　沈黙に耐えかねたように、心こ乃の枝えが口を開いた。

「あの……わたし……、先に帰りますね」

　力なく笑って雨粒の下に飛び出す。

「夕立だから、もうちょっと待ってればやむって」

「いえ、いいんです。それじゃあ……」

　心乃枝は悲しそうだった。

　将しよう悟ごと雅みやび、二人のそばにいるのが間違いだと言いたそうな顔だ。

　そんな顔を隠すように背を向け、駆け出した。屋根から出たとたん、大きな雨粒が彼女の頭や肩を叩たたき、はじけて霧となる。

　数メートル走って心乃枝は立ち止まり、振り返った。

「わたし……」

　将悟を見つめる心乃枝は、泣いているのかもしれなかった。

　雨が激しく彼女のほおを伝って、涙はわからない。

「わたし、将悟さんが好きです！」

　振り絞るように叫んだ。

　答えも待たず、言葉を断ち切るように背を向けて、走り出した。

　今度は止まらなかった。信号を渡り、車の列の向こうに見えなくなるまで。



    

  
    
      



    

  
    
      「……追いかけなくて、いいの？」

　雅みやびが言った。

「だって雅を一人にしちまうだろ……」

「ふーん。あたしに気をつかってくれるんだ」

　雅は横目で将しよう悟ごを見ながら、雨の中に歩き出した。

「どこ行くんだよ……？」

「そんなことだからみんな傷つくのよっ！　バカバカッ！　将悟の大バカッ!!」

　手で目頭をぬぐうと、心こ乃の枝えとは反対の方向へと走り去ってしまう。

「み、雅……っ！　待って……」

　声をかけても立ち止まらず、雅の姿は曲がり角の向こうへと消えてしまった。

　将悟は一人取り残され、力なく突っ立っていた。

　追いかけられるのなら追いかけたい。

　だけど、心乃枝と雅、どっちを追いかけりゃいいんだ。

　どっちに向かっても、誰だれかを傷つけちまう。

「大バカ……か。ほんと、そうかもな……」

　背後でスポーツクラブのガラスドアが開く音がした。

「――お兄さま」

　中から出てきたのは柚ゆず璃り奈なだ。学校の制服に着替え、手には傘を持っている。

　今の出来事を見ていたらしく、心配そうな顔をしていた。

「柚璃奈か。今から帰り？」

「いいのですか、お兄さま？　このままで」

「そりゃ、よくないけどさ……。出せないんだ。俺おれの中で、答えが」

「そんな辛つらそうな顔をしないでください。わたくしまで、辛くなってしまいます」

「すまんな、頼りない兄で……」

「将悟お兄さまは、何に対しても誠実であろうとしてるのですね。女の子たちに対しても、自分の気持ちに対しても。だから苦しいんだと思います」

　しばらくの間、柚璃奈は寄り添うように立っていた。

　将悟の苦しみを共有しているように、何も言わずそばにいてくれた。

「あの……お兄さま。こんなことを言っていいのかわからないのですが……」

「ん？　どうしたんだ？」

「わたくし、鶴つる眞まさんのこと、少し不安なんです」

「不安……？　心乃枝のことが……？」

「前に言ってましたよね。熊くま五ご郎ろうお父さまの葬儀に現れた『妹』を名のる声のこと」

「あぁ。俺と結婚しに来たってのだろ？」

「わたくしも葬儀に参列していたのですが、そこに鶴つる眞まさんも来ていたのを見たんです。当時は鶴眞さんの名前も知りませんでしたが……あちこちキョロキョロして不審な様子だったから、記憶に残ってたんです」

「心こ乃の枝えが父さんの葬儀に来てた……？　ちょっと待ってくれ、心乃枝は言ってたぞ！　その日は深み流りゆう院いん学園の入試日と重なっていて、葬儀には来られなかったって！」

「ですが、わたくし見たんです！」

「心乃枝が嘘うそをついてたのか？　本当は葬儀に来てたのに、来てないって」

　その証言を、将しよう悟ごはどう考えていいかわからなかった。

　――もし心乃枝が嘘をついてまで葬儀に来てたのなら……彼女が、あのときの『妹』だってことか？　もし『妹』じゃないのなら、嘘をつく理由なんかないし……。

「心乃枝がなんのためにそんなこと……」

「わたくしには、わかりません。――どうかお兄さま。騙だまされるようなことだけはないようにしてください。人の心をもてあそぶ相手に、捕まらないでください。――本当にお兄さまのことを愛し、お兄さまの支えを必要としている人を、見極めてください」

「俺おれの支えを必要としてる人……」

「繊細で壊れやすい女の子のこと、忘れないであげてください」

　そのとき将悟の頭に、一人の少女の顔が浮かび上がった。

「雅みやび……」

　思わずその名をつぶやいた。

　意地っ張りで、気分屋で、けれどどこか繊細な心を感じさせる雅……。

「わかってる……。俺は、もうこれ以上、雅を傷つけたくないさ……」

　明日、将悟は雅に、告白の返事をしなければいけない。

「わたくし、お兄さまの優しさを信じています。家族として、妹として」

　柚ゆず璃り奈なは空を見上げ、持っていた傘をさした。

「どうですか？　お兄さまも一緒に」

「……いや、いいよ。俺、もう少し一人で考えたいんだ。これからのことを」

「わかりました。では失礼します」

　ペコリと頭を下げ、雨の中を歩いていく。

　柚璃奈が去ったあとも、将悟は一人残って、考え続けていた。

　――心乃枝が、葬儀の日に現れた『妹』なのか？

　将悟は、あのときの『妹』の言葉を思い返した。

　葬儀会館の控え室で休んでいた彼のもとに、窓の向こうから聞こえてきた少女の声。

『わたくしは――お兄さまの妹です』

『わたくしはお兄さまと、結婚しに来たのです』

　――待てよ、これって……。どう考えても矛盾してるよなぁ。

　彼女の目的が将しよう悟ごとの結婚なら、なんで先に『妹です』なんて言うんだろう？

　彼女の立場からしたら、妹であることを隠していたほうが、結婚しやすいじゃないか。

　やっぱりこれは、将悟を惑わすためのイタズラなんだろうか。

　――それとも……。

　ふと将悟の頭に、別の可能性が浮かび上がった。

　もし仮に、彼女が本当に妹で、なおかつ、本当に将悟と結婚しようとしていたら。

　その二つを、バカ正直に話したのだとしたら……。

　――だとして、こんな矛盾したことを平気で言うやつなんて、いるのか……？

　そのとき将悟の目に一瞬だけ、ずっと長いこと不明だった、葬儀の日の『妹』の正体が見えた気がした。

　――あいつなら、そんなこと言っちまうかも……。

　でもまさか……。いや、そういうことなのか……？　もし、そうだったとして……。

　仮定を考え続けているうち、頭の中でもやもやしていた『妹』のイメージが明確になってきた。霧が晴れ、すべてがつながり、見えなかったものが見えてくるようだった。

　みんなをパーティーに招待してくれた柚ゆず璃り奈なと、鹿か野の子こに頼みこんでまで、招待状を用意してくれた瀬せ利りさん。

　そのパーティーの日に、瀬利さんが見つけた養育費の証拠。しかし、スキャンダルを恐れる必要などないと言った柚璃奈の言葉。

　そして柚璃奈は、心こ乃の枝えを警戒し、雅みやびを将悟の恋人にと勧めている……。

　――そうか……。そのために……彼女は俺おれの前に現れたのか……。

　あの葬儀の日に現れた『妹』。すべての始まりとなった、あの出来事。

　この謎なぞを放置してはいけない。この答えを、見つけなきゃいけない。

　柚璃奈が現れたからって……いや、彼女が現れたからこそ、葬儀の日の『妹』が誰だれなのか、その謎から逃げたらいけない！

　気がつくと、将悟は雨の中に走り出していた。
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　夕立の雨が上がり、暮れかけた空にきれいな虹にじがかかったころ、将悟は深み流りゆう院いん学園に着いた。まっすぐ校舎に入り、向かった先は生徒会室だ。

　生徒会室の扉を開けると、生徒会長の愛ま菜なと副会長の凜香りんかが残っていた。それぞれの机で、書類に目を落としている。まだ生徒会の仕事があるらしい。

「帝みかど野のセンパイ!?　ずぶ濡ぬれではないですか」

　凜香りんかは将しよう悟ごの姿を見て目を丸くした。

　棚からビニールに入った粗品用のタオルを取り出して、投げて渡してくれる。

「サンキュー。雨の中走ったもんで……。学校に着いたとたん、やみやがったけど」

「将悟くん、かっこいい～。雨に打たれて全力疾走だなんて、青春だね！」

　どんな青春を想像してるのやら、愛ま菜なが陽気にはやし立てる。

「それでセンパイ、生徒会に何かご用ですか？」

「実は頼みがあって……」

　将悟は二人の前に進みながら、生徒会室の片隅を見た。そこに一台のパソコンが置かれている。生徒名簿のデータベースにアクセスできるパソコンだ。

「生徒名簿で、入学試験を受けた日とか調べられないかな」

「毎年の試験日でしたら、名簿を見なくてもわかりますわよ」

「いや、学校の予定じゃなくて、ある個人の受けた、正確な日を知りたいんだ。例えば、何かの理由で別の日に試験を受けた可能性もあるだろ？」

「それは、記録に残されていますが……。どうするのですか？　センパイも知ってのとおり、生徒名簿は先生がたの許可なく閲覧することは禁じられています」

　深み流りゆう院いん学園では、生徒の個人情報は厳重に取り扱われている。誰だれもが簡単に見られるわけではないのだ。

「――無理は承知だよ。でも今は、どうしても調べる必要があるんだ。余計な情報は見ない。入試日がいつだったか調べるだけでいいんだ。なんとか、ならないかな」

「できません。調べたいのなら、申請書に正当な理由を書いて提出してくださいませ」

「正当な、理由じゃないかもしれない。だけど、助けなきゃいけないんだ」

　将悟は床にひざと両手をつき、二人の生徒会役員に向かって頭を下げた。

「頼む！　俺おれは……俺は、守ってやらなきゃいけないんだ！　このままじゃ俺、あいつを傷つけちまう！」

「センパイっ!?　あいつって……話が見えませんわよっ」

「どうか、頼む!!　あいつを助けてほしい……」

「ま～ま～、将悟くん落ちついて～」

　聞いていた愛菜が、相変わらずののんびりした声を出した。

「その『あいつ』って、深流院学園の生徒なのかな？」

「うん、そうだけど……」

「だったらしょうがないよ。生徒のためだもん。凜香ちゃん、調べてあげよう」

「天てん導どう会長、何を言うんですか！　勝手にデータベースにアクセスすれば、ログが残ります。すぐ学園側にバレてしまいますわ」

　すると愛菜は、胸ポケットから自分のＩＤカードを取り出した。データベースにアクセスするには、生徒会役員のＩＤカードが必要なのだ。

「間違ってアクセスしちゃったことにするんだよ。パソコンの掃除してたら、ボタン押しちゃいました～って。それでごめんなさいすれば、先生も許してくれるって～」

「ほ、ほんとに!?　天てん導どう会長、ほんとにいいのか!?」

「入試日なんて見ても、プライバシーの侵害になんないもん。でしょ？　凜香りんかちゃん」

　凜香はなおも戸惑った顔で、将しよう悟ごを見た。

「センパイ。それは本当に、調べなければならないことなんですわね？」

「あぁ。――正直言うと、俺おれの中ではもう答えは出てる。ただ、証拠としてはっきりさせなきゃいけないんだ」

「もしかしてそれは、帝みかど野のセンパイの『妹』に関することなのですか？」

「これで、終わらせられるかもしれないんだ。だから……頼む……!!」

　凜香はしばらく将悟を見下ろし……小さくため息をついた。

「わかりました。センパイの言葉、信じることにします」

「国くに立たちさん……！　ありがとう!!」

「深み流りゆう院いん学園校則にもあります。『困っている人には手を差し伸べること』と。――今回のことは、貸しにしておきますから、お返しを忘れないでくださいね。妻として期待しておりますから」

　言って凜香は、ニヤッとあやしい笑みを浮かべた。

「う……うん。借りは返すよ……。『妻として』って……お、お手柔らかにな……」

　どんな要求をされるのか、背筋が寒くなる将悟だった。

「愛ま菜なは、ポテチ百袋お返しね～」

「百袋!?　――わわ、わかったよ……。約束する……」

「どうせならパーティーで食べた、最高級キャビア添えポテチがいいなぁ～」

「か、母さんに頼んどく……」

　あのポテチ、一枚いくらするんだろうと、空恐ろしくなる将悟である。

　凜香はパソコンの前に歩いて、電源を入れた。

　その後ろに将悟と愛菜も立ち、画面をのぞきこむ。

「――天導会長に迷惑をかける必要はありません。わたしのＩＤカードを使用してかまいませんわ。先生がたへの報告の言い訳は、なんとか考えますから」

「国立さん、すまない……」

　ＯＳが立ち上がって認証画面が表示されると、凜香はカードリーダーに自分のＩＤカードをかざしてログインした。ピッと小さな音がして、画面上にウィンドゥが開かれる。名簿データベースのアプリケーションだ。

「将悟くん、誰だれの入試日を調べるの～？」

「調べたいのは二人いるんだ。大丈夫かな？」

「それは困ります。調べるのは一回だけですわ。ごまかせるのはそれが限度です」

　将しよう悟ごはどうしようか考え、思いついた。

「一クラスを一括して調べるってことはできるかな。俺おれがいる、二年Ａクラスを」

　凜香りんかはアプリケーションの検索枠に二年のＡクラスを指定した。続いて検索項目に入学試験日を指定し、キーボードのエンターキーを押す。

　結果はすぐ表示された。アプリケーションの枠に、ズラッとクラス全員の名前と入試日の日付が表示される。

　将悟は長い時間、結果を見つめていた。注目するのは、そのうち二人。

　一人はほかの生徒と同様、通常の入試日……つまり、熊くま五ご郎ろうの葬儀の日に試験を受けていた。これなら彼女は『妹』になれないはずだ。

　そしてもう一人の少女が入学試験を受けたのは……思ったとおり、熊五郎の葬儀とは、別の日だった。

　彼女なら、葬儀に現れて、将悟の『妹』となることが可能だったのだ！



　生徒会室を出て、将悟は自分の家に戻った。

　すると玄関の前に一人の少女が立って、将悟の帰りを待っていた。

「心こ乃の枝え……」

　髪も服も全身が濡ぬれて、滴が雨上がりの夕陽に反射している。

　さっきスポーツクラブの前から走り去って、そのまま帰っていないらしい。

「そんな格好のままいたら、風邪ひくぞ。――待ってな、タオル用意するから」

　言いながら、将悟は玄関扉を開けようとした。

　心乃枝は引き止めるように将悟の腕を取って、首を横に振る。

「すぐ帰りますから……。一言、将悟さんに謝りたかったんです」

「謝る……？」

「さっきは、ごめんなさい。将悟さんの気持ちも考えないで、勝手なこと言って迷惑かけて……。わたしって本当に、自分勝手ですよね」

「自分勝手だなんて……そんなことない。俺は迷惑してないから！」

「いえ、わたし一人になって、なんであんな告白しちゃったんだろうって考えて、やっとわかったんです。――わたし、将悟さんの役に立てなくなることが怖かった。子供のころ、命を賭かけて助けてくれたお礼をできなくなることが、怖かったんです……！　だから全部、自分のため……。将悟さんの気持ちなんか考えないで、自分の怖さをごまかすためだけに、将悟さんを好きになってたんです……っ!!」

　うつむいたまま、心乃枝はぽろぽろと涙をこぼしていた。

　たぶん心こ乃の枝えは今も、幼いころの事故を気に病んでいる。それが、一生かけても償えない罪のように、感じてしまっている。

　――違う……違うよ。そんなんじゃない……。

　将しよう悟ごは心の中でつぶやいたが、うまく言葉にできなかった。

「心乃枝……」

　とにかく、彼女の心を慰めようと呼びかけたとき……。

「…………」

　将悟の口を、心乃枝の唇が塞ふさいだ。

　濡ぬれた肌の中、唇だけが砂漠のように乾いていて……昔の深い傷の中に、優しさもうれしさも色っぽさも忘れてしまったようなキスだった。

　長い時間にも思えるのち、心乃枝は唇を離し、怯おびえるように目を背けた。

「ごめんなさい。これで、最後です。わたしのことは、忘れてください。さっきの告白も、聞かなかったことにしてください。――将悟さん、どうか神かん凪なぎさんのこと、大切にしてあげてください……」

　言って、心乃枝はサッと背を向け、走り出そうとした。

　そんな彼女の腕を取って、将悟は思いきり引き寄せた。

　心乃枝は驚いて目を見開き、将悟の腕に飛びこんでくる。

　濡れて冷たい彼女の体を強く抱きしめた。

「将悟……さん……」

「うまく言えないけど……俺おれ、これ以上ないほど心乃枝にお礼、してもらってる」

「え……？」

「こうしてそばにいてくれて、学校や家で仲良くしてくれて……。ほら俺、二年生から深み流りゆう院いん学園に編入しただろ？　だから最初、学校のみんなと仲良くできるか不安だったんだ。もし心乃枝がそばにいてくれてなかったら、うまく学校に溶け込めてたかわからない。それだけでも、俺のほうがお礼を言いたいくらいだよ」

「お礼だなんて、そんな……。わたし、ただ自分のため……だけ……で……」

　将悟の腕の中で、心乃枝の体が震え始める。

「何も……かも……自分勝手で…………ううっ……」

　それ以上は言葉にならず、彼女は将悟の胸に顔をうずめて泣いていた。

　きっと心乃枝の心の重荷は、言葉の一つや二つで取り除けるものじゃない。

　だけどこうして、少しずつでも涙で洗い流していけば、いつか軽くなって楽に背負えるようになるんだと思う。

　そのときまでは、せめてこうして、そばにいてあげることしかできない。

「――スミマセン。なんかわたし、感情が高ぶっちゃって……」

　どうにか心が落ちついたらしく、心こ乃の枝えは顔を上げてほほ笑んだ。

　顔が涙に濡ぬれていても、雨上がりの朝のようにさわやかな笑顔だった。

「ところで心乃枝、一つ、いいかな？」

　将しよう悟ごはわずかに心乃枝から視線を反らした。

「……その、さっきから胸が……」

「胸……？」

　心乃枝はけげんな顔で自分の胸元を見下ろした。

　将悟に抱きついたとき、ただでさえ濡れていた服が押しつけられ、水を吸って……うっすらと白い下着が透けている。

「…………っ!?」

　心乃枝はたちまち真まっ赤かな顔になって、両腕で自分の胸元を抱えた。

「し、将悟さんっ!?　み、みみ、見ないでくださいっ！」

「見てない、見てないって！」

「嘘うそですっ！　見てたじゃないですかっ!!」

　むっとほおを膨らませながら眉まゆをつり上げる。

　将悟はそんな心乃枝を見返して……

「は……ははっ」

　ふいに、笑い出した。

「もうっ。笑いごとじゃないです……」

　言いながら、心乃枝も将悟に釣られたように、「ぷっ」と噴き出した。

　なんだかおかしくて、二人で笑ってしまう。

「――将悟さん。もし、いつかわたしの気持ちが整理できたら……また、告白しちゃっても……いいですか……？」

　将悟はしばらく心乃枝の顔を見つめ……うなずいた。

「俺おれも、なかなか気持ちの整理できないかもしれないけど……待ってるよ」

「はい！　――そうだ、わたし、神かん凪なぎさんにも謝らないとダメですね。神凪さんの気持ちをジャマするような告白しちゃって……」

　将悟は真顔に戻って、心乃枝を見つめた。

「そのことなんだけど……」

「どうしたんですか？　神凪さんが、何か？」

「実は一つ、聞きたいことがあるんだよ。さっき言ったとおり、俺って途中から深み流りゆう院いん学園に来た。だから、編入前の学校のこと、よく知らない」

　きょとんと見つめる心乃枝に、将悟は続けて言った。

「だから教えてほしいんだ。俺が知っている前の――雅みやびについて」



    

  
    
      


５章　妹の罠わな



　次の日の放課後、将しよう悟ごは校舎の廊下を歩いていた。

　階段をのぼって向かった先は、呼び出された屋上だ。

　屋上への扉を開けて外に出ると、真昼の強い陽ひ射ざしが降り注いでいた。コンクリートは明るく照らされて、まぶしいほどに光を反射している。

　ほかに誰だれもいない屋上に、雅みやびはいた。フェンスの前に立って背を向け、学校のグラウンドを見下ろしている。

　将悟が近づくと気づいて振り返り、うつむきながらフェンスにもたれかかった。

「よっ、雅。なんだよ、話って」

　将悟は軽く手を上げながら、明るく言った。

　雅はしばらくの間、黙ってうつむいていた。

　が、意を決したように顔を上げ、まっすぐ将悟を見つめた。

「……昨日の返事、聞いてもいいかな？　あたしの恋人に、なってくれる？」

　――やっぱり、そのことか……。

　でも、きちんと返事をしなきゃいけない。

　将悟は深呼吸して気持ちを落ちつかせ、口を開いた。

「雅、ありがとう。好きだって言ってくれて、俺おれ、うれしいよ」

　将悟の言葉を聞いて、雅の表情が少し希望に輝いた。

「ほんと……？　それじゃ、あたしと――」

「でも、無理だ。それはできない……」

「……え、できない……って……」

「俺は、雅の恋人になれないんだ」

　雅の顔が歪ゆがみ、泣き笑いのような表情になった。

　半開きの口を開けたり閉じたりしながら、声が出ない。

「そ……そうだ……よね……」

　かすれるような声が、雅の口から漏れ出た。

「わ……わかってた……よ……。将悟……あたしの恋人になんか……なれないよね……」

　無理に笑おうとする雅の顔を直視できず、将悟はうつむいてしまった。

「すまない……」

「い、いいの……。あたしのほうこそ……ごめんね……。あたし、ジャマだよね……」

　なおも雅みやびは言葉を続けようとしたが声にならず、辛つらそうに吐く息の音だけが聞こえた。

　もう何かを言うのをあきらめたように押し黙り――雅は必死に涙をこらえながら走り出した。将しよう悟ごのすぐ隣を駆け抜け、トタトタと不安定な足音を残して遠ざかっていく。

　やがて将悟の背中のずっと後ろから、パタンと校内への扉を閉める音が聞こえた。雅が校舎の中に戻ったのだ。金属扉を閉める音すら、悲しく気弱に響き渡った。

　――くそ……。俺おれは、こんなことしか言えないのか……。

　将悟は目をつむって、震える拳こぶしを握り締めた。

　隣にもう一人の自分がいたら、きっと殴りつけていただろう。

　――でも今は……こうしなきゃいけない。

　こうしなきゃ、あいつを守れない。

　こうしなきゃ、あいつを壊しちまうんだ！

　将悟は目を開け、校舎への扉を振り返る。

「隠れてないで、出てきたらどうだ？」

　半開きだった扉がゆっくり開け放たれ、人影が現れた。

　明るく白い陽ひ射ざしの中で、黒いセーラー服姿が漆黒の闇やみとなって見える。

　おかっぱの髪が、そよ風に揺れていた。
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「気づいていたのですか？」

　柚ゆず璃り奈なは唇を尖とがらせながら歩いてきた。

「男女の告白を覗のぞき見なんて、趣味が悪いぞ」

「ごめんなさい。お兄さまの恋の行方がどうしても気になったんです」

　柚璃奈は非難がましい目を向けた。

「どうしてあんな冷たい返事をするのですか？　神かん凪なぎさん、勇気を振り絞って告白してたのに。今からでも遅くありませんよ。すぐに追いかけて、謝るべきです」

「俺がそうしないと困るんだろ？　柚璃奈は」

　一瞬、柚璃奈は何を言われたのかわからなかったらしい。

　目をしばたたいて、「はい？」と聞き返した。

「――なぁ、柚璃奈。俺たち、兄妹って言ったよな。ＤＮＡ鑑定もしたよな」

「そうです。わたくしと将悟お兄さまは、間違いなく血のつながった兄妹なんです」

「でももし、その鑑定結果が、捏ねつ造ぞうされたものだったらどうする？」

「捏造だなんて、そんな……」

「俺は最初、瀬せ利りさんに鑑定結果を知られたと思ってた。俺と柚璃奈が兄妹であるってバレちまったと思い込んでいた。けど、瀬せ利りさんが俺おれの敵なら、俺に真実を知らせるとは限らない。偽名の鑑定だったことを利用して、まったく別人の鑑定結果を見せることだってできるはずだ。――つまり、あの鑑定結果は少しも信用できないんだよ！」

「たとえ鑑定結果が信用できなくても、わたくしはお兄さまの妹です！」

「心こ乃の枝えたちのパーティーの招待状を用意してくれたとき、柚ゆず璃り奈なは言ってたよな。育ての父親が母さんに頼んでくれたって。――ところが、実際に招待状を用意してくれたのは瀬利さんで、なぜか俺が依頼したことになってた。ヘンじゃないか？　――実際はこうだったんだ。柚璃奈が瀬利さんに、招待状を用意してもらうよう依頼したのさ。瀬利さんと柚璃奈は、最初から手を組んでいたんだよ」

　そのとき、柚璃奈がわずかに目を反らしたのを、将しよう悟ごは見逃さなかった。

「なんで手を組んでたことを、俺や母さんに隠さなきゃいけなかったのか？　おそらく、どっちかの正体がバレても、計画を続行できるようにしてたんだろう。――おかげで瀬利さんが敵だって知ったあとも、俺はすぐに柚璃奈を疑うことができなかった」

「お兄さまは、わたくしが妹だと認めてくれないのですか？」

「パーティーの夜、瀬利さんはホテルのクロークルームにあった荷物から、養育費の証拠の写真を手に入れたって言ってた。瀬利さんと柚璃奈が協力しあってたなら、なんでコソコソ手に入れる必要がある？　柚璃奈から直接渡してもらえばいいじゃないか。――つまり、柚璃奈は養育費なんかもらってなかった。父さんの養育費をもらってたのは別の女の子で、瀬利さんはその証拠を手に入れてたんだ」

「……いつから、わたくしが妹でないと考えていたのですか？」

「パーティーの終わりごろから、なんとなく違和感はあったんだ。柚璃奈の目的がわからなかったから、黙ってたけどな」

「さすが、お兄さまは嘘うそなどすぐ見破ってしまうのですね。ですが信じてください！　瀬利秘書が悪い人だなんて、知らなかったんです！　わたくしはただ、お兄さまが血のつながった妹と結婚してしまうのを、防ぎたかっただけなんです！」

「……それで俺と雅みやびを恋人にしようと、けしかけたのか？」

「神かん凪なぎさんは信用できる人です。彼女はお兄さまの妹ではありません。だから、将悟お兄さまと神凪さんが恋人になって結婚すれば、何もかも解決なんです！」

「解決、か。そうだな。それこそが、柚璃奈の本当の目的だもんな。俺を血のつながった妹と結婚させることが。その目的のため、ジャマな心乃枝が俺と仲良くなるのを防ごうとしたんだろ？　葬儀の日に、心乃枝を見たって嘘までついてな」

「どうして嘘だなんて言えるのですか!?」

「深み流りゆう院いん学園の生徒名簿データベースを調べたからさ。心乃枝が入学試験を受けたのは、葬儀の日と同一だった。心乃枝は、父さんの葬儀に来ることはできなかったんだ！」

「……っ。お兄さまを兄妹で結婚させて、わたくしになんの得があるっていうのです」

「前に、柚ゆず璃り奈なはこんなこと言ってたよな。隠し子のことが世間に知られても、それは父さんのスキャンダルに過ぎないって。俺おれがしっかりしていれば、帝みかど野の将しよう悟ごの信頼まで失われることはないって」

　パーティーの夜、柚璃奈はそう言って、スキャンダルなど恐れるなと励ましたのだ。

「そのとおりさ。たとえ俺の妹の正体が世間に知られても、俺が社長になるのを阻止する決定打にはならないんだ。――けど、もし俺が誤って血のつながった妹と恋人になり、結婚しちまったらどうなる？　そうなったあとで、その事実が世間にバラされたら？　――それはもう、俺自身のスキャンダルだ。それも隠し子騒動どころじゃない、世間の好奇をあおる一大スキャンダルになるんだ！」

　もしも、世界的企業の社長の息子が兄妹で結婚、などというスキャンダルが巻き起こされたら――。将悟と、将悟の妹は毎日のようにマスコミに追い回され、日本中の人々から色モノとして見られてしまう。

　そんな大スキャンダルを引き起こした将悟は、もう社長としての信頼など得られない。

　やがて兄妹は疲れ果て、心がぼろぼろになってしまうだろう。

　柚璃奈は無表情で黙ったまま、将悟を見つめていた。

　ふいに、その両目から涙がこぼれ出し……ぽろぽろと泣き始めた。

「ひどい……。ひどいです、お兄さま……。どうしてわたくしのこと、信じてくれないのですか……」

　しゃくりあげ、すすり上げ、嗚お咽えつを漏らすその姿は、今にも壊れそうなかよわい少女の姿に過ぎなかった。

「ゆ、柚璃奈、そんなに泣かなくても……。俺はただ、悪いことはやめてほしくて……」

　気弱な姿に、つい責めている将悟も手を差し伸べそうになる。

「つまらない芝居はやめたまえ」

　屋上に声が響き渡った。

　振り返ると、扉に一人の美少年――の、格好をした衣い楠くすが寄りかかっていた。

　衣楠は将悟の隣に歩いてくると、柚璃奈と向かいあった。

「宝ほう生しよう柚璃奈――それとも、こう呼ばれたほうがうれしいかな。檀だん埜の那な百ゆ合り」

　ほんの一瞬、柚璃奈の顔がピクリと引きつった。

　ふと将悟は、その名に聞き覚えのあるような気がした。

「檀埜……那百合……？　どこかで聞いたような……？」

「――ボクは将悟くんの依頼で、宝生くんのことを調べさせてもらったよ。キミは十年ほど前、檀埜那百合という名で、小さな芸能事務所に所属していたね」

「芸能事務所だって？」

「彼女は幼いころ、子役女優として活動していたんだ。最初は無名な子役に過ぎなかったが、とある映画に出演したことをきっかけに大ブレイク。数々のドラマやＣＭに出演し、小学校低学年とは思えない妖よう艶えんな美しさで人々を虜とりこにした」

「そういえば……俺おれもなんとなく、そんなアイドル女優がいたって記憶があるな。子供のころテレビで見てて、俺より年下なのに大人っぽいな～って思ったぜ。――って、それが柚ゆず璃り奈ななのか!?」

　言われてみれば……当時、テレビの向こうに見た面影をなんとなく感じる。

　大人びた、ミステリアスな雰囲気。美しくも、どこか危険なかおりのする感じ。

　はかない百合の花の中に、毒を隠したような少女――それが、かつての檀だん埜の那な百ゆ合りの印象であり、今の柚璃奈の印象だった。

「将しよう悟ごくんも、かつて檀埜那百合に夢中になったはずだよ。彼女の、最初期の経歴の一つが、『改造戦士グランベリオン』というマイナーな特撮番組のキャラクター、『ペリンちゃん』だったんだから。――もっともそのときはロボットのように変装して、声も機械的に加工された役だったから、素顔の檀埜那百合はわからなかったけどね」

「……じゃあ、俺、ほんとに子供のころから、柚璃奈のこと見てたのかよ!?」

「ブレイク後も檀埜那百合の活躍は続き、大衆人気だけでなく、映画評論家からも演技を絶賛されるほどだった。当時、日本中が新たな才能、次代の大女優の登場に沸いていたんだ。――ところが七年ほど前、檀埜那百合は突然、テレビにも映画にも舞台にも出演しなくなった。ぷっつりと姿を消してしまったんだ。――いろいろな噂うわさが流れたが、誰だれ一人として行方を知るものはなく、その名前は業界で禁句となり……やがて檀埜那百合は、人々から忘れられていった」

　柚璃奈は黙って聞いている。人ごとのように、感心のなさそうな顔で。

「――そして今、天才的演技でもって将悟くんの妹役を演じていたというわけさ」

　将悟は呆ぼう然ぜんとしながら、柚璃奈を見た。

　かつて、将悟をも虜にしたアイドルが今、目の前にいる……。

　将悟の妹として、彼を騙だまし、罠わなにかけるために……。

　柚璃奈の顔に笑みが浮かび、彼女はさも愉快そうに、大きく口を開けた。

「あは……ははっ。あははははははははははっ!!」

「ゆ……柚璃奈……？」

「そんなつまらない過去まで、よく調べるものね。――将悟お兄さま……いいえ、帝みかど野の将悟。わたくしの負けを認めるわ。あなたの言うとおり、わたくしは帝野将悟を、血のつながった妹と結婚させるために画策していたの。わたくしの発案した計画、面白かった？」

「こんなこと……柚璃奈が考えたっていうのかよ……」

「――ついでに教えてあげると、あなたがホテルで聞いた瀬せ利り秘書の電話も、わたくしと話していたものよ。そんなことも気づかずわたくしと話すあなたの姿ったらもう、笑いをこらえるのに大変でしょうがなかったわ」

　柚ゆず璃り奈なはニヤニヤと嫌な笑顔を浮かべながら、将しよう悟ごの顔をのぞきこんだ。

　彼女の顔には、正体を暴かれた恐れも悔しさも見えない。むしろ追い詰められた状況を、楽しんですらいるようだ。

「どうして……どうしてこんなことするんだ!?　――なぁ柚璃奈、俺おれや俺の妹に、何か恨みがあるのか？　あったら言ってくれ！」

「そんなのあるわけないでしょ。面白いからよ。帝みかど野のグループ社長の息子がスキャンダルにあおられ、大衆の欲望の視線に踊りくるい、人間に失望し憎むようになる姿を見たかっただけ。それだけよ」

　さも楽しそうに話す柚璃奈の表情に……将悟は一瞬、背筋が冷たくなった。

「柚璃奈の考え、俺には理解できないよ。――けど、瀬せ利りさんに会ったら伝えてくれないか？　俺は絶対に、俺の妹を、くだらない権力争いの道具になんかさせないってな!!」

「いいでしょ、伝えてあげる。――そうそう、わたくしを負かしたご褒美に、いいもの見せてあげるわ。瀬利秘書が手に入れた、あなたの妹の証拠」

　柚璃奈は制服のポケットから一枚の写真を取り出した。将悟に向かってピッと投げつけると、背を向けて歩き出す。



    

  
    
      



    

  
    
      「なかなか面白かったわよ。せいぜい、本物の妹をぶっ壊さないように気をつけなさいね。――将しよう悟ご、お・に・い・さ・ま」

　柚ゆず璃り奈なは悠々と扉に向かって歩き、校舎内に姿を消した。

　それから将悟は、渡された写真を見た。そこに写っていたものは……

「な、なんだこりゃ……。札束……？」

　タンスの引き出しの中にある、封筒入りの札束だった。パッと見た目だけでも、百万円くらいあるだろうか。

　濃い赤茶色の封筒で、イチョウの模様が描かれている。熊くま五ご郎ろうの特注封筒だ。

　そしてあて名の部分には、熊五郎の筆跡で、ある男性の名が書かれていた。

　将悟が知っている少女と同じ名字……彼女の父の名前だろう。

「ホテルで瀬せ利りさんが話してた『養育費の証拠』って……これがそのお金なのか」

「確かに、普通のものではないね」

　横からのぞきこんだ衣い楠くすが言う。

「これだけの大金を受け渡すなら、通常は銀行などの金融機関を利用するはずだ。なのに現金で直接手渡ししたとすれば、考えられる理由は……」

「銀行に取引が記録されないため……。父さんはこのお金を、人にバレないよう、こっそり誰だれかに渡したってことだな。隠し子の養育費のために」

　十年ほど前、熊五郎が何度も自分の口座から引き出したという大金。その一つが、ここに写っている札束だろう。

「父さん、わざわざ特注品の封筒に入れて、誠意を見せようとしたのかな」

　本当はお金だけじゃなく、娘を愛情で満たしてあげなきゃいけないのに……。

　将悟は生々しい札束の写真を見つめながら、複雑な気分になった。

　それからグラウンドのほうを見下ろすと、校舎から出て、校門に向かって歩く柚璃奈の後ろ姿が見えた。

「油断できないやつだったよなぁ……」

「これでしばらくは、おとなしくなるだろう。けど将悟くん、常に注意はおこたらないでくれたまえ。いつまた、彼女が新たな罠わなを張るかわからないからね」

「そう何度もやられやしないぜ」

「ではボクは、今後の対策を練ることにする。瀬利秘書の動向も見守らなければね」

　言って、衣楠は校舎の中へと消えた。

　将悟は屋上に一人残って、しばらく考えこんでいた。

　――ともかく、雅みやびにさっきのことを謝らないとな。

　そのとき、将悟の携帯電話が鳴った。着信表示の相手は芽め依いだ。

「嵯さ峨が良らセンパイ？　――もしもし、帝みかど野のです。『りりかる☆しすたぁず』の新メニューなら間に合ってますよ」

『帝みかど野の……！　神かん凪なぎが……神凪が……！』

　電話の向こうから切迫した声が聞こえ、将しよう悟ごは緊張した。

「雅みやびが……!?　雅がどうしたんです!?　何があったんですか!?」

『とにかく、プールに来てくれ！』

　それだけを言って、電話は切れた。

　――雅っ!!

　将悟は一目散に雅のところへ走り出した。



　　　§



　屋内プールの建物に入ると、片隅に数人の女子生徒が集まっていた。水着を着ていて、水泳部員たちらしい。ほかにも、水泳部の顧問教師や、小こ都と里り先生の姿もある。

　彼女たちに囲まれて……建物の隅で、水着姿のままひざを抱え、うずくまっている少女がいた。雅だ。ひざに顔を埋めて……泣いているらしかった。

「雅……。どうしたんだ……？」

「帝野、来たか！」

「嵯さ峨が良らセンパイ、雅のやつ、どうしたんですか!?」

「わからん……。さっき、廊下で泣きながら走ってく神凪を見かけて、心配してたのだ。部活に向かったから安心したのだが……あんなふうにうずくまってしまってな……。帝野、神凪に何か言ったのか!?」

「そ、それは……」

　詰問する目に、将悟は後ずさった。

「将悟さん！」

　プールの入り口のほうから心こ乃の枝えと凜香りんか、愛ま菜なが走ってきた。

「神凪センパイ、何があったのですか!?　生徒会室にも話が聞こえましたわよ！」

「雅ちゃん、泣いてるの……？」

　愛菜が心配そうな目を向ける。

　将悟は雅のいるところに近づいた。

「ほら神凪。向こうで休もう」

　小都里先生が心配そうに話しかけている。そっと手を引こうとするものの、雅は鉛のように動かない。

「雅……」

　将悟は雅の前に歩いて、ひざをついた。

　一度プールに入ったらしく、全身が濡ぬれている。髪からぽたぽたと水滴が落ちていた。

「あたし……泳げない……。大会、出らんない……」

　か細い声が聞こえた。肩が小刻みに震えている。

「泳ぎかた忘れちゃったの……。プールに入っても、体が動かないの……」

「そんな……。泳げないって……」

　将しよう悟ごの背中を、慄りつ然ぜんとする思いがはい上がった。

　おそらく雅みやびは……さっきの将悟の言葉に、精神的なショックを受けてしまったのだ。

　――俺おれが……俺の言葉が、雅を自滅させちまったのか……？

　あんなに毎日水泳大会に向けて練習していた雅を、一瞬で壊しちまったのか!?

　くそっ……。将悟は、やり場のない怒りに震えた。

　柚ゆず璃り奈なの罠わなから守るためとはいえ、雅をこんなふうにしてしまうなんて……。

　むしろ、あのまま罠に引っかかっていたほうが、雅は幸せだったんじゃないか……。

「すまん……。本当に、すまない、雅……」

　深く頭を下げるけど、それ以上言葉が出てこない。

　なんて言って謝って、なんて言えば立ち直ってもらえるのか、わからない。

　周囲のみんなは、心配そうに二人を見つめるしかできないでいる。

「俺、決して雅のことが嫌いじゃない。どうか……それだけは信じてくれ……」

「将悟、もうあたしの前からいなくなっちゃう……」

「約束しただろ？　指切りしたじゃないか。ずっとそばにいるって……」

「じゃあどうして!?　どうしていなくなったの!?　お母さん、どうしていなくなっちゃったのよ!?　教えてよっ!!」

　雅は顔を上げて怒鳴った。真まっ赤かな目から、大粒の涙がこぼれ落ちた。

「もう……何も信じらんないよ……」

　その叫びを聞いた瞬間、将悟の頭に、パーティーの夜に聞いた雅の言葉がよみがえった。

『お願い……。ずっと、そばにいて……。どこにも、行かないで……』

　今、初めて、その言葉の真意がわかった。

　――あれは雅の、去っていく家族に向けた、心の言葉だったんだ……。

　雅の母親が、どうして娘のもとを去ったのか、その理由は将悟にはわからない。

　きっと彼女には彼女の人生があるんだろう。

　だけど残された雅は……今も、母の影を追いかけているんだ。

「……俺、雅のお母さんの代わりになれるかな」

「代わり……？」

「前に言ってただろ。雅のお母さん、水泳の成績を褒めてくれたって。――今度は、俺に褒めさせてくれないかな。お母さんみたいに、うまくできないかもしれないけど……」

「……将しよう悟ごが、あたしのこと褒めるの……？」

「俺おれ、雅みやびより泳ぎヘタだけどさ。でも応援したいんだ。一生懸命雅が泳いでる姿をさ」

　雅はうつむいて、しばらく黙りこんでいた。

　やがて小さくうなずき、ゆっくりと立ち上がった。

「もう一度、泳いでみる……」

　まわりにいた水泳部員たちが、ホッと安あん堵どの表情を見せた。

　雅はプールサイドを歩いてスタート台に立ち、一度、大きく深呼吸をした。

「しっかり見てるからな！」

　雅はゆっくりとフォームを構え……スタート台から飛び上がった。

　弧を描くように水面に突き刺さり、雅の体が水中に隠れる。

　やがて水面に浮かび上がり、美しいクロールで泳ぎ始めた。

「雅ちゃん、復活だね～」

　愛ま菜なが喜んだ声を上げ、その場の皆が、歓声に包まれる。

　将悟がホッと胸をなで下ろしたとき……

　突然雅の体が止まり、直後、大きくバランスを崩した。

「きゃあああっ!!」

　水泳部の女の子たちから悲鳴が上がった。

　雅の体が水面に飲まれ、もがく水しぶきとともに、水の中へと消えていく。

「雅っ!!」

　将悟は叫び――直後、プールの中に飛びこんだ。

　全身に水流が叩たたきつけ、視界が青く覆われる。

　泡に包まれながら沈んでいく雅に向かって泳ぎ続けた。

　近づき、両腕を伸ばし、彼女の体を支える。

　雅がうっすらと目を開けた。

　将悟……、と呼ぶ彼女の声は聞こえず、開いた口から、ごぼっと泡が吐き出される。

　将悟はとっさに雅の口を塞ふさいだ。口の中にためていた空気を送りこんだ。

　柔らかな唇と唇が重なり、二人の吐息に覆われる。

　そっと唇を離し、小さな雅の体を抱き抱えた。

　――俺は、どこへも行かないさ。ずっと、そばにいるからな……。

　だって雅、俺はお前の……本当の……。

　将悟は顔を上げ、水面を見た。

　雅が離れないようにしっかりと抱え、明るい陽ひ射ざしに向かって泳ぎ出した。



    

  
    
      


６章　妹はずっと、そばにいた



　教室の窓の外は、夕陽に照らされていた。

　短縮授業期間の今、この時間まで学校に残っている生徒は少ない。教室には将しよう悟ごのほか誰だれもいなくて、外からは部活動の生徒のかけ声が聞こえてくる。

　自分の席でじっと座っていると、教室に小こ都と里り先生が入ってきた。

「おー、なんだ帝みかど野の。まだ残ってたのか？」

「先生！　雅みやびの調子、どうですか？」

「神かん凪なぎなら心配ないぞ。今、保健室で鶴つる眞まが付き添ってくれてる」

「俺おれ、様子を見てきます」

　将悟は立ち上がり、廊下に出た。

　プールで溺おぼれ、将悟に助け出された雅。プールから上がったあとはぐったり力もなく、保健室のベッドに横たわっていたのだ。

　保健室の先生が診みたところ幸い外傷などもなく、そのまま今まで寝かされていたのである。

　将悟が保健室前の廊下に差し掛かると、手前のところで芽め依いが一人、たたずんでいた。

　廊下を吹き抜ける風に、魔女っ娘こコスプレの黒マントが揺らめいている。

「帝野か。――さっきはすまんな。いきなりプールに呼び出して」

「いえ俺のほうこそ、知らせてくれてよかったです。……やっぱりセンパイは、いつも雅のこと、気にかけてるんだ」

「うむ。もっとわたしの店に来てもらわなければならんからな。これもアフターサービスというやつだぞ」

「そう……ですよね。ずっと、何年も前からのカフェのお客さん。そして昔の嵯さ峨が良らセンパイの親友。でもセンパイにとっては、今も大切な、妹のような存在……」

「……帝野、何を言ってるのだ？」

「嵯峨良センパイから見ても小柄なあいつなら、ほんと、妹って感じですよね」

　芽依は廊下のまん中に立って、将悟を正面から見据えた。

　立ちはだかっているような気がした。

　将悟をここから先には通さない――そんな態度に思えた。

「――帝野。これからどうするつもりだ？　彼女に、どんな態度を取るつもりだ？」

「俺は――俺が知った、すべてを話そうと思います」

「それがどんな結果を生むか、考えてるのか？　わたしがどうして彼女のことを隠し続けてきたか、わかってるのか!?」

「わかってます。そのつもりです。――このことを話したら、あいつは傷つくかもしれない。けど、ダメだ。このままじゃ、ダメなんです！」

　芽め依いはじっと、将しよう悟ごを見つめていた。

「このままじゃ、あいつは潰つぶれてしまう。自分が隠してきたことの重さに、つぶされちまう。重さに沈んで、泳げないままなんです！　――だから嵯さ峨が良らセンパイ、この先へ行くこと、許してください」

「……わたしがあいつの正体を隠そうとしたことは、間違ってたと思うか？」

　芽依が珍しく、迷うような声を出した。

「あの宝ほう生しようという娘が現れてから、あいつは不安に怯おびえ出したんだ。わたしは帝みかど野のに、あいつが妹だと言ったほうがいいのか、悩んだのだが……」

「柚ゆず璃り奈なのことは、もう心配ありません。――センパイは、ずっとあいつを心配してくれてたじゃないですか。それだけで充分、守ってくれてたんです」

　ふいに、芽依の顔に小さな笑みが浮かんだ。

　あきらめたような、それでいて、どこか安心したような顔だ。

「――わたしは、帝野に感謝している。あいつを、再びわたしの店に連れてきてくれたのだからな」

「そういや俺おれ、あいつと二人でセンパイの店に行ったことありましたっけ」

「あいつがまだ小学生のころ、母親に連れられて店に来たのだ。そのときは、わたしの母が店のオーナーだったがな。――そのうち、あいつは一人で店に来るようになった」

「あいつは……やがてお母さんと会えなくなったって。それでもセンパイがいる店に来てたんですね」

「母親に会えると思ったんだろう。わたしは一人で席に座っているあいつに話しかけて、よく遊ぶようになった。帝野熊くま五ご郎ろうの話もそのころ聞いたのだ。彼の写真までくれてな。――けれどあいつは、ずっと、母親を待っていただけかもしれないな……」

　もしかしたら雅みやびと芽依の関係は、最初からどこかボタンをかけ違えていたのかもしれない。ふと将悟は、そんなふうに思った。

「あいつが帝野と一緒に店に来たとき、いかにも初めて来たような顔をしているのを見て、正直悲しかった。だが、それでもうれしかったのだぞ。いつか帝野に、礼を言わねばと思っていた。――今は、帝野のことを信じるとしよう」

　芽依は静かに、廊下の脇わきに退いた。

「センパイ……。ありがとう……」

　すると芽依は顔を赤くして、恥ずかしそうに三角帽子を目ま深ぶかにかぶった。

「いいか、帝みかど野の。妹とあんまりチュッチュするんじゃないぞ。そういう関係は、萌もえ～なフィクションの世界だけで許されることだからな」

「……チュッチュしませんてば。俺おれをなんだと思ってるんですか」

「どうしてもイチャイチャしたければ、わたしに相談しろ。わたし自ら『しすたぁず』となって、じっくり妹プレイを堪能させてやる」

「だからプレイとか言わないでくださいってば！」

「ふふふ～、帝野との妹プレイ、楽しみだな～」

　まったく人の話を聞いてない。芽め依いはいつの間にか勝手に妄想の世界に入って、丸メガネをアヤしく光らせながらニヤニヤ笑っていた。

　――俺、ほんとにこれから無事でいられるのかな……。

　ちょっと不安な気分で、芽依の前をそーっと通りすぎる将しよう悟ごだった。



　そして将悟は保健室の前に来た。

　静かに扉を開けると、歴史ある校舎の古風な保健室に、夕陽の日だまりができていた。

　奥のベッドで、雅みやびが寝ている。ジャージの背中がかけ布団の隙すき間まから見えていた。

　手前では、心こ乃の枝えが洗面器に汲くんだ水でタオルをしぼっている。雅の寝汗をふいてあげていたのだろう。

　心乃枝は将悟に気づいて顔を上げた。

「わたし、水を替えてきますね」

　気をつかうように、洗面器を持って保健室の外へ出ていく。

　――ありがと、心乃枝。

　心の中で礼を言いながら、雅がいるベッドの横に歩いた。

　丸まる椅い子すを持ってきて、彼女の隣に腰掛ける。

　雅はベッドの中でもぞもぞと動き、上半身を起こした。

「雅。どうだい、調子は？」

「うん……。大丈夫……」

「そうか、よかったぜ。俺、メシも喉のどを通らないくらい心配してたんだからな！」

　将悟は大げさに喜んでみせた。

　雅は目を伏せたまま何も答えず、沈黙が流れる。

「なぁ、雅……。俺、今ごろになって、やっとわかったんだ」

　雅の目を見つめながら、静かに言った。決して責めることもなく、怒ることもなく、ただ、それを知ることができてうれしいという声で。

「あのとき……父さんの葬儀の日、雅が俺のところに来てくれたことを、さ」



　　　§



　雅みやびはしばらく黙っていた。

「なんで……そう思うの……？」

「さっき告白してくれたとき、あんなこといってごめんな。――柚ゆず璃り奈なは妹じゃなかったどころか、瀬せ利りさんと手を組んで、俺おれをスキャンダルにおとしいれようと画策していたんだ。そして柚璃奈は、俺と雅を恋人にさせようとした。結果、引き起こされるスキャンダルはただ一つ。俺が雅と……本当の妹と恋人になって、それが世の中にバラされてしまうことだ。……だからそんな陰謀を防ぐためにも、雅の告白を断るしかなかったんだ」

「う…………」

　屋上での告白を思い出したのか、雅は辛つらそうにうめいた。

「だけど、雅を守ってくれてた人もいるんだぞ。嵯さ峨が良らセンパイは、葬儀の日の『妹』が誰だれか知ってるはずだった。パーティーのときの嵯峨良センパイ、人が変わったように雅を心配してた。なのに普段そんな態度を見せないのは、心配する気持ちを隠すためだ。それで俺は確信したんだ。――雅があの日の『妹』と、知られないようにしてるんだって」

「でも熊くま五ご郎ろうさんの葬儀の日は、深み流りゆう院いん学園の入試日だったでしょ……」

「葬儀の日、深流院学園では入学試験がおこなわれていた。それで雅の入試日を調べさせてもらったんだ。――雅って中学時代の水泳部での活動が認められて入学したんだよな。調べてみたら、雅は推薦入試で、一般入試の日とは違っていた。つまり雅は、父さんの葬儀に来ることが可能だったんだよ」

　雅はうつむいたまま、じっとしていた。

　やがて両手を頭に伸ばし、左右の髪留めをほどき始めた。

　右側の髪がはらりと落ち、続いて左側が落ちる。

　大きなツインテールがほどかれ、セミロングの髪形になった雅は――気弱な表情とあいまって、見違えるほどだ。

「雅……」

　将しよう悟ごは、心こ乃の枝えに聞いた話を思い出した。

　一年生のころの雅は、あまり友だちも作らず、いつも一人でいた。将悟が来てから性格が明るくなったって言ってた。

　そう、まるで別人のように明るく変わったって……。

「あのとき……葬儀の日も、この髪形だったのよ。――ね、将悟……お兄さま……」

　静かにつぶやく雅の声は、本当に別人のように澄んで聞こえた。

　その瞬間、将悟の頭に、急速にあの日の記憶がよみがえった。

　熊五郎の葬儀に現れた謎なぞの少女の声を、鮮明に思い出すことができた。

「そうだ……。その声だ……あのとき俺に呼びかけた『妹』の声だよ……」

　葬儀の日の『妹』が……すべての始まりとなったあの声が――今、目の前で将しよう悟ごを見つめていた。

　それから雅みやびは、ぽつぽつと話してくれた。

「あたしが小学校に入ったころ、お父さんがケガして、病院に通ったことがあったのよ。お父さんと熊くま五ご郎ろうさん、お互いの会社の経営のこととか話してるうちに仲良くなって、あたしも将悟と出会えたの」

　将悟はうなずいた。それは今までにも聞いた、二人の出会いの記憶だ。

「――それでね、ある日あたしが学校から帰ったら、家に熊五郎さんが来てたんだ」

　　　◇

　小学校から帰宅した雅は、玄関に見慣れない靴があるのを見つけた。それは将悟の世話をするため、よく病院をおとずれていた熊五郎おじさんのものだ。

　病院で知りあった雅の父と熊五郎は、家族のように仲がいい。

　熊五郎は雅にも優しくしてくれた。雅が『おじさんってハンサム』って褒めたら、喜んで若いころの写真まで見せてくれた。未来の将悟に思えて、雅はねだって、その写真をもらってしまったのだ。

　――熊五郎おじさんの靴！　もしかして、将悟も一緒かも！

　雅は一瞬心おどらせて、玄関の中を見まわした。

　入院している将悟と遊べるのは、雅が父に付き添って病院へ行ったときだけだ。だけど、退院して家に遊びに来てくれたら……。

　けどどんなに見まわしても、将悟のものらしき靴はなかった。

　――当たり前よね。将悟、まだ入院してるんだし……。

　廊下の先にある客間から、話し声が聞こえる。父と熊五郎の声だ。

　もしかしたら、将悟のことが聞けるかもしれない。いつ退院できるとか。

　――ちゃんと挨あい拶さつしなきゃ。熊五郎さんって、大きな会社の偉い人なんだし。

　それに礼儀正しい言葉づかいをしなきゃ、将悟にも嫌われちゃうかも。

『熊五郎おじさま。今日はわたくしの家に来てくださってありがとうございます。今度はぜひ、将悟お兄さまも連れて来てください……』

　テレビ番組で聞いた、ていねいな言葉づかいをマネながら、熊五郎への挨拶を考えた。

　心の中で何度もつぶやきながら、客間のドアに近づく。

「何度言われても、困る！」

　ドアノブに手をかけようとして、父の叫び声にビクッと固まった。

「そう言わずに、どうか受け取ってほしい！」

　今度は熊五郎の声だ。

　――何を話してるの……？

　今まで感じたこともない、緊迫した雰囲気が伝わってくる。

　雅みやびはそーっとドアを開いて、隙すき間まから中をのぞきこんだ。

　客間のガラステーブルを挟んで、父と熊くま五ご郎ろうは向かいあって座っている。

　熊五郎はテーブルに手をつき、深々と頭を下げていた。まるで土下座してるみたいに。

　その向こうで父は腕を組み、困ったような怒ったような顔で眉まゆをしかめている。

　――いったいどうしたの？　ケンカしてるの……？

　ふと、雅はガラステーブルの上に置かれたものに気がついた。

　膨らんだ、赤茶色の封筒だった。口が開いて、中身が少し飛び出している。

　厚い紙の束……いや、お札だ。テレビでしか見たことのないような札束の入った封筒が、二人の間に置かれていた。

　異様な状況に戸惑った。見てはいけないものを見てしまったように、足がすくんだ。

　そして熊五郎は、雅の父に向かって叫んだ。

「どうか娘を……幸せにしてやってほしい！」

　――娘……？　熊五郎おじさんの娘？　でも将しよう悟ごは一人っ子のはずなのに……。娘なんて、聞いたことない……。

　雅はわけがわからなくなって、その場から駆け出した。

「雅!?　帰ってたのか!?」

　足音に気づいたらしく、父の声が追いかけてくる。

　しかし雅は止まらず、振り返らず、自分の部屋に駆けこみ、バタンと扉を閉めた。

　ベッドに潜りこんで布団にくるまり、震える体を必死で温めた。

　――熊五郎おじさんの娘って、誰だれ？　どうしてそんなこと、お父さんに言うの……？

　心の底で何かが崩れていくようだった。

　夜になってキッチンに行くと、父はいつもどおりのにこやかな笑顔をしていた。

「熊五郎おじさんと、ケンカしてたの……？」

「あはは、ケンカなんてしてないさ。雅は何も、心配しなくていいからね」

　けれど雅は――父の笑顔がどこか空虚に見えてしかたなかった。

　その日以降、父は通っていた病院に行かなくなった。「ケガもほとんど治ったから」と言って、近所の小さな病院に通うようになった。

　父は熊五郎と会わなくなり――雅は、将悟に会うことができなくなってしまった。

　――見ちゃいけないものを見たから……神さまに怒られたのかな……。

　雅は一人孤独の底で、罪悪感に悩まされていた。

　　　◇

　話を聞いて、将悟はポケットに入っていた写真を取り出した。さっき柚ゆず璃り奈なから渡された、札束の写った写真だ。あて名にははっきりと、雅みやびの父の名前が書かれている。

「これが、そのとき俺おれの父さんが渡したお金なんだな」

　雅は受け取り、小さくうなずいた。

「お父さん、渡されたお金をタンスの中にしまってたんだ。――あたしはずっと、このお金の意味が理解できなかった。熊くま五ご郎ろうさんの娘って、誰だれのことかわかんなかった。

　だけどあるとき、熊五郎さんの娘を捜してるって言って、探偵の人が来たの。そのときは何も知らないってとぼけたけど……心の中で気がついた。――あたしは熊五郎さんの娘で、あのお金は、養育費なんだって。あたしは熊五郎さんの隠し子だから、ちゃんとした娘だって認めてもらえないんだって」

「雅のお父さんはなんで、本当のことを言ってくれなかったんだろうな」

「推測だけど、熊五郎さんと会うまでは、お父さん、あたしのこと本当の娘だって思ってたんだと思う。――だけど熊五郎さん、あたしが将しよう悟ごを本気で好きになったのに気づいて、このままじゃ将来、兄妹で結婚しちゃうかもって焦って、お父さんに真相を打ち明けたんじゃないかな」

「そりゃ雅のお父さんにとっても、ショックだよなぁ」

　それはあくまで推測だ。真実は、雅の両親に聞かないとわからない。

　けどそれが事実なら、雅の家族がずっと真相を隠している気持ちも、わかる気がする。

「初恋の将悟が兄だって気づいて、どう考えていいかわかんなかった。でも、熊五郎さんが亡くなったって聞いたとき、決心したの。もう一度将悟に会いに行こうって。亡くなった熊五郎さんの代わりに、あたしが家族になってあげようって……」

　そうして雅は、あの葬儀の日……将悟のもとに現れたのだ。

「だけど緊張しちゃって、妹だって言ったり、結婚したいって言ったりして、将悟を困らせて……人に見つかりそうになって、逃げ出しちゃった。

　あたしはお父さんに進学を勧められて、中学校から推薦もらえたから、深み流りゆう院いん学園に入ることが決まってたの。でもこんな学校、どうでもいいって思ってた。将悟に会える方法だけを考えてた。……ところが、この深流院学園で将悟に再会できたんだ。あたし、今度将悟に会ったら、妹だってこと秘密にしようって考えてた。知られたら、結婚なんかできなくなるから」

「それでずっと、葬儀の日のことを隠してたんだな」

「……ごめんね。でも、こないだ突然、将悟の妹だっていう宝ほう生しようさんが現れたでしょ。あたし信じられなかった。彼女が養育費もらったなんて、嘘うそ。将悟を騙だましてるって思った。だけど最初は、おかげであたしが妹だって疑われなくて、ラッキーって考えてたの」

「ラッキーってなぁ……」

「だけど将悟は宝生さんを妹だって信じて、鶴つる眞まさんと恋人になろうとしてて……」

　将しよう悟ごはハッと気づいた。部屋に来た雅みやびが、ベッドの上の将悟と心こ乃の枝えを見て、怒って走り出してしまったときのことを……。

「それこそ誤解だよ。あのときは俺おれ、ＤＮＡ鑑定の結果が出るまでは、柚ゆず璃り奈なが本当の妹かわからないって考えてたんだぜ」

「あたし、そんなのわかんなくて……。なんとかしたくて、思いきって宝ほう生しようさんに聞いたんだ。今から思えば、それこそ宝生さんの思うツボだったのかもしれないけど……」

　　　◇

　将悟の部屋から走り去った翌日、雅はこっそり柚璃奈の部屋を訪ねた。

「宝生さん……。あたし、宝生さんが将悟の妹だって、信じられない」

　単刀直入に言うと、玄関に出た柚璃奈は黙ったまま、彼女を中に招き入れた。

　柚璃奈の部屋は、ボロいアパートから別世界につながっているのかと思うほど、豪華な家具や調度品で埋められている。

「どうして、わたくしを疑うのですか？」

「あたし、ほかに熊くま五ご郎ろうさんから養育費もらってた人、知ってるから」

　柚璃奈はじっと雅を見つめ……静かに、穏やかな笑顔を浮かべた。

　その余裕ある態度に、ついムカッとして、雅は叫んだ。

「な、なんで笑うの!?　――宝生さん、将悟を騙だましてどうするつもり!?」

「しーっ、隣の将悟お兄さまに聞こえてしまいますよ。――わかりました。白状します。わたくしは将悟お兄さまの妹ではありません。ただの親しん戚せき。わたくしの目的は、親類として、将悟お兄さまの妹を守ることなんです」

「守る……？　嘘うそまでついて、どうして守るのよ!?」

「もし将悟お兄さまの妹が世間に知られたら、スキャンダルになって騒がれるはず。そうなったら、彼女は深く傷ついてしまいます。帝みかど野のグループにとっても好ましくないこと。だからお兄さまの本当の妹が、ずっと正体を隠せるように手助けしたいんです。誰だれからも……お兄さま自身からも、妹だと知られないように」

「妹の正体を隠すって、本当に……？　それ、信じてもいいの？」

「はい。わたくしは将悟お兄さまの妹の、味方ですから」

　力強く言い切る柚璃奈の言葉を、信じていいかわからない。なのに雅は、一瞬、頼もしく思えてしまった。孤軍奮闘の自分を助けてくれる相手に思えてしまった。

　もちろんそのときの雅は、柚璃奈が天才的な演技力の持ち主だと知らなかったのだ。

「神かん凪なぎさん。養育費をもらっている人が誰か、教えていただけないでしょうか？」

　う……、と、雅は一瞬言葉を詰まらせた。

　答えはわかりきっている。けれど、それを口に出すのは勇気がいる。

「もしお兄さまの妹が正体を隠してくれるのなら、わたくしは彼女を全面的に支援するつもりです。――恋のサポートだっていたしますよ」

　恋のサポート、という言葉に、将しよう悟ごへの気持ちを見透かされたような気がした。

　――でも……ほんとにサポートしてくれるなら……。このままじゃあたし、将悟を鶴つる眞まさんに取られちゃうし……。

　グッと拳こぶしを握り、意を決して、雅みやびは口を開いた。

「……あたしよ。あたしが養育費をもらってたの。あたしが、将悟の妹だもん……」

「何か、証明できるものはありますか？」

　考え、雅はふと思いついた。

「実家に帰れば、お父さんがしまってた養育費があるはずだわ」

「……それを見せていただけますか。そうですね、お父さまが支払ったものとわかれば、写真でかまいません。もちろん、秘密は必ず守りますから」

「サポート、してくれるのよね。そっちを先に証明してくれるかしら」

「どんなサポートを望みますか？」

「……あたし、将悟とパーティーに行きたい」

「ではわたくしが、神かん凪なぎさんを帝みかど野のグループのパーティーにご招待いたします。それなら信用していただけますか？」

　雅は少し考えて、首を横に振った。

「――ううん、やっぱダメ。コソコソこんなことして一人だけ呼ばれたら、あやしまれちゃうかも……」

「ではこうしましょう。わたくしが神凪さんだけでなく、鶴眞さんも、それに生徒会長さんたちみなさんもご招待するんです。それなら、あやしまれる心配もありません。パーティーのムードの中で告白すれば、お兄さまの気持ちもきっと傾きますよ」

　どう返事をしようかと、雅はしばらく考えこんだ。

「神凪さん、将悟お兄さまのこと、好きなのでしょう？」

　ダメ押しのような声に押され、雅は静かに、コクリとうなずいた。

　それが、兄妹を罠わなにおとしいれる、悪魔との契約であることなど知らずに……。

　　　◇

「それでパーティーの準備に実家に戻ったとき、お父さんがタンスにしまっていた、札束が入った封筒の写真を撮ったの。それをポシェットに入れて、パーティー会場に持っていった。パーティーであたしが将悟に告白できたら渡す約束だったのよ。――だけど疑問に思ったの。こんなことしていいのかなって。こんな形で将悟に告白して、いいのかなって。だから宝ほう生しようさんに、やっぱり写真は渡せないって言ったんだ。そしたら……」

「写真を、瀬せ利りさんに盗まれちまったってわけか」

「うん……。でも宝生さんは、あたしが妹だってことを黙ってたら、将悟と結婚できるようサポートするって言ったの。あとに引けなくなって、なんとか将しよう悟ごと一緒にならなきゃって焦って……」

「それであんなに動揺して、必死に迫ったり、告白してきたんだな……」

「あたし……ほんとバカだよね……」

　雅みやびは、自分の軽率な行動を悔いるかのように、唇を噛かみしめた。

「そんなことない。雅が思いとどまろうとしてくれなかったら、俺おれ、柚ゆず璃り奈なや瀬せ利りさんの陰謀に気づけなかったよ」

　もしあのとき、ホテルのクロークから出てくる瀬利秘書を目撃しなかったら……将しよう悟ごは柚璃奈の罠わなに、まんまと引っかかっていたかもしれないのだ。

「だけどさ、雅。どうして兄妹のままじゃダメなんだ？　恋人にならなくても、兄妹だって立派な家族じゃないか」

「だってあたし、隠し子なんだよ。本当の兄妹になんか、なれっこない」

「隠し子とか関係ない。俺にとって大切な家族なのは変わりないさ」

「――今まで将悟に、妹だって思われそうになったとき、何度も本当のこと言おうって思った。妹ってバレてもいいって。でも、やっぱりダメなの。だって……」

　そこまで言ったとき、雅は辛つらい思い出がよみがえったように、言葉を詰まらせた。

「だって、ただの家族なんて、すぐに消えちゃう……。愛で結ばれてなきゃ、家族なんて、すぐいなくなっちゃうんだもん……」

　キュッと目をつむる雅の顔を見て……将悟は気がついた。

　――雅はずっと、家族ってものに、お母さんのことを重ねてたんだ。

　娘の前から姿を消した母。家族であったはずなのに、いなくなってしまった母。

　単なる兄妹だけでは、単なる血のつながりだけでは、いつ、離ればなれになってしまうかわからない。

　だから将悟と、しっかりと愛情に結ばれた家族になりたいって考えたんだ。

　それが雅にとっての、本当の家族だったんだ……。

「俺はどこへも行かないさ」

　将悟はそっと雅の手を握った。

　その重ね合わせた手に、ぽとりと、雅の温かい涙が一滴落ちて……

「ううっ……」

　雅の口から、嗚お咽えつが漏れた。

「ごめんね……。ごめんね、将悟……。ずっと騙だましてて……ずっと隠してて……」

　二滴、三滴と涙がこぼれ……次々に将悟の手を濡ぬらした。

「あたしのこと……嫌いになったよね……。軽けい蔑べつ……したよね……」

　将悟は雅の手を握ったまま、じっと、嗚咽の声を聴いていた。

　将しよう悟ごは、小刻みに震えている雅みやびの肩を抱いて、そっと引き寄せた。

　泣き続ける雅を静かに支え続けた。

　やがて力尽きたように、雅の声が小さく聞こえなくなる。

「俺おれはずっと、ここにいる。雅のそばにいる」

「でもあたしたち……もう恋人になれないね……」

「――恋人になれないなら、恋人以上の兄妹になろう」

　すると、雅はちょっと期待するような目で見上げた。

「恋人以上の兄妹って、どんなの……？　二人で、どんなことするの……？」

「え……？　いや、具体的に聞かれても、困るんだけど……」

　将悟が返答に戸惑っていると、雅はほおを膨らませ、真まっ赤かな目で見上げた。

「もうっ、イイカゲンなんだから！」

「い、イイカゲンって言うなよ。――それと、嵯さ峨が良らセンパイも心配してたぞ」

　芽め依いの名を出すと、雅はしんみりとうつむいた。

「あたし、これからはもっとセンパイと仲良くする。――そうだ、今度またセンパイの店に行こうよ」

「だよな！　嵯峨良センパイ、喜ぶよ。俺もつきあうぜ」

「もちろん全部将悟のおごりね～」

「いや俺、おごるとまでは言ってないけど……」

　雅はさっきまで泣き腫はらしていた赤い目で、じーっと将悟を見つめ……

「将悟ってほんと、全然変わんない！　ケチ！」

「わ、悪かったなっ。――雅も、そうやってわがまま言ってこそ雅だぜ」

「なんか、泣いたらスッキリしちゃった。顔、汚れてないかな……」

「顔を洗おう。さっき心こ乃の枝えが、洗面器の水を替えに行ったけど……」

「今、戻りましたよ～」

　心乃枝の声がした。保健室の扉のところで、見守るように立っている。

　扉の向こうの廊下には、ちらりと芽依の姿が見えた。そして、凜香りんかと愛ま菜なの姿も。

　みんな、心配してくれてたらしい。

「よかった。神かん凪なぎさん、元気になったみたいですね」

「心配かけて……ごめん……」

　雅は恥ずかしそうに口を尖とがらせて、心乃枝に謝った。

「今からみんなで泳ぎませんか？　きっと気分も晴れますよ」

「心乃枝、いいこと言うな。そうだよ。バーッと気晴らしにプールで遊べば、雅もまた、泳げるようになるかもしれないぞ」

「む～。鶴つる眞まさんが優しいなんて、雨が降る前兆だわ……」

　さっそく憎まれ口を叩たたく雅みやびである。

「だってわたし、まだ神かん凪なぎさんとの水泳勝負ついてないですから」

「水泳勝負？」

「今度こそ、胸のぶんハンデつけてもらわないと」

　悪びれもせず言う心こ乃の枝えの言葉に、雅はあんぐりと口を開けた。

　ガバッと両腕で胸元を抱き、その顔がカァーッと真まっ赤かに染まって……

「む、む、む、胸のことは言うなぁっ!!」

　雅の叫び声が、廊下にいる芽め依いと愛ま菜なと凜香りんかのもとにまで、元気よく響き渡るのだった。
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　外はもう薄暗く、部活動で残っていた生徒たちも帰り始めている時間だ。

　将しよう悟ごは屋内プールの男子更衣室で水着に着替えた。外に出ると、明るい照明に照らされて、プールの水面が静かに波打っている。

「今日はいろいろあったしな。俺おれもバーッと一泳ぎさせてもらうか」

　プールサイドで準備体操をしながら、雅と心乃枝が来るのを待つ。

　……が、二人ともなかなか現れない。

「遅いなぁ。そりゃ女子は男より着替えに時間かかるだろうけどさ」

　ちょっと心配して、将悟は女子更衣室の扉の前に歩いた。

　扉をトントンとノックして、中に声をかける。

「二人とも急げよー。部活の時間過ぎてるし、早くしないとプール閉められちまうぞ」

　しかし、中から返事はない。

「聞いてるかー!?」

　叫んでみたが、やっぱり返事はない。急に不安になってくる。

　――おかしいな。……中で何かあったのか!?

　事故か何か、返事もできないような状況になってしまってるのか!?

　そう考えるといても立ってもいられなくなって、将悟は女子更衣室の扉に手をかけた。

「雅！　心乃枝！　開けるぞ！」

　叫び、思いきり扉を開こうとして――将悟はふと、手を止めた。

「――って、待てよ。ここで扉を開けたら、どうせ二人が着替えてて『きゃ～、将悟のエッチ～』とか叫ぶんだろ」

　フッと余裕の笑みを浮かべながら、静かに扉から手を離した。

「何度も同じ手は食うもんか。だいたい更衣室の事故ってなんだよ。聞いたことねぇし」

　将悟は「早くしてくれよー」と中に声をかけ、プールサイドに戻った。

「帝みかど野の、まだ残ってたのか～？」

　プールの建物の入り口から、ジャージ姿の小こ都と里り先生が顔を出した。

「一泳ぎしようかって思いまして」

「そーか。んじゃ、後片づけと戸締まり忘れるなよ。ついでに、これも用具室に置いといてくれるか？　新しい備品が届いたんだ」

　小都里先生はプール用の鍵かぎ束たばと、ビニールに包まれた新品のビート板を三枚手渡した。

「頼んだからなー」

　背を向け、職員室の方向に歩いていく。

「人使いが荒いんだから……」

　将しよう悟ごはため息をつきながら、ビート板を抱えてプールの隅にある用具室に向かった。

　両開きの大きな金属扉の前に立って、鍵束から鍵を捜し出す。鍵穴に差しこんでガチャリとまわし、ガラッと扉を開いた。

　一歩、中に入ろうとして……将悟は固まって動けなくなった。

　目の前の二人も、同じように動けなくなっていた。

　今、将悟の目の前に、心こ乃の枝えと雅みやびがいた。

　プールの用具室の中で、二人とも服を脱いで、水着を着ようとしている瞬間だった。

　つまり今、心乃枝も雅も、ほとんど裸同然の姿で……。



    

  
    
      



    

  
    
      「し、し、将しよう悟ごさんっ!?」

　心こ乃の枝えが、あわてて両腕で体を隠す。

「ていうか、お前たち、なんでこんなところで……」

「女子更衣室が閉まってたから、しょうがなくここで着替えてたんですっ」

「だったら鍵かぎかけとけよっ！」

「将悟さんが鍵開けたんじゃないですかっ！」

「い、いやその、それは誤解で……俺おれはビート板を……」

　あたふたと言い訳する将悟の前に、手に持った水着で体を隠しながら、真まっ赤かな顔の雅みやびがズカズカと歩いてきた。

「………てって……」

　真っ赤な顔で、プルプルと全身を怒りに震わせている。

「ん？　な、なんだ？　雅……？」

「だから…………てけ……」

「よく聞こえないけど……」

「とっとと出てけっつってんのっ！　このドヘンタイ大バカ兄貴がぁっ!!」

　ガゴン!!

　直後、雅の蹴けり上げた裸足が、将悟のあごに炸さく裂れつするのだった。



    

  
    
      
エピローグ



　さんさんと照りつける陽ひ射ざしの中、横一直線に並んだ競泳選手たちが水面をすべる。先頭の選手がプールサイドに手をつき、間髪を入れず、二位の選手が手をついた。

　あまりの僅きん差さに、観客席が固かた唾ずをのんで電光掲示板に注目する。

　一位と二位の選手名とタイムが表示され……

「あぁー……」と、将悟のまわりで落胆の声が上がった。

　一位に表示されたのは別の学校の代表選手。二位に、神かん凪なぎ雅の名前があった。

「神凪さん、負けちゃいましたね……」

　将悟の隣に座っていた心乃枝が、残念そうな声を出した。

「ここで一位でないと、予選突破できないのですわ。全国大会は無理でしたわね……」

　将悟の後ろの席で、凜香りんかがため息交じりにつぶやく。

　隣の愛ま菜なは、悔しそうに拳こぶしを握っていた。

「惜しかったのに～。雅ちゃん、勝ってもおかしくなかったよ～っ」

　日曜日におこなわれた、水泳大会の最終予選。

　雅みやびたちの女子水泳部は、そこで敗退となってしまったのである。

「雅、大丈夫かな……」

　将しよう悟ごはプールサイドに上がる雅を見つめた。

　競泳帽を脱いで、濡ぬれた髪がはらりと落ちる。ゴーグルを外しながら、はぁはぁと大きく息をついていた。

　雅に悲痛な様子はなく、むしろ心地よい疲れを味わっているようにさえ見える。

「う～む、なかなかの勝負だったぞ」

　将悟の前に座っている魔女っ娘こコスプレ姿の芽め依いが、感心したように腕を組んでいる。

「ていうか嵯さ峨が良らセンパイ、その三角帽子ジャマなんですけど。プール見えないし……」

「いいか、帝みかど野の。一位は全国大会常連の強豪校だからな。そんな相手にここまで僅きん差さに迫れるとは、むしろ大健闘と言うべきだ」

「そんなすごい勝負だったんですか？」

「これは『りりかる☆しすたぁず』でも記念イベントを開かねばならん。しすたぁず全員で競泳水着コスプレの一大イベントだぞ！　どうだ、帝野!?」

「どうだ、って、俺おれに意見聞かないでくださいよ。水着をコスプレって言うんですか？」

　将悟はあらためて雅のほうを見た。

　ちょうど、一位の選手と握手を交わしているところだ。

　それはなんだか、お互い納得のいく勝負を終えた二人の姿に思えて……

　――雅、思いっきり力を出し切れたんだな。

　あとでたくさん褒めてやらないと。

　なんせ雅は、俺の妹なんだから……。



　夕方、プールがある体育施設のロビーでは、大会を終えた選手たちがくつろいでいた。

　ジャージに着替えた雅もその中にいて、ロビーの片隅で将悟と話している。

「自己新記録かよ！」

　雅の言葉に、将悟は思わず叫んだ。

「そゆこと！　〇・五秒も更新したんだから」

「そりゃすげぇな……」

「いいこと、将悟！　そのぶん奮発しておごりなさいよ！」

「だから、なんでおごる話になるんだよっ！　――あ～わかったわかった。おごってやるからそんな目で見るなって。ただし〇・五秒分だけだからな！」

「ほんと!?　それじゃ、五千円くらいね」

「桁けたが違うだろ。……なんとか五百円くらいにならないか？」

　早くもサイフの中身が心配になってきた将しよう悟ごである。

「しょ～がないなぁ。んじゃ、ケーキ一個で許したげる」

「ははぁー、お許しありがとうございます……って、なんで俺おれがお礼言うんだっ。ほら、雅みやびこそ『ありがとうございます』だろ」

「知らないわよっ。だって将悟だもん！」

　ムチャクチャなこと言って、ベーッと舌を出す雅である。

「ったく……。――でもま、ほんとによくがんばったぜ」

　すると雅は、少し残念そうな顔になった。

「うん……。全国大会、行きたかったけど……」

　将悟はそんな彼女を見つめて……ポンと、その頭に手を置いた。

　まだ湿っている髪の冷たさが、将悟の手のひらに伝わってくる。温めてあげるように、雅の頭をそっとなでた。

「雅、新記録おめでとう」

　雅の顔が、か～っと真まっ赤かに染まった。

「む～っ、将悟のくせに生意気っ！」

「いいじゃねぇか。たまには生意気言わせてくれよ」

　さらに何度も頭をなでてあげる。

　雅は赤い顔で口を尖とがらせながら、じっと動かないでいる。

「今回だけ、ナデナデさせてあげるんだから……」

　恥ずかしそうに、けれどどこか喜んでる顔で、ぶつぶつつぶやいた。

「神かん凪なぎさ～ん、そろそろ出るわよ～」

　ロビー入り口のほうから、雅と同じ女子水泳部の部員が呼んだ。

「待って！　今行く！」

　雅は振り返って返事をし、もう一度将悟を見た。

「これからあたし、部活の打ち上げ行かなきゃ。あとそれから、新聞部の新あら谷や部長からインタビュー申し込まれてたっけ……」

「そりゃまた、雅も忙しいなぁ。――じゃ、今日はここでお別れだな。また明日な」

　雅はうなずくと、くるりと背を向け、待っている部員たちのほうへ駆け出す。

　と、一度立ち止まり、将悟を振り返った。

「将悟……お母さんよりたくさん、褒めてくれたよ！」

　照れたように叫び、ニコッと笑った。

　再び走り出す雅の背を見ながら、将悟は……

　――俺、雅の大切な家族になれるかな……。

　心の中に、希望の光を灯ともすのだった。
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　そしてすぐに、一学期最後の日になった。

　今朝から全校生徒が講堂に集まって、終業式である。

　さっきから十分近くも、生徒会代表の挨あい拶さつが続いていた。

「で……でふから……みなさん……よい夏休み……を…………ぴ……」

　なぜか気弱な滋し賀がさんが代表をやりたがったらしく、ガチガチに緊張しながら檀だん上じように立っている。生徒の中からは「ガンバレー」と声が上がり、講壇の横では、愛ま菜なと凜香りんかがハラハラした顔で見守っていた。

　それは誰だれもが手に汗を握る挨拶で、ようやく終わって滋賀さんがペコリとおじぎをすると、全校生徒から感動的な拍手が巻き起こったほどである。

　そして次に、校長先生の挨拶が始まった。

　こちらは堂々とした話しっぷりだけど、これがまた途切れなく延々しゃべり始めて……。

　生徒の列に並んで立っていた将しよう悟ごは、すっかり足が棒になってしまった。

「『夏休みの心得百箇条』って多すぎだろ。全部話す気かよ……」

　つぶやいていると、衣い楠くすが将悟の隣に立って肩に手を置いた。

「おや、このくらいで音を上げるのかい？」

「おとなしく並んでないと怒られるぞ」

「その心配は、なさそうだけどね」

　衣楠の視線の先に目を向けると、講堂の壁際に小こ都と里り先生が立っていた。

　ふぁ～あと両腕を伸ばし、あからさまに大あくびしている。

　やがてポケットから携帯ゲーム機を取り出して遊び始めた。

「生徒より態度悪い教師とか、さすが小都里先生だぜ……」

　あきれを通り越して感動すら覚える将悟である。

「しかし残念だ。夏期休暇になれば、ボクが将悟くんと会える時間も減ってしまうな」

「そういや、衣楠はこれからどうするんだ？」

「まだこの学校にいるつもりさ。将悟くんの危機が去ったわけじゃないからね」

「そうだよな。瀬せ利りさんや柚ゆず璃り奈なが、また何かするかもしれないし」

「ボクは卑劣な連中に帝みかど野のグループを渡さないために、戦い続けるつもりだよ」

「あぁ！　なんか俺おれたち、長いつきあいになりそうだな」

　言うと、なぜか衣楠はポッとほおを赤らめた。

「そ……そうか……。将悟くん、とうとうボクとつきあってくれる気になったんだね！」

　将悟の手を握り締める衣楠を、まわりの女子たちが恥ずかしそうな顔で見ている。

「つきあうって、そういう意味じゃなくて……。あと衣い楠くす。頼むからそういうことは、女の子の格好のときに言ってくれ」

　疲れた気分で、ガックリ肩を落とす将しよう悟ごだった。



　今学期最後のホームルームのあとは、クラス全員で教室掃除だった。掃除が終わって道具を片付けると、すっかりおなかがすいてしまった。

「俺おれもそろそろ帰るかな」

　クラスメイトたちは、早くも夏休みの期待にわくわくした顔で帰り始めている。

　見まわすと、心こ乃の枝えは窓の戸締まりをしているけれど、雅みやびの姿が見当たらない。

「心乃枝！　雅知らないか？」

「神かん凪なぎさんですか？　さっき、屋上に上がったみたいですけど」

　どうせならみんなで帰ろうと思い、将悟は雅を迎えに校舎の屋上へ向かった。雅はフェンスの前に立って、ぼんやり街の風景を眺めている。

「何してたんだ？」

「なんか、景色が見たくなっちゃって」

　将悟は雅の隣に並んで、広がる街並みを見下ろした。

「俺がこの街に来てから、ほんといろいろあったなぁ……」

「ねぇ将悟……。あたしが妹で、よかった……？」

「ん？　俺は雅が妹でよかったって思ってるぞ」

「だけど、ほかの人たちは？　あたしなんて、いないほうがいいって思うかも……」

「母さんか……。正直、母さんが雅を家族と認めてくれるか、俺にもわからない。――でも必ず、雅のことを母さんにも話せる日が来るさ。心配いらないよ」

「うん……。――あ、そうだ。あたし、熊くま五ご郎ろうさんのお見舞い行ったんだよ！」

「えっ、本当!?」

　熊五郎は亡くなる半年ほど前に倒れて、そのまま入院生活を送っていたのだ。

「じゃあ雅、大きくなってからも一度、父さんと顔を合わせたんだな」

「熊五郎さん、あたしを覚えててくれた。『よく来てくれたね』って言ってくれたの」

「そうだったんだ……。じゃあそのとき、雅のことを娘って認めてくれたのか？」

　すると、雅の表情が少し曇った。

「あたしが熊五郎さんの娘だって話は、できなかったの。聞いてみたかったけど、聞いていいのかわからなくて……口に出せなかったんだ。熊五郎さんも、あたしの顔と名前は覚えててくれたけど、娘だなんて一言も言わなかったから」

「そうか……。でも言わなかっただけで、心ではわかってたんだよ。雅のこと気づかって、あえて黙ってたんだ」

「そっか。かもしれないね。――あたしお見舞いのとき、ブタさんの起き上がりこぼしプレゼントしてあげたんだ。何度でも起き上がってくれますようにって。結局熊くま五ご郎ろうさん、そのまま亡くなっちゃって、役に立たなかったけど……」

「ううん、絶対に、父さんを元気づけてくれてたよ。――俺おれさ、葬儀のときに棺に入った父さんの顔見たけど、なんていうか、人生に満足したって顔だった。おかげで俺、いつまでも悲しまずにすんだんだぜ」

「えへへ……熊五郎さん、天国でも喜んでくれてたらいいなぁ」

　――でも、ほんとによかった。雅みやびと父さんが再会できてたなんて。

　将しよう悟ごは父娘がどんな再会をしたのか、見てみたい気分だった。

　二人の再会の場に、自分もいたかった。

　この目で、妹が父を見舞った場面を確かめたかった。

　けれどそれは叶かなわないことだ。将悟はタイムマシンに乗って過去に戻ることもできないし、小説のように前の巻を読み返すこともできないのだ。

「父さん、俺の妹と会うことができて幸せだったろうな……」

「あたしももう一度、熊五郎さんに会えてうれしかった」

「だけど俺とは『もう一度』なんかじゃないぞ。これからずっと、兄妹なんだから」

　言うと、雅はじっと将悟を見つめ……

「うん！　あたし、ずっと将悟の妹だもん！」

　元気よく返事をしてくれた。

　そのとき屋上の扉から、心こ乃の枝えが顔を覗のぞかせた。

「将悟さ～ん、神かん凪なぎさ～ん。早く帰らないと、教室閉めちゃいますよ～っ」

「いけね、今戻るよ！」

　将悟と雅は、あわてて歩き出した。校舎に入り、三人で教室へと向かう。

「ところで将悟さん、夏休みはどうするんですか？」

「予定か……。まだなんにも決めてなかったなぁ。どうしよ……」

「あ、あの、もしよかったら、わたしと……」

　心乃枝がポッと赤らめる。

　――そうだ、これから夏。生涯の伴はん侶りよを探すには、絶好の季節じゃないか。

「お、おぅ……。夏になったら、心乃枝とも思いっきり……」

　と、二人の間に雅が割り込んだ。

「夏休みになったら、一緒に遊ぼ～ね～、将し兄ようにぃ!!」

「神凪さん!?　わたしが話してたんですよ！」

「妹としてはぁ～、夏休みにヤブ蚊が引っつかないよう注意しないと～」

「だだだ、誰だれがヤブ蚊ですかっ!?」

　キーッとつかみかかる心こ乃の枝えと雅みやびを、将しよう悟ごはため息つきながら手で押さえる。

「はぁ……。結局俺おれの生活って、こうなるのかよ……」

　バチバチとにらみあう二人に挟まれながら、将悟は教室に入った。

　もうみんな帰ったらしく、ほかに誰だれもいない。あとはクラス委員の心乃枝が鍵かぎを閉めるだけのようだ。

　自分の席に歩いて、鞄かばんを手に取ろうとして……ふと、机の上に気がついた。

　将悟の机に、チェスの駒こまが一つ、ポツンと置かれている。白のクイーンだ。

「チェス……？　なんで俺の机に？」

　心乃枝と雅も気づいて注目した。

「将悟のじゃないの？　誰かが落としたんじゃない？」

「うーん、でもチェス持ってたやつなんていたっけ……」

　将悟が考えこんでいると……

「チェック、メイト」

　ふいに心乃枝がつぶやいた。

「え？」

「あ、いえ、なんかそんな感じだなぁって」

　言われてみれば確かにその駒は、将悟のほうを向いて、チェックメイトを宣言している……ようにも見える。

　将悟はしばらく駒を見つめて……手に取った。

「って、考えすぎだよ。――それよりも早く帰ろうぜ。昼メシにしたいよ」

　チェスの駒を教室の落とし物入れに置くと、心乃枝や雅と一緒に教室を出た。

　廊下を歩いて玄関で靴に履き替え、校舎から出る。

　外に出たとたん、真夏の陽が照りつけた。

「じゃあ一学期、お疲れさまでした！」

　クラス委員らしく、心乃枝が言う。

「あしたっから何して遊ぼうかな～」

「神かん凪なぎさん、ちゃんと宿題しなきゃダメですよ」

「む～、わかってるわよ。ヤなこと思い出させないでっ」

　――夏休み、か……。

　思い返せば、この一学期、ひたすら妹の騒動に振り回されていた。

　でも、そんな騒ぎも終わったんだ。

　将悟の隣には妹がいて、仲のいい女の子がいる。

　これからしなければいけないことは、たくさんある。

　将悟は、妹である雅を守らなきゃいけない。スキャンダルなどに巻きこまれないように。隠し子に向けられる、心ない言葉に傷つけられないように。

　そして、生涯の伴はん侶りよとなる女性を見つけなければいけない。

　心から愛し愛される女性と出会わなければならない。

　だけど、そんな戦いを乗り切ってみせる。妹を守り、愛しあえる人に出会う！

　――そうだ。俺おれの学園生活は、これからが本番なんだ！

「よ～しっ、俺たち、明日から思いっきり自由に過ごそうぜ!!」

　将しよう悟ごは広がる青空に向かって叫んだ。

　そう、将悟の輝かしい夏の日は、今まさに始まったのだ。
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『ふぁ～い、檀だん埜の探偵事務所です。――もしもし？　もしも～し』

　電話の向こうから、やる気のない男の声が聞こえる。

　檀埜という、かつての柚ゆず璃り奈なの芸名を冠した事務所には相応ふさわしくない枯れた声に、彼女は少しイラっとした。

「用なんかないわ。電話しただけ」

『へ？　柚璃奈さんですよね？　用事があるんじゃ……』

「なんでもないって言ってるでしょ。この電話が使えるか確かめただけよ。じゃあね」

　柚璃奈はぶちっと通話を切った。

　小さなビルの屋上に立ち、真夏の陽の下、黒いセーラー服を着て白い日傘をさしている。

「――回線は生きてるわね。これなら使い物になりそう」

　柚璃奈は、その変わったデザインの携帯電話を見つめた。

　青い、流線形のボディー。

　それは将悟の部屋にあった、あのボイスチェンジャーつき携帯電話だった。

　柚璃奈の位置からは、深み流りゆう院いん学園の校門が見下ろせる。

　ちょうど将悟と、彼を挟んで歩く心こ乃の枝えと雅みやびが出てきたところだ。

「自分の持ち物くらい、しっかり管理しなさい」

　遠くにいる将悟を見下ろしながら、柚璃奈はバカにしたような笑みを浮かべる。

　それから真顔に戻り、隣の心乃枝と――そして雅を見た。

「神かん凪なぎ雅が妹……。妹を捜し出した帝みかど野の将悟……。果たしてこれで、終わりなのかしら」

　柚璃奈の口元が、ニヤリと曲がった。

「それともこれは、始まりに過ぎないの？　どうかしら。ねぇ、将悟お兄さま？」

　真夏の太陽に照らされてかげろうが立ちのぼり、柚璃奈の姿が黒く揺らめいていた。



    

  
    
      
あとがき



　みなさんは、人類という存在について思いをめぐらせたことがあるでしょうか？

　私はこう見えても日々、常に思索的かつ哲学的な思想にふけっている人間です。頭の中では常に『人はどこから来て、どこへ行くのか』という人類の根源的な命題と取り組んでいるのです。

　それは非常に難解な問題であり、何度も答えを出すことを挫折しそうになりました。哲学的な悩みを抱えて生きることは、繊細な私に非常に辛つらい毎日でした。

　ですが最近、そんな永遠の命題に対し、私は一つの回答を得ました。

　その答えとはすなわち――人は二次元から来て、二次元へ向かうのです！

　考えてもみてください。我々はなぜ、こんなにも二次元美少女に心惹かれるのか。それはすなわち、二次元世界に人類の根源的欲求が隠されていたからに、他なりません。

　それに気づいた私は、さっそく二次元との邂逅を果たすべく、行動を開始しました。

　美少女フィギュアを買ってあらゆる角度から眺めまわし、彼女たちが間違いなく我々と同じ世界に存在するのだと確認しました。

　美少女抱き枕まくらを買って毎晩寝床を共にし、彼女たちの肌触りを全身に刻みました。

　先日発売された、立体映像を見られる新型携帯ゲーム機を購入し、二次元美少女が三次元となる瞬間を体験しました。

　そうしたあらゆる努力の結果、いつか人類は二次元美少女と手を取りあい、抱きしめあい、お互いの愛を育むことができるようになると確信しました。もうすぐ、二次元妹や二次元委員長や二次元幼なじみが、我々のすぐ隣にやって来るに違いないのです！

　念のために言いますが、私は決して遊んでるんじゃありません。哲学的な思考を証明すべく奮戦しているのです。信じてください。



　さて、この『この中に１人、妹がいる！』シリーズですが、月刊コミックアライブで、もっつん＊先生によるコミック版の連載が決定いたしました！　これもひとえに、応援くださったみなさまのおかげです。

　魅力的な新キャラクターをデザインしてくださいましたＣＵＴＥＧさま。担当の児こ玉だまさまを始めＭＦ文庫Ｊ編集部のみなさま。本巻に関わっていただいておりますみなさま。今回も無事出版できましたこと、お礼申し上げます。

　本巻でもおつきあいくださいました読者のみなさま。本シリーズはまだまだ続いてまいりますので、どうぞ、今後もまたよろしくお願いいたします。そしてコミック版も合わせてお楽しみいただければ幸いです。

二〇一一年四月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。その後『黒姫のユズハ』、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　最近は、携帯電話や携帯ゲームや携帯音楽プレーヤーなど、とにかくモバイルづくしな世の中です。かくいうわが家でも携帯機が増殖中。場所を取らない反面、充電器のコードがごちゃついてどれがどれやら。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレータ。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に１人、妹がいる！４
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